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(57)【要約】
　植物の健康を改善する方法であって、植物および/ま
たは該植物が生長しているかもしくは生長しようとして
いる場所および/または植物繁殖体を、植物の健康を改
善する量の少なくとも1種の式I：
（式中、可変部は本明細書に定義される）
で表されるヘテロアロイル置換アラニン化合物(A)で処
理することを含んでなる、上記方法。

【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植物の健康を改善する方法であって、植物および/または該植物が生長しているかもし
くは生長しようとしている場所および/または植物繁殖体を、植物の健康を改善する量の
少なくとも1種の式I：
【化１】

（式中、可変部は以下に定義するとおりである：
　Qは、1～4個の窒素原子を有し、または1～3個の窒素原子および1個の酸素もしくは硫黄
原子を有し、または1個の酸素もしくは硫黄原子を有する5または6員のヘテロアリールで
あり、この場合、該ヘテロアリールは部分的にもしくは完全にハロゲン化されていてよく
、および/またはヒドロキシル、シアノ、C1-C6-アルキル、C3-C6-シクロアルキル、C1-C6
-ハロアルキル、C1-C6-アルコキシ、C1-C6-ハロアルコキシまたはC1-C6-アルコキシ-C1-C

4-アルキルからなる群から選択される1～3個の基を有していてよく；
　R1、R2は、水素またはヒドロキシルであり；
　R3は、C1-C6-アルキル、C1-C4-シアノアルキルまたはC1-C6-ハロアルキルであり；
　R4は、水素、C1-C6-アルキル、ハロアルキルまたはC1-C6-アルコキシ-C1-C6-アルキル
であり；
　R5は、水素、C1-C6-アルキル、C2-C6-アルケニル、C2-C6-アルキニル、C1-C6-ハロアル
キル、C2-C6-ハロアルケニル、C2-C6-ハロアルキニル、C1-C6-シアノアルキル、C2-C6-シ
アノアルケニル、C2-C6-シアノアルキニル、C1-C6-ヒドロキシアルキル、C2-C6-ヒドロキ
シアルケニル、C2-C6-ヒドロキシアルキニル、C3-C6-シクロアルキル、C3-C6-シクロアル
ケニル、3～6員のヘテロシクリル（この場合、上記のシクロアルキル、シクロアルケニル
または3～6員のヘテロシクリル基は、部分的にもしくは完全にハロゲン化されていてよく
、および/またはオキソ、シアノ、ニトロ、C1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキル、ヒド
ロキシル、C1-C6-アルコキシ、C1-C6-ハロアルコキシ、ヒドロキシカルボニル、C1-C6-ア
ルコキシカルボニル、ヒドロキシカルボニル-C1-C6-アルコキシ、C1-C6-アルコキシカル
ボニル-C1-C6-アルコキシ、アミノ、C1-C6-アルキルアミノ、ジ(C1-C6-アルキル)アミノ
、C1-C6-アルキルスルホニルアミノ、C1-C6-ハロアルキルスルホニルアミノ、アミノカル
ボニルアミノ、(C1-C6-アルキルアミノ)カルボニルアミノ、ジ(C1-C6-アルキル)-アミノ
カルボニルアミノからなる群から選択される1～3個の基を有していてよい）、
C1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-アルケニルオキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-ア
ルキニルオキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-ハロアルコキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-ハロア
ルケニルオキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-ハロアルキニルオキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-
アルコキシ-C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルチオ-C1-C4-アルキル、C

2-C6-アルケニルチオ-C1-C4-アルキル、C2-C6-アルキニルチオ-C1-C4-アルキル、C1-C6-
ハロアルキル-C1-C4-チオアルキル、C2-C6-ハロアルケニル-C1-C4-チオアルキル、C2-C6-
ハロアルキニル-C1-C4-チオアルキル、C1-C6-アルキルスルフィニル-C1-C4-アルキル、C1
-C6-ハロアルキルスルフィニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルスルホニル-C1-C4-アル
キル、C1-C6-ハロアルキルスルホニル-C1-C4-アルキル、アミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-
アルキルアミノ-C1-C4-アルキル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-ア
ルキルスルホニルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルスルホニル(C1-C6-アルキル)
アミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニル、ヒドロキシカルボニル、C1-C6-ア
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ルコキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノカルボニル、ジ(C1-C6-
アルキル)アミノカルボニル、ホルミルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルコキシカルボ
ニルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニル-C1-C6-アルキル、ヒドロキシカ
ルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルコキシカルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-ハロア
ルコキシカルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル
、アミノカルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルアミノカルボニル-C1-C4-アルキル
、ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニルア
ミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニル-(C1-C6-アルキルアミノ)-C1-C4-アル
キル、(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル、ジ(C1-C6-アルキル)
アミノカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル、[(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルアミノ]C

1-C4-アルキル、[ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルアミノ]C1-C4-アルキル；
フェニル、フェニル-C1-C4-アルキル、フェニル-C2-C4-アルケニル、フェニル-C2-C4-ア
ルキニル、フェニル-C1-C4-ハロアルキル、フェニル-C2-C4-ハロアルケニル、フェニル-C

2-C4-ハロアルキニル、フェニル-C1-C4-ヒドロキシアルキル、フェニル-C2-C4-ヒドロキ
シアルケニル、フェニル-C2-C4-ヒドロキシアルキニル、フェニルカルボニル-C1-C4-アル
キル、フェニルカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル、フェニルオキシカルボニル-C1-C4-ア
ルキル、フェニルオキシ-C1-C4-アルキル、フェニルチオ-C1-C4-アルキル、フェニルスル
フィニル-C1-C4-アルキル、フェニルスルホニル-C1-C4-アルキル、
ヘテロアリール、ヘテロアリール-C1-C4-アルキル、ヘテロアリール-C2-C4-アルケニル、
ヘテロアリール-C2-C4-アルキニル、ヘテロアリール-C1-C4-ハロアルキル、ヘテロアリー
ル-C2-C4-ハロアルケニル、ヘテロアリール-C2-C4-ハロアルキニル、ヘテロアリール-C1-
C4-ヒドロキシアルキル、ヘテロアリール-C2-C4-ヒドロキシアルケニル、ヘテロアリール
-C2-C4-ヒドロキシアルキニル、ヘテロアリールカルボニル-C1-C4-アルキル、ヘテロアリ
ールカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールオキシカルボニル-C1-C4-アルキ
ル、ヘテロアリールオキシ-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールチオ-C1-C4-アルキル、ヘテ
ロアリールスルフィニル-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールスルホニル-C1-C4-アルキル（
ここで上記のフェニルおよびヘテロアリール基は、部分的にもしくは完全にハロゲン化さ
れていてよく、および/またはシアノ、ニトロ、C1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキル、
ヒドロキシル、C1-C6-ヒドロキシアルキル、C1-C6-アルコキシ、C1-C6-ハロアルコキシ、
ヒドロキシカルボニル、C1-C6-アルコキシカルボニル、ヒドロキシカルボニル-C1-C6-ア
ルコキシ、C1-C6-アルコキシカルボニル-C1-C6-アルコキシ、アミノ、C1-C6-アルキルア
ミノ、ジ(C1-C6-アルキル)アミノ、C1-C6-アルキルスルホニル、C1-C6-アルキルスルフィ
ニル、C1-C6-アルキルチオ、C1-C6-アルキルスルホニルアミノ、C1-C6-ハロアルキルスル
ホニルアミノ、(C1-C6-アルキルアミノ)カルボニルアミノ、ジ(C1-C6-アルキル)-アミノ
カルボニルアミノ、アリールおよびアリール(C1-C6-アルキル)からなる群から選択される
1～3個の基を有していてよい）であり；あるいは
　R4およびR5は、一緒になって1～4個の窒素原子、1～3個の窒素原子および1個の酸素も
しくは硫黄原子、1個の酸素もしくは硫黄原子、または2個の酸素原子を含有していてよい
3～10員環を形成し、ここで該環は部分的にもしくは完全にハロゲン化されていてよく、
および/またはシアノ、C1-C6-アルキル、C3-C6-シクロアルキル、C1-C6-ハロアルキル、C

1-C6-アルコキシまたはC1-C6-ハロアルコキシおよびC1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキルか
らなる群から選択される1～3個の基を有していてよく；
　R6は、水素、C1-C6-アルキル、またはOR7またはNR8R9であり、
　　R7は、水素、C1-C6-アルキル、C3-C6-シクロアルキル、C3-C6-アルケニル、C3-C6-ア
ルキニル、C3-C6-ハロアルケニル、C3-C6-ハロアルキニル、ホルミル、C1-C6-アルキルカ
ルボニル、C3-C6-シクロアルキルカルボニル、C2-C6-アルケニルカルボニル、C2-C6-アル
キニルカルボニル、C1-C6-アルコキシカルボニル、C3-C6-アルケニルオキシカルボニル、
C3-C6-アルキニルオキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノカルボニ
ル、C3-C6-アルケニルアミノカルボニル、C3-C6-アルキニルアミノカルボニル、C1-C6-ア
ルキルスルホニルアミノカルボニル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C3-C6-
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アルケニル)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルキニル)-N-(C1-C6-ア
ルキル)アミノカルボニル、N-(C1-C6-アルコキシ)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル
、N-(C3-C6-アルケニル)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルキニル
)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノチオカルボニル、ジ(C

1-C6-アルキル)アミノチオカルボニル、(C1-C6-アルキル)シアノイミノ、(アミノ)シアノ
イミノ、[(C1-C6-アルキル)アミノ]シアノイミノ、ジ(C1-C6-アルキル)アミノシアノイミ
ノ、C1-C6-アルキルカルボニル-C1-C6-アルキル、C1-C6-アルコキシイミノ-C1-C6-アルキ
ル、N-(C1-C6-アルキルアミノ)イミノ-C1-C6-アルキル、N-[ジ(C1-C6-アルキル)アミノ]
イミノ-C1-C6-アルキルまたはトリ-C1-C4-アルキルシリル（この場合、上記のアルキル、
シクロアルキルおよびアルコキシ基は、部分的にもしくは完全にハロゲン化されていてよ
く、および/または1～3個の以下の基：シアノ、ヒドロキシル、C3-C6-シクロアルキル、C

1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルキル
、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、ジ(C1-C4-アルキル)アミノ、C1-C4-アルキル
-C1-C6-アルコキシカルボニルアミノ、C1-C4-アルキルカルボニル、ヒドロキシカルボニ
ル、C1-C4-アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C4-アルキルアミノカルボニル
、ジ(C1-C4-アルキル)アミノカルボニルまたはC1-C4-アルキルカルボニルオキシを有して
いてよい）；
フェニル、フェニル-C1-C6-アルキル、フェニルカルボニル-C1-C6-アルキル, フェノキシ
カルボニル、フェニルアミノカルボニル、フェニルスルホニルアミノカルボニル、N-(C1-
C6-アルキル)-N-(フェニル)アミノカルボニル、フェニル-C1-C6-アルキルカルボニル、フ
ェニルカルボニル（ここで該フェニル基は部分的にもしくは完全にハロゲン化されていて
よく、および/または1～3個の以下の基：ニトロ、シアノ、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロ
アルキル、C1-C4-アルコキシまたはC1-C4-ハロアルコキシを有していてよい）であり；
　　R8は、水素、C1-C6-アルキル、C3-C6-シクロアルキル、C3-C6-アルケニル、C3-C6-ア
ルキニル、C3-C6-ハロアルケニル、C3-C6-ハロアルキニル、ホルミル、C1-C6-アルキルカ
ルボニル、C3-C6-シクロアルキルカルボニル、C2-C6-アルケニルカルボニル、C2-C6-アル
キニルカルボニル、C1-C6-アルコキシカルボニル、C3-C6-アルケニルオキシカルボニル、
C3-C6-アルキニルオキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノカルボニ
ル、C3-C6-アルケニルアミノカルボニル、C3-C6-アルキニルアミノカルボニル、C1-C6-ア
ルキルスルホニルアミノカルボニル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C3-C6-
アルケニル)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルキニル)-N-(C1-C6-ア
ルキル)アミノカルボニル、N-(C1-C6-アルコキシ)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル
、N-(C3-C6-アルケニル)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルキニル
)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノチオカルボニル、
(C1-C6-アルキル)シアノイミノ、(アミノ)シアノイミノ、[(C1-C6-アルキル)アミノ]シア
ノイミノ、ジ(C1-C6-アルキル)アミノシアノイミノ、C1-C6-アルキルカルボニル-C1-C6-
アルキル、C1-C6-アルコキシイミノ-C1-C6-アルキル、N-(C1-C6-アルキルアミノ)イミノ-
C1-C6-アルキル、N-[ジ(C1-C6-アルキル)アミノ]イミノ-C1-C6-アルキル（この場合、上
記のアルキル、シクロアルキルおよびアルコキシ基は、部分的にもしくは完全にハロゲン
化されていてよく、および/または1～3個の以下の基：シアノ、ヒドロキシル、C3-C6-シ
クロアルキル、C1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルコキシ
-C1-C4-アルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、ジ(C1-C4-アルキル)アミノ
、C1-C4-アルキル-C1-C6-アルコキシカルボニルアミノ、C1-C4-アルキルカルボニル、ヒ
ドロキシカルボニル、C1-C4-アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C4-アルキル
アミノカルボニル、ジ(C1-C4-アルキル)アミノカルボニルまたはC1-C4-アルキルカルボニ
ルオキシを有していてよい）；
フェニル、フェニル-C1-C6-アルキル、フェニルカルボニル-C1-C6-アルキル、フェノキシ
カルボニル、フェニルアミノカルボニル、フェニルスルホニルアミノカルボニル、N-(C1-
C6-アルキル)-N-(フェニル)アミノカルボニル、フェニル-C1-C6-アルキルカルボニル、フ
ェニルカルボニル（ここで該フェニル基は部分的にもしくは完全にハロゲン化されていて
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よく、および/または1～3個の以下の基：ニトロ、シアノ、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロ
アルキル、C1-C4-アルコキシまたはC1-C4-ハロアルコキシを有していてよい）であり；
　　R9は、水素、C1-C6-アルキル、C3-C6-シクロアルキル、C3-C6-アルケニル、C3-C6-ア
ルキニル、C3-C6-ハロアルケニル、C3-C6-ハロアルキニル、ヒドロキシルまたはC1-C6-ア
ルコキシである）
で表されるヘテロアロイル置換アラニン化合物(A)またはその農業上有用な塩で処理する
ことを含んでなる、前記方法。
【請求項２】
　式Iの化合物(A)が、ジメチル-カルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-ト
リフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピラン-4-イ
ル)-エチルエステル、5-メチル-2-トリフルオロメチル-フラン-3-カルボン酸(1-メチルカ
ルバモイル-2-フェニル-エチル)-アミド、1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾー
ル-4-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-フェニル-エチル)-アミド、メチル-カルバミ
ン酸-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カル
ボニル)-アミノ]-エチルエステル、メチル-カルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メ
チル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピ
ラン-4-イル)-エチルエステル、メチル-カルバミン酸1,1-ジメチル-2-メチルカルバモイ
ル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチル
エステル、1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸(2-ヒドロキシ-
3-メトキシ-2-メトキシメチル-1-メチルカルバモイル-プロピル)-アミド、メチル-カルバ
ミン酸1,1-bis-メトキシメチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメ
チル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル、メチル-カルバミン酸(E)-
1-メチル-1-{メチルカルバモイル-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-
カルボニル)-アミノ]-メチル}-ブタ-2-エニルエステル、2-メチル-5-トリフルオロメチル
-オキサゾール-4-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-フェニル-エチル)-アミド、2-ト
リフルオロメチル-チオフェン-3-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-フェニル-エチル)
-アミド、メチル-カルバミン酸1-メチル-2-メチルカルバモイル-2-[(5-メチル-2-トリフ
ルオロメチル-フラン-3-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル、メチル-カルバミン酸1-
メチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カ
ルボニル)-アミノ]-エチルエステルおよびメチル-カルバミン酸1,1-ジメチル-2-メチルカ
ルバモイル-2-[(5-メチル-2-トリフルオロメチル-フラン-3-カルボニル)-アミノ]-エチル
エステルからなるヘテロアロイル置換アラニン類の群から選択される、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　植物の収穫量を増加させる、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　分蘖枝の数を増加させる、請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　苗条および/または根の生長を増加させる、請求項１または２に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩を、植物および/または該植
物が生長しているかもしくは生長しようとしている場所に1ヘクタール当たり活性成分0.0
01g～4kgの量で施用する、請求項１～５のいずれか1項に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩を植物繁殖体に施用する、
請求項１～５のいずれか1項に記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩と、少なくとも1種の農業上
活性な化合物(B)またはその農業上有用な塩とを含む混合物の施用を含んでなる、請求項
１～７のいずれか1項に記載の方法。
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【請求項９】
　少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩と、以下：N-(3',4',5'-ト
リフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボ
キサミド、アゾキシストロビン、ジモキシストロビン、フルオキサストロビン、クレソキ
シムメチル、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、トリフロキ
シストロビン、ビキサフェン、ボスカリド、、イソピラザム、イソチアニル、メタラキシ
ル、メタラキシル-M(メフェノキサム)、ペンチオピラド、ジメトモルフ、ゾキサミド、マ
ンジプロパミド、シルチオファム、シプロコナゾール、ジフェノコナゾール、エポキシコ
ナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、メトコナゾール、
プロピコナゾール、プロチオコナゾール、テブコナゾール、トリチコナゾール、プロクロ
ラズ、シプロジニル、ピリメタニル、フルジオキソニル、フェンプロピモルフ、フェンプ
ロピジン、イプロジオン、ファモキサドン、プロベナゾール、プロキナジド、キノキシフ
ェン、アシベンゾラル-S-メチル、メチラム、チラム、グアザチン、ジチアノン、ホセチ
ルアルミニウム、クロロタロニル、フタリド、チオファナートメチル、シモキサニル、メ
トラフェノン、スピロキサミン、クロルメコート(クロルメコートクロリド)、シクラニリ
ド、エテホン、メピコート(メピコートクロリド)、N-6-ベンジルアデニン、プロヘキサジ
オン(プロヘキサジオンカルシウム)、トリネキサパックエチル、1-ナフタレンアセトアミ
ド、ジメタクロル、ジメテナミド、フルフェナセット、メフェナセット、メタザクロル、
グリホサート、グルホシネート、フェノキサプロップ、フルアジホップ、プロパキザホッ
プ、キザロホップ-P-テフリル、デスメジファム、フェンメジファム、プロスルホカルブ
、クレトジム、シクロキシジム、セトキシジム、テプラロキシジム、トラルコキシジム、
ペンジメタリン、アシフルオルフェン、ビフェノックス、ブロモキシニル、アイオキシニ
ル、イマザメタベンズ、イマザモックス、イマザピック、イマザピル、イマザキン、イマ
ゼタピル、2,4-D、ジクロルプロップ、MCPA、メコプロップ、クロリダゾン、クロピラリ
ド、ジフルフェニカン、フルロキシピル、ピクロラム、ピコリナフェン、アミドスルフロ
ン、フルピルスルフロン、ホラムスルフロン、ヨードスルフロン、メトスルフロン-メチ
ル、ニコスルフロン、プロスルフロン、リムスルフロン、スルホスルフロン、チフェンス
ルフロン、トリアスルフロン、トリベヌロン、トリトスルフロン、アトラジン、メタミト
ロン、メトリブジン、シマジン、テルブチラジン、クロルトルロン、イソプロツロン、フ
ロラスラム、ベンタゾン、クロマゾン、ジカンバ、ジフルフェンゾピル、エトフメセート
、イソキサフルトール、プロピザミド、キンクロラック、キンメラック、メソトリオン、
スルコトリオン、トプレマゾン、トリクロピル、ピリデート、チエンカルバゾン、テフリ
ルトリオン、ジメトエート、メチオカルブ、ピリミカルブ、ビフェントリン、シフルトリ
ン、シハロトリン、ラムダ-シハロトリン、シペルメトリン、アルファ-シペルメトリン、
ベータ-シペルメトリン、ゼータ-シペルメトリン、デルタメトリン、エスフェンバレレー
ト、テフルトリン、クロチアニジン、イミダクロプリド、チアメトキサム、アセタミプリ
ド、チアクロプリド、エチプロール、フィプロニル、メタフルミゾン、フロニカミド、ピ
メトロジン、クロラントラニリプロール、ビニルグリシンの誘導体類、ヒドロキシルアミ
ン類、オキシムエーテル誘導体類、没食子酸n-プロピル、ポリアミン類(プトレシン、ス
ペルミン、スペルミジンなど)、合成類似体であるアシベンゾラル-S-メチルを含むサリチ
ル酸、ならびにまたトリアゾリル化合物類、シクロプロペンおよびその誘導体類、1-メチ
ルシクロプロペン(1-MCP)、2,5-ノルボルナジエン、および3-アミノ-1,2,4-トリアゾール
またはAg+イオンからなる群から選択される少なくとも1種の農業上活性な化合物(B)また
はその農業上有用な塩とを含む混合物の施用を含んでなる、請求項１～８のいずれか1項
に記載の方法。
【請求項１０】
　植物が、それぞれ天然のまたは遺伝子改変形態の農作物、林業植物および園芸植物から
選択される、請求項１～９のいずれか1項に記載の方法。
【請求項１１】
　植物が、アルファルファ、一年草、竹、オオムギ、カカオ、キャノーラ、トウゴマ、コ
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コナツ、コーヒー、ワタ、ナス、ユーカリ、亜麻、飼料作物、ブドウ、ジャトロファ、亜
麻仁、トウモロコシ、マニホット、マニオク/キャッサバ、ミスカンサス属種、オートム
ギ、アブラヤシ、パニカム属種、エンドウ、ラッカセイ、多年生牧草、マツ、ポプラ/ハ
コヤナギ、ジャガイモ、アブラナ、イネ、ライムギ、ベニバナ、ヤナギ属種、ウラジロサ
トウカエデ、ダイズ、トウヒ、テンサイ、サトウキビ、ヒマワリ、サツマイモ、チャ、タ
バコ、トマト、ライコムギ、ソラマメ属種、ブドウ類およびコムギからなる群から選択さ
れる、請求項１～１０のいずれか1項に記載の方法。
【請求項１２】
　植物および/またはその繁殖体の健康を改善する、請求項１または２に定義される少な
くとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩の使用。
【請求項１３】
　植物および/またはその繁殖体の収穫量を増加させる、請求項１２に記載の少なくとも1
種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩の使用。
【請求項１４】
　請求項１または２において定義される少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業
上有用な塩で処理した植物から生産される果実。
【請求項１５】
　請求項１または２において定義される少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業
上有用な塩で処理した種子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、植物の健康を改善する方法であって、植物および/または該植物が生長して
いるかもしくは生長しようとしている場所および/または植物繁殖体を、植物の健康を改
善する量の少なくとも1種の式I：

【化１】

【０００２】
（式中、可変部は以下に定義するとおりである：
　Qは、1～4個の窒素原子を有し、または1～3個の窒素原子および1個の酸素もしくは硫黄
原子を有し、または1個の酸素もしくは硫黄原子を有する5または6員のヘテロアリールで
あり、この場合、該ヘテロアリールは部分的にもしくは完全にハロゲン化されていてよく
、および/またはヒドロキシル、シアノ、C1-C6-アルキル、C3-C6-シクロアルキル、C1-C6
-ハロアルキル、C1-C6-アルコキシ、C1-C6-ハロアルコキシまたはC1-C6-アルコキシ-C1-C

4-アルキルからなる群から選択される1～3個の基を有していてよく；
　R1、R2は、水素またはヒドロキシルであり；
　R3は、C1-C6-アルキル、C1-C4-シアノアルキルまたはC1-C6-ハロアルキルであり；
　R4は、水素、C1-C6-アルキル、ハロアルキルまたはC1-C6-アルコキシ-C1-C6-アルキル
であり；
　R5は、水素、C1-C6-アルキル、C2-C6-アルケニル、C2-C6-アルキニル、C1-C6-ハロアル
キル、C2-C6-ハロアルケニル、C2-C6-ハロアルキニル、C1-C6-シアノアルキル、C2-C6-シ
アノアルケニル、C2-C6-シアノアルキニル、C1-C6-ヒドロキシアルキル、C2-C6-ヒドロキ
シアルケニル、C2-C6-ヒドロキシアルキニル、C3-C6-シクロアルキル、C3-C6-シクロアル
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ケニル、3～6員のヘテロシクリル（この場合、上記のシクロアルキル、シクロアルケニル
または3～6員のヘテロシクリル基は、部分的にもしくは完全にハロゲン化されていてよく
、および/またはオキソ、シアノ、ニトロ、C1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキル、ヒド
ロキシル、C1-C6-アルコキシ、C1-C6-ハロアルコキシ、ヒドロキシカルボニル、C1-C6-ア
ルコキシカルボニル、ヒドロキシカルボニル-C1-C6-アルコキシ、C1-C6-アルコキシカル
ボニル-C1-C6-アルコキシ、アミノ、C1-C6-アルキルアミノ、ジ(C1-C6-アルキル)アミノ
、C1-C6-アルキルスルホニルアミノ、C1-C6-ハロアルキルスルホニルアミノ、アミノカル
ボニルアミノ、(C1-C6-アルキルアミノ)カルボニルアミノ、ジ(C1-C6-アルキル)-アミノ
カルボニルアミノからなる群から選択される1～3個の基を有していてよい）、
C1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-アルケニルオキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-ア
ルキニルオキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-ハロアルコキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-ハロア
ルケニルオキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-ハロアルキニルオキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-
アルコキシ-C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルチオ-C1-C4-アルキル、C

2-C6-アルケニルチオ-C1-C4-アルキル、C2-C6-アルキニルチオ-C1-C4-アルキル、C1-C6-
ハロアルキル-C1-C4-チオアルキル、C2-C6-ハロアルケニル-C1-C4-チオアルキル、C2-C6-
ハロアルキニル-C1-C4-チオアルキル、C1-C6-アルキルスルフィニル-C1-C4-アルキル、C1
-C6-ハロアルキルスルフィニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルスルホニル-C1-C4-アル
キル、C1-C6-ハロアルキルスルホニル-C1-C4-アルキル、アミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-
アルキルアミノ-C1-C4-アルキル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-ア
ルキルスルホニルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルスルホニル(C1-C6-アルキル)
アミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニル、ヒドロキシカルボニル、C1-C6-ア
ルコキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノカルボニル、ジ(C1-C6-
アルキル)アミノカルボニル、ホルミルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルコキシカルボ
ニルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニル-C1-C6-アルキル、ヒドロキシカ
ルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルコキシカルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-ハロア
ルコキシカルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル
、アミノカルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルアミノカルボニル-C1-C4-アルキル
、ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニルア
ミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニル-(C1-C6-アルキルアミノ)-C1-C4-アル
キル、(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル、ジ(C1-C6-アルキル)
アミノカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル、[(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルアミノ]C

1-C4-アルキル、[ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルアミノ]C1-C4-アルキル；
フェニル、フェニル-C1-C4-アルキル、フェニル-C2-C4-アルケニル、フェニル-C2-C4-ア
ルキニル、フェニル-C1-C4-ハロアルキル、フェニル-C2-C4-ハロアルケニル、フェニル-C

2-C4-ハロアルキニル、フェニル-C1-C4-ヒドロキシアルキル、フェニル-C2-C4-ヒドロキ
シアルケニル、フェニル-C2-C4-ヒドロキシアルキニル、フェニルカルボニル-C1-C4-アル
キル、フェニルカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル、フェニルオキシカルボニル-C1-C4-ア
ルキル、フェニルオキシ-C1-C4-アルキル、フェニルチオ-C1-C4-アルキル、フェニルスル
フィニル-C1-C4-アルキル、フェニルスルホニル-C1-C4-アルキル、
ヘテロアリール、ヘテロアリール-C1-C4-アルキル、ヘテロアリール-C2-C4-アルケニル、
ヘテロアリール-C2-C4-アルキニル、ヘテロアリール-C1-C4-ハロアルキル、ヘテロアリー
ル-C2-C4-ハロアルケニル、ヘテロアリール-C2-C4-ハロアルキニル、ヘテロアリール-C1-
C4-ヒドロキシアルキル、ヘテロアリール-C2-C4-ヒドロキシアルケニル、ヘテロアリール
-C2-C4-ヒドロキシアルキニル、ヘテロアリールカルボニル-C1-C4-アルキル、ヘテロアリ
ールカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールオキシカルボニル-C1-C4-アルキ
ル、ヘテロアリールオキシ-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールチオ-C1-C4-アルキル、ヘテ
ロアリールスルフィニル-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールスルホニル-C1-C4-アルキル（
ここで上記のフェニルおよびヘテロアリール基は、部分的にもしくは完全にハロゲン化さ
れていてよく、および/またはシアノ、ニトロ、C1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキル、
ヒドロキシル、C1-C6-ヒドロキシアルキル、C1-C6-アルコキシ、C1-C6-ハロアルコキシ、
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ヒドロキシカルボニル、C1-C6-アルコキシカルボニル、ヒドロキシカルボニル-C1-C6-ア
ルコキシ、C1-C6-アルコキシカルボニル-C1-C6-アルコキシ、アミノ、C1-C6-アルキルア
ミノ、ジ(C1-C6-アルキル)アミノ、C1-C6-アルキルスルホニル、C1-C6-アルキルスルフィ
ニル、C1-C6-アルキルチオ、C1-C6-アルキルスルホニルアミノ、C1-C6-ハロアルキルスル
ホニルアミノ、(C1-C6-アルキルアミノ)カルボニルアミノ、ジ(C1-C6-アルキル)-アミノ
カルボニルアミノ、アリールおよびアリール(C1-C6-アルキル)からなる群から選択される
1～3個の基を有していてよい）であり；あるいは
　R4およびR5は、一緒になって1～4個の窒素原子、1～3個の窒素原子および1個の酸素も
しくは硫黄原子、1個の酸素もしくは硫黄原子、または2個の酸素原子を含有していてよい
3～10員環を形成し、ここで該環は部分的にもしくは完全にハロゲン化されていてよく、
および/またはシアノ、C1-C6-アルキル、C3-C6-シクロアルキル、C1-C6-ハロアルキル、C

1-C6-アルコキシまたはC1-C6-ハロアルコキシおよびC1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキルか
らなる群から選択される1～3個の基を有していてよく；
　R6は、水素、C1-C6-アルキル、またはOR7またはNR8R9であり、
　　R7は、水素、C1-C6-アルキル、C3-C6-シクロアルキル、C3-C6-アルケニル、C3-C6-ア
ルキニル、C3-C6-ハロアルケニル、C3-C6-ハロアルキニル、ホルミル、C1-C6-アルキルカ
ルボニル、C3-C6-シクロアルキルカルボニル、C2-C6-アルケニルカルボニル、C2-C6-アル
キニルカルボニル、C1-C6-アルコキシカルボニル、C3-C6-アルケニルオキシカルボニル、
C3-C6-アルキニルオキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノカルボニ
ル、C3-C6-アルケニルアミノカルボニル、C3-C6-アルキニルアミノカルボニル、C1-C6-ア
ルキルスルホニルアミノカルボニル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C3-C6-
アルケニル)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルキニル)-N-(C1-C6-ア
ルキル)アミノカルボニル、N-(C1-C6-アルコキシ)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル
、N-(C3-C6-アルケニル)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルキニル
)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノチオカルボニル、ジ(C

1-C6-アルキル)アミノチオカルボニル、(C1-C6-アルキル)シアノイミノ、(アミノ)シアノ
イミノ、[(C1-C6-アルキル)アミノ]シアノイミノ、ジ(C1-C6-アルキル)アミノシアノイミ
ノ、C1-C6-アルキルカルボニル-C1-C6-アルキル、C1-C6-アルコキシイミノ-C1-C6-アルキ
ル、N-(C1-C6-アルキルアミノ)イミノ-C1-C6-アルキル、N-[ジ(C1-C6-アルキル)アミノ]
イミノ-C1-C6-アルキルまたはトリ-C1-C4-アルキルシリル（この場合、上記のアルキル、
シクロアルキルおよびアルコキシ基は、部分的にもしくは完全にハロゲン化されていてよ
く、および/または1～3個の以下の基：シアノ、ヒドロキシル、C3-C6-シクロアルキル、C

1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルキル
、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、ジ(C1-C4-アルキル)アミノ、C1-C4-アルキル
-C1-C6-アルコキシカルボニルアミノ、C1-C4-アルキルカルボニル、ヒドロキシカルボニ
ル、C1-C4-アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C4-アルキルアミノカルボニル
、ジ(C1-C4-アルキル)アミノカルボニルまたはC1-C4-アルキルカルボニルオキシを有して
いてよい）；
フェニル、フェニル-C1-C6-アルキル、フェニルカルボニル-C1-C6-アルキル, フェノキシ
カルボニル、フェニルアミノカルボニル、フェニルスルホニルアミノカルボニル、N-(C1-
C6-アルキル)-N-(フェニル)アミノカルボニル、フェニル-C1-C6-アルキルカルボニル、フ
ェニルカルボニル（ここで該フェニル基は部分的にもしくは完全にハロゲン化されていて
よく、および/または1～3個の以下の基：ニトロ、シアノ、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロ
アルキル、C1-C4-アルコキシまたはC1-C4-ハロアルコキシを有していてよい）であり；
　　R8は、水素、C1-C6-アルキル、C3-C6-シクロアルキル、C3-C6-アルケニル、C3-C6-ア
ルキニル、C3-C6-ハロアルケニル、C3-C6-ハロアルキニル、ホルミル、C1-C6-アルキルカ
ルボニル、C3-C6-シクロアルキルカルボニル、C2-C6-アルケニルカルボニル、C2-C6-アル
キニルカルボニル、C1-C6-アルコキシカルボニル、C3-C6-アルケニルオキシカルボニル、
C3-C6-アルキニルオキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノカルボニ
ル、C3-C6-アルケニルアミノカルボニル、C3-C6-アルキニルアミノカルボニル、C1-C6-ア
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ルキルスルホニルアミノカルボニル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C3-C6-
アルケニル)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルキニル)-N-(C1-C6-ア
ルキル)アミノカルボニル、N-(C1-C6-アルコキシ)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル
、N-(C3-C6-アルケニル)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルキニル
)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノチオカルボニル、
(C1-C6-アルキル)シアノイミノ、(アミノ)シアノイミノ、[(C1-C6-アルキル)アミノ]シア
ノイミノ、ジ(C1-C6-アルキル)アミノシアノイミノ、C1-C6-アルキルカルボニル-C1-C6-
アルキル、C1-C6-アルコキシイミノ-C1-C6-アルキル、N-(C1-C6-アルキルアミノ)イミノ-
C1-C6-アルキル、N-[ジ(C1-C6-アルキル)アミノ]イミノ-C1-C6-アルキル（この場合、上
記のアルキル、シクロアルキルおよびアルコキシ基は、部分的にもしくは完全にハロゲン
化されていてよく、および/または1～3個の以下の基：シアノ、ヒドロキシル、C3-C6-シ
クロアルキル、C1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルコキシ
-C1-C4-アルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、ジ(C1-C4-アルキル)アミノ
、C1-C4-アルキル-C1-C6-アルコキシカルボニルアミノ、C1-C4-アルキルカルボニル、ヒ
ドロキシカルボニル、C1-C4-アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C4-アルキル
アミノカルボニル、ジ(C1-C4-アルキル)アミノカルボニルまたはC1-C4-アルキルカルボニ
ルオキシを有していてよい）；
フェニル、フェニル-C1-C6-アルキル、フェニルカルボニル-C1-C6-アルキル、フェノキシ
カルボニル、フェニルアミノカルボニル、フェニルスルホニルアミノカルボニル、N-(C1-
C6-アルキル)-N-(フェニル)アミノカルボニル、フェニル-C1-C6-アルキルカルボニル、フ
ェニルカルボニル（ここで該フェニル基は部分的にもしくは完全にハロゲン化されていて
よく、および/または1～3個の以下の基：ニトロ、シアノ、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロ
アルキル、C1-C4-アルコキシまたはC1-C4-ハロアルコキシを有していてよい）であり；
　　R9は、水素、C1-C6-アルキル、C3-C6-シクロアルキル、C3-C6-アルケニル、C3-C6-ア
ルキニル、C3-C6-ハロアルケニル、C3-C6-ハロアルキニル、ヒドロキシルまたはC1-C6-ア
ルコキシである）
で表されるヘテロアロイル置換アラニン化合物(A)またはその農業上有用な塩で処理する
ことを含んでなる、上記方法に関する。
【０００３】
　本発明は、植物および/またはその繁殖体の健康を改善する、少なくとも1種の式Iの化
合物(A)またはその農業上有用な塩の使用にも関する。
【０００４】
　本発明は、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩で処理した植物
から生産される果実も対象とする。
【０００５】
　さらに本発明は、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩で処理し
た種子を対象とする。
【背景技術】
【０００６】
　作物保護においては、植物の健康を改善する組成物に対する継続的な必要性がある。よ
り健康な植物は、より高い収穫量および/または植物またはその生産物のより優れた品質
をもたらすため、望ましい。さらに、より健康な植物は、その活力の増加により、生物学
的および/または非生物学的ストレスに対するより優れた抵抗性を示す。
【０００７】
　生物学的ストレスに対する高い抵抗性は、結果として、当業者が、施用する殺有害生物
剤の量を低減させることを可能とする。この結果、可能性のある各殺有害生物剤に対する
抵抗性の発達を遅延させることが可能となり、あるいは妨げることもできる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　従って本発明の目的は、上述の好ましい効果をもたらす新規な方法を提供することであ
った。特にこの方法は、植物の健康(health of plants)(植物の健康(plant health)とも
呼ぶ)を改善し、とりわけ収穫量の増加をもたらすはずである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的は、植物および/または該植物が生長しているかもしくは生長しようとしてい
る場所および/または植物繁殖体を、植物の健康を改善する量の、少なくとも1種の式Iの
ヘテロアロイル置換アラニン化合物(A)の有効量且つ非植物毒性量を含む組成物で処理す
ることを含んでなる方法によって達成されることが見出されている。
【００１０】
　これまで、例えばWO 03/066576、WO 05/061464、WO 06/029829、WO 06/125687、WO 07/
134984およびWO 07/093529などの文献から、ヘテロアロイル置換フェニルアラニンアミド
類が除草剤として知られている。JP 63 301 868 Aでは、農園芸用殺菌組成物に使用され
る塩素化ピリジン置換アラニン誘導体を含む活性成分が開示されている。驚くべきことに
、式Iの化合物(A)の作用は、これらの除草活性および殺菌活性を超えることが見出された
。本発明の枠組みにおいて、式Iの化合物(A)が植物健康効果を示すことを明らかにするこ
とができた。
【００１１】
　さらに、驚くべきことに、上記の目的を達成するためには、極めて低い施用量の少なく
とも1種の式Iのヘテロアロイル置換アラニン化合物(A)を含む組成物が必要とされるだけ
であることが見出された。
【００１２】
　施用量の低減は、環境的利益および経済的利益を示すだけでなく、施用される組成物の
より優れた植物適合性ももたらす。
【００１３】
　従って、本発明は、植物の健康を改善する方法であって、植物および/または該植物が
生長しているかもしくは生長しようとしている場所および/または植物繁殖体を、少なく
とも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩で処理することを含んでなる、上記
方法に関する。
【００１４】
　さらに本発明は、植物の収穫量を増加させる方法であって、植物および/または該植物
が生長しているかもしくは生長しようとしている場所および/または植物繁殖体を、少な
くとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩で処理することを含んでなる、上
記方法に関する。
【００１５】
　さらに本発明は、植物の活力を増加させる方法であって、植物および/または該植物が
生長しているかもしくは生長しようとしている場所および/または植物繁殖体を、少なく
とも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩で処理することを含んでなる、上記
方法に関する。
【００１６】
　さらに本発明は、植物の品質を増加させる方法であって、植物および/または該植物が
生長しているかもしくは生長しようとしている場所および/または植物繁殖体を、少なく
とも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩で処理することを含んでなる、上記
方法に関する。
【００１７】
　さらに本発明は、植物のストレス耐性を増加させる方法であって、植物および/または
該植物が生長しているかもしくは生長しようとしている場所および/または植物繁殖体を
、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩で処理することを含んでな
る、上記方法に関する。
【００１８】
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　本発明の1つの実施形態において、本方法は、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはそ
の農業上有用な塩と、少なくとも1種の農業上活性な化合物(B)またはその農業上有用な塩
を含む混合物の施用を含んでなる。
【００１９】
　さらに本発明は、任意の望ましい順序で、同時に、すなわち一緒にもしくは別々に、ま
たは連続的に、植物の健康に有効な量の、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農
業上有用な塩と少なくとも1種の化合物(B)またはその農業上有用な塩とを含む混合物を施
用することを含んでなる方法に関する。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　好ましい実施形態において、本発明は、任意の望ましい順序で、同時に、すなわち一緒
にもしくは別々に、または連続的に、相乗的に植物の健康に有効な量の、少なくとも1種
の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩と少なくとも1種の化合物(B)またはその農業
上有用な塩とを含む混合物を施用することを含んでなる方法に関する。
【００２１】
　このことは、本発明による混合物の施用が、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはそ
の農業上有用な塩および少なくとも1種の化合物(B)またはその農業上有用な塩の(数学的
観点から)純粋に相加的な植物の健康を改善する効果を上回っていることを意味する。こ
の相乗効果は、通常は除草剤とさらなる農業上活性な化合物(例えば殺菌剤または殺虫剤)
とが完全に異なる作用機序を有していると考えられるため、驚くべきことである。
【００２２】
　さらに本発明は、植物の健康を改善する量の少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはそ
の農業上有用な塩と、作物保護剤を製剤化するための慣用の補助剤とを含む組成物に関す
る。
【００２３】
　さらに本発明は、植物および/またはその繁殖体の健康を改善するための、少なくとも1
種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩の使用を対象とする。
【００２４】
　本発明はとりわけ、植物および/またはその繁殖体の収穫量を増加させるための、少な
くとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩の使用を対象とする。
【００２５】
　本発明は特に、植物および/またはその繁殖体のストレス耐性を増加させるための、少
なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩の使用を対象とする。
【００２６】
　さらに本発明は、植物および/またはその繁殖体の収穫量および/または活力を増加させ
るための、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩の使用を対象とす
る。
【００２７】
　本発明の1つの実施形態において、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有
用な塩が、植物繁殖体に施用される。
【００２８】
　本発明の別の実施形態において、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有
用な塩が使用され、植物および/またはその繁殖体の収穫量が増加する。
【００２９】
　本発明の別の実施形態において、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有
用な塩が使用され、植物および/またはその繁殖体の健康が増進する。
【００３０】
　本発明の1つの実施形態において、本発明は、植物またはその生産物、好ましくは農作
物、林業植物および/または園芸植物の収穫量を増加させるための本発明の組成物の使用
を提供する。このように、本発明の好ましい実施形態によれば、本発明の組成物は、植物
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またはその生産物の収穫量を増加させるために使用される。
【００３１】
　本発明の1つの実施形態において、本発明の組成物は、バイオマスおよび/または穀粒収
穫量を増加させるために使用される。
【００３２】
　本発明の1つの実施形態において、本発明は、植物またはその生産物、好ましくは農作
物、林業植物および/または園芸植物の活力を増加させるための本発明の組成物の使用を
提供する。このように、本発明の好ましい実施形態によれば、本発明の組成物は、植物ま
たはその生産物の活力を増加させるために使用される。
【００３３】
　本発明の1つの実施形態において、本発明の組成物は、根および/または苗条の生長を増
強するために使用される。
【００３４】
　本発明の1つの実施形態において、本発明は、植物またはその生産物、好ましくは農作
物、林業植物および/または園芸植物の品質を増加させるための本発明の組成物の使用を
提供する。このように、本発明の好ましい実施形態によれば、本発明の組成物は、植物ま
たはその生産物の品質を増加させるために使用される。
【００３５】
　本発明の1つの実施形態において、本発明の組成物は、代謝物組成および/または収穫産
物の品質、貯蔵性および/または加工性を改善するために使用される。
【００３６】
　本発明による方法の好ましい実施形態において、植物の収穫量が増加する。
【００３７】
　本発明による方法の別の好ましい実施形態において、分蘖枝の数が増加する。
【００３８】
　本発明による方法のさらに別の好ましい実施形態において、苗条および/または根の生
長が増加する。
【００３９】
　本発明の1つの実施形態において、本発明は、植物またはその生産物、好ましくは農作
物、林業植物および/または園芸植物の、生物学的および/または非生物学的ストレスに対
する耐性および/または抵抗性を増加させるための本発明の組成物の使用を提供する。
【００４０】
　本発明の1つの実施形態において、生物学的ストレス要因に対する耐性および/または抵
抗性が強化される。このように、本発明の好ましい実施形態により、本発明の組成物は、
生物学的ストレス要因に対する植物の自然の防御反応(植物強化作用)を刺激するために使
用される。
【００４１】
　本発明の1つの実施形態において、非生物学的ストレス要因に対する耐性および/または
抵抗性が強化される。このように、本発明のさらなる実施形態により、本発明の組成物は
、非生物学的ストレスに対する植物自体の防御反応を刺激するために使用される。
【００４２】
　本発明の1つの実施形態において、本発明の組成物は、植物自体の防御反応を刺激し、
真菌、細菌、ウイルス、昆虫、蛛形類および/または線虫による感染などの生物学的スト
レスに対する耐性を強化するために使用される。
【００４３】
　本発明の別の実施形態において、本発明の組成物は、非生物学的ストレスに対する植物
自体の防御反応を刺激するために使用され、この場合上記の非生物学的ストレス要因は、
好ましくは極端な温度、乾燥、塩分および極端な湿気から選択される。
【００４４】
　組成物は、植物、植物の一部、植物の繁殖体、または植物が実際に生長している場所ま
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たは生長しようとしている場所に施用される場合、植物の健康を改善するために使用され
る。
【００４５】
　上記の可変部の定義において言及される有機部分(例えば用語「ハロゲン」)は、個々の
基員の個別のリストの総称である。接頭語Cn-Cmは、いずれの場合も、置換基中の可能性
のある炭素原子数を数を示す。
【００４６】
　他に示されない限り、ハロゲン化置換基は、好ましくは1～5個の同一のまたは異なるハ
ロゲン原子を有する。「ハロゲン」という用語は、いずれの場合も、フッ素、塩素、臭素
またはヨウ素を表す。
【００４７】
　置換基R1-R9について言及される、またはフェニル、アリール、ヘテロアリールまたは
ヘテロシクリル環上の基としての有機部分は、特定の基員の個別列挙の総称である。全て
の炭化水素鎖、すなわち全てのアルキル、アルキルシリル、アルケニル、アルキニル、シ
アノアルキル、ハロアルキル、ハロアルケニル、ハロアルキニル、アルコキシ、ハロアル
コキシ、アルコキシアルキル、アルコキシアルコキシアルキル、アルキルカルボニル、ア
ルケニルカルボニル、アルキニルカルボニル、アルコキシカルボニル、アルケニルオキシ
カルボニル、アルキニルオキシカルボニル、アルキルアミノ、アルキルスルホニルアミノ
、ハロアルキルスルホニルアミノ、アルキルアルコキシカルボニルアミノ、アルキルアミ
ノカルボニル、アルケニルアミノカルボニル、アルキニルアミノカルボニル、アルキルス
ルホニルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカルボニル、N-アルケニル-N-アルキルア
ミノカルボニル、N-アルキニル-N-アルキルアミノカルボニル、N-アルコキシ-N-アルキル
アミノカルボニル、N-アルケニル-N-アルコキシアミノカルボニル、N-アルキニル-N-アル
コキシアミノカルボニル、ジアルキルアミノチオカルボニル、アルキルカルボニルアルキ
ル、アルコキシイミノアルキル、N-(アルキルアミノ)イミノアルキル、N-(ジアルキルア
ミノ)イミノアルキル、ホルミルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルコキシカルボニルア
ミノ-C1-C4-アルキル、[(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルアミノ]C1-C4-アルキル、[ジ
(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルアミノ]-C1-C4-アルキル、(C1-C6-アルキル)シアノイ
ミノ、[(C1-C6-アルキル)アミノ]シアノイミノ、[ジ(C1-C6-アルキル)アミノ]シアノイミ
ノ、フェニルアルキル、フェニルカルボニルアルキル、N-アルキル-N-フェニルアミノカ
ルボニル、フェニルアルキルカルボニル、アリールアルキル、ヘテロシクリルカルボニル
アルキル、N-アルキル-N-ヘテロシクリルアミノカルボニル、ヘテロシクリルアルキルカ
ルボニル、アルキルチオおよびアルキルカルボニルオキシ部分は、直鎖または分枝鎖であ
ってよい。
【００４８】
　他の意味の例は以下のとおりである：
　C1-C4-アルキル、ならびにまたC1-C4-シアノアルキル、トリ-C1-C4-アルキルシリル、C

1-C4-アルキルカルボニル、C1-C4-アルキルカルボニルオキシ、C1-C4-アルキル-C1-C6-ア
ルコキシカルボニルアミノ、C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C

6-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-アルケニルオキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-アルキ
ニルオキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-ハロアルコキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-ハロアルケ
ニルオキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-ハロアルキニルオキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アル
コキシ-C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルチオ-C1-C4-アルキル、C2-C6
-アルケニルチオ-C1-C4-アルキル、C2-C6-アルキニルチオ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アル
キルスルフィニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-ハロアルキルスルフィニル-C1-C4-アルキル、
C1-C6-アルキルスルホニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-ハロアルキルスルホニル-C1-C4-アル
キル、アミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルアミノ-C1-C4-アルキル、ジ(C1-C6-アル
キル)アミノ-C1-C4-アルキル、ホルミルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルコキシカル
ボニルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルスルホニルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C

6-アルキルスルホニル-(C1-C6-アルキルアミノ)-C1-C4-アルキル、ヒドロキシカルボニル
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-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルコキシカルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-ハロアルコキシ
カルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル、アミノ
カルボニル-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルアミノカルボニル-C1-C4-アルキル、ジ(C1-
C6-アルキル)アミノカルボニル-C1-C4-アルキル、[(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルア
ミノ]C1-C4-アルキル、[ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルアミノ]C1-C4-アルキル、C

1-C6-アルキルカルボニルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルカルボニル-(C1-C6-ア
ルキルアミノ)-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルアミノカルボニルオキシ-C1-C4-アルキ
ル、[ジ(C1-C6-アルキルアミノ)カルボニルオキシ]C1-C4-アルキル、フェニル-C1-C4-ア
ルキル、フェニルカルボニル-C1-C4-アルキル、フェニルカルボニルオキシ-C1-C4-アルキ
ル、フェニルオキシカルボニル-C1-C4-アルキル、フェニルオキシ-C1-C4-アルキル、フェ
ニルチオ-C1-C4-アルキル、フェニルスルフィニル-C1-C4-アルキル、フェニルスルホニル
-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールカルボニル-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールカルボニ
ルオキシ-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールオキシカルボニル-C1-C4-アルキル、ヘテロア
リールオキシ-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールチオ-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールス
ルフィニル-C1-C4-アルキルおよびヘテロアリールスルホニル-C1-C4-アルキルのアルキル
部分は以下のとおりである：
例えばメチル、エチル、N-プロピル、1-メチルエチル、N-ブチル、1-メチルプロピル、2-
メチルプロピルおよび1,1-ジメチルエチル；
C1-C6-アルキルならびにまたC1-C6-シアノアルキル、アリール(C1-C6-アルキル)、フェニ
ル-C1-C6-アルキル、フェニルカルボニル-C1-C6-アルキル、C1-C6-アルキルスルホニルア
ミノ、C1-C6-アルキルスルホニルアミノカルボニル、C1-C6-アルキルカルボニル-C1-C6-
アルキル、N-(C1-C6-アルキルアミノ)イミノ-C1-C6-アルキル、N-(ジ-C1-C6-アルキルア
ミノ)イミノ-C1-C6-アルキル、(C1-C6-アルキル)シアノイミノおよびN-(C1-C6-アルキル)
-N-フェニルアミノカルボニルのアルキル部分は以下のとおりである：
上記のC1-C4-アルキル、ならびにまた、例えばn-ペンチル、1-メチルブチル、2-メチルブ
チル、3-メチルブチル、2,2-ジメチルプロピル、1-エチルプロピル、N-ヘキシル、1,1-ジ
メチルプロピル、1,2-ジメチルプロピル、1-メチルペンチル、2-メチルペンチル、3-メチ
ルペンチル、4-メチルペンチル、1,1-ジメチルブチル、1,2-ジメチルブチル、1,3-ジメチ
ルブチル、2,2-ジメチルブチル、2,3-ジメチルブチル、3,3-ジメチルブチル、1-エチルブ
チル、2-エチルブチル、1,1,2-トリメチルプロピル、1-エチル-1-メチルプロピルおよび1
-エチル-3-メチルプロピル；
C1-C4-アルキルカルボニルは以下のとおりである：例えばメチルカルボニル、エチルカル
ボニル、プロピルカルボニル、1-メチルエチルカルボニル、ブチルカルボニル、1-メチル
プロピルカルボニル、2-メチルプロピルカルボニルまたは1,1-ジメチルエチルカルボニル
；
C1-C6-アルキルカルボニル、およびまたC1-C6-アルキルカルボニル-C1-C6-アルキル、フ
ェニル-C1-C6-アルキルカルボニル、C1-C6-アルキルカルボニル-(C1-C6-アルキルアミノ)
-C1-C4-アルキルのアルキルカルボニル基は以下のとおりである：
上記のC1-C4-アルキルカルボニル、およびまた、例えばペンチルカルボニル、1-メチルブ
チルカルボニル、2-メチルブチルカルボニル、3-メチルブチルカルボニル、2,2-ジメチル
プロピルカルボニル、1-エチルプロピルカルボニル、ヘキシルカルボニル、1,1-ジメチル
プロピルカルボニル、1,2-ジメチルプロピルカルボニル、1-メチルペンチルカルボニル、
2-メチルペンチルカルボニル、3-メチルペンチルカルボニル、4-メチルペンチルカルボニ
ル、1,1-ジメチルブチルカルボニル、1,2-ジメチルブチルカルボニル、1,3-ジメチルブチ
ルカルボニル、2,2-ジメチルブチルカルボニル、2,3-ジメチルブチルカルボニル、3,3-ジ
メチルブチルカルボニル、1-エチルブチルカルボニル、2-エチルブチルカルボニル、1,1,
2-トリメチルプロピルカルボニル、1,2,2-トリメチルプロピルカルボニル、1-エチル-1-
メチルプロピルカルボニルまたは1-エチル-2-メチルプロピルカルボニル；
C3-C6-シクロアルキル、およびまたC3-C6-シクロアルキルカルボニルのシクロアルキル部
分は以下のとおりである：3～6個の環員を有する単環式飽和炭化水素、例えばシクロプロ
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ピル、シクロブチル、シクロペンチルおよびシクロヘキシル；
C3-C6-シクロアルケニルは以下のとおりである：例えば1-シクロプロペニル、2-シクロプ
ロペニル、1-シクロブテニル、2-シクロブテニル、1-シクロペンテニル、2-シクロペンテ
ニル、1,3-シクロペンタジエニル、1,4-シクロペンタジエニル、2,4-シクロペンタジエニ
ル、1-シクロヘキセニル、2-シクロヘキセニル、3-シクロヘキセニル、1,3-シクロヘキサ
ジエニル、1,4-シクロヘキサジエニル、2,5-シクロヘキサジエニル；
C3-C6-アルケニル、ならびにまたC3-C6-アルケニルオキシカルボニル、C3-C6-アルケニル
アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルケニル)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルおよびN
-(C3-C6-アルケニル)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニルのアルケニル部分は以下の
とおりである：例えば1-プロペニル、2-プロペニル、1-メチルエテニル、1-ブテニル、2-
ブテニル、3-ブテニル、1-メチル-1-プロペニル、2-メチル-1-プロペニル、1-メチル-2-
プロペニル、2-メチル-2-プロペニル、1-ペンテニル、2-ペンテニル、3-ペンテニル、4-
ペンテニル、1-メチル-1-ブテニル、2-メチル-1-ブテニル、3-メチル-1-ブテニル、1-メ
チル-2-ブテニル、2-メチル-2-ブテニル、3-メチル-2-ブテニル、1-メチル-3-ブテニル、
2-メチル-3-ブテニル、3-メチル-3-ブテニル、1,1-ジメチル-2-プロペニル、1,2-ジメチ
ル-1-プロペニル、1,2-ジメチル-2-プロペニル、1-エチル-1-プロペニル、1-エチル-2-プ
ロペニル、1-ヘキセニル、2-ヘキセニル、3-ヘキセニル、4-ヘキセニル, 5-ヘキセニル、
1-メチル-1-ペンテニル、2-メチル-1-ペンテニル、3-メチル-1-ペンテニル、4-メチル-1-
ペンテニル、1-メチル-2-ペンテニル、2-メチル-2-ペンテニル、3-メチル-2-ペンテニル
、4-メチル-2-ペンテニル、1-メチル-3-ペンテニル、2-メチル-3-ペンテニル、3-メチル-
3-ペンテニル、4-メチル-3-ペンテニル、1-メチル-4-ペンテニル、2-メチル-4-ペンテニ
ル、3-メチル-4-ペンテニル、4-メチル-4-ペンテニル、1,1-ジメチル-2-ブテニル、1,1-
ジメチル-3-ブテニル、1,2-ジメチル-1-ブテニル、1,2-ジメチル-2-ブテニル、1,2-ジメ
チル-3-ブテニル、1,3-ジメチル-1-ブテニル、1,3-ジメチル-2-ブテニル、1,3-ジメチル-
3-ブテニル、2,2-ジメチル-3-ブテニル、2,3-ジメチル-1-ブテニル、2,3-ジメチル-2-ブ
テニル、2,3-ジメチル-3-ブテニル、3,3-ジメチル-1-ブテニル、3,3-ジメチル-2-ブテニ
ル、1-エチル-1-ブテニル、1-エチル-2-ブテニル、1-エチル-3-ブテニル、2-エチル-1-ブ
テニル、2-エチル-2-ブテニル、2-エチル-3-ブテニル、1,1,2-プロペニル、1-エチル-1-
メチル-2-プロペニル、1-エチル-2-メチル-1-プロペニルおよび1-エチル-2-メチル-2-プ
ロペニル；
C2-C6-アルケニル、およびまたC2-C6-アルケニルカルボニル、C2-C6-アルケニルオキシ-C

1-C4-アルキル、C2-C6-アルケニルチオ-C1-C4-アルキル、フェニル-C2-C4-アルケニル、
ヘテロアリール-C2-C4-アルケニルのアルケニル部分は以下のとおりである：上記のC3-C6
-アルケニル、およびまたエテニル；
C3-C6-アルキニル、およびまたC3-C6-アルキニルオキシカルボニル、C3-C6-アルキニルア
ミノカルボニル、N-(C3-C6-アルキニル)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C3-C

6-アルキニル)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニルのアルキニル部分は以下のとおり
である：例えば1-プロピニル、2-プロピニル、1-ブチニル、2-ブチニル、3-ブチニル、1-
メチル-2-プロピニル、1-ペンチニル、2-ペンチニル、3-ペンチニル、4-ペンチニル、1-
メチル-2-ブチニル、1-メチル-3-ブチニル、2-メチル-3-ブチニル、3-メチル-1-ブチニル
、1,1-ジメチル-2-プロピニル、1-エチル-2-プロピニル、1-ヘキシニル、2-ヘキシニル、
3-ヘキシニル、4-ヘキシニル、5-ヘキシニル、1-メチル-2-ペンチニル、1-メチル-3-ペン
チニル、1-メチル-4-ペンチニル、2-メチル-3-ペンチニル、2-メチル-4-ペンチニル、3-
メチル-1-ペンチニル、3-メチル-4-ペンチニル、4-メチル-1-ペンチニル、4-メチル-2-ペ
ンチニル、1,1-ジメチル-2-ブチニル、1,1-ジメチル-3-ブチニル、1,2-ジメチル-3-ブチ
ニル、2,2-ジメチル-3-ブチニル、3,3-ジメチル-1-ブチニル、1-エチル-2-ブチニル、1-
エチル-3-ブチニル、2-エチル-3-ブチニルおよび1-エチル-1-メチル-2-プロピニル；
C2-C6-アルキニル、およびまたC2-C6-アルキニルカルボニル、C2-C6-アルキニルオキシ-C

1-C4-アルキル、C2-C6-アルキニルチオ-C1-C4-アルキル、フェニル-C2-C4-アルキニル、
ヘテロアリール-C2-C4-アルキニルのアルキニル部分は以下のとおりである：上記のC3-C6
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-アルキニル、およびまたエチニル；
C1-C4-シアノアルキルは以下のとおりである：例えばシアノメチル-1-シアノエタ-1-イル
、2-シアノエタ-1-イル、1-シアノプロパ-1-イル、2-シアノプロパ-1-イル、3-シアノプ
ロパ-1-イル、1-シアノプロパ-2-イル、2-シアノプロパ-2-イル、1-シアノブタ-1-イル、
2-シアノブタ-1-イル、3-シアノブタ-1-イル、4-シアノブタ-1-イル、1-シアノブタ-2-イ
ル、2-シアノブタ-2-イル、1-シアノブタ-3-イル、2-シアノブタ-3-イル、1-シアノ-2-メ
チルプロパ-3-イル、2-シアノ-2-メチルプロパ-3-イル、3-シアノ-2-メチルプロパ-3-イ
ルおよび2-シアノメチルプロパ-2-イル；
C1-C4-ヒドロキシアルキル、およびまたフェニル-C1-C4-ヒドロキシアルキル、ヘテロア
リール-C1-C4-ヒドロキシアルキルのC1-C4-ヒドロキシアルキル部分は以下のとおりであ
る：例えばヒドロキシメチル-1-ヒドロキシエタ-1-イル、2-ヒドロキシエタ-1-イル、1-
ヒドロキシプロパ-1-イル、2-ヒドロキシプロパ-1-イル、3-ヒドロキシプロパ-1-イル、1
-ヒドロキシプロパ-2-イル、2-ヒドロキシプロパ-2-イル、1-ヒドロキシブタ-1-イル、2-
ヒドロキシブタ-1-イル、3-ヒドロキシブタ-1-イル、4-ヒドロキシブタ-1-イル、1-ヒド
ロキシブタ-2-イル、2-ヒドロキシブタ-2-イル、1-ヒドロキシブタ-3-イル、2-ヒドロキ
シブタ-3-イル、1-ヒドロキシ-2-メチルプロパ-3-イル、2-ヒドロキシ-2-メチルプロパ-3
-イル、3-ヒドロキシ-2-メチルプロパ-3-イルおよび2-ヒドロキシメチルプロパ-2-イル、
1,2-ジヒドロキシエチル、1,2-ジヒドロキシプロパ-3-イル、2,3-ジヒドロキシプロパ-3-
イル、1,2-ジヒドロキシプロパ-2-イル、1,2-ジヒドロキシブタ-4-イル、2,3-ジヒドロキ
シブタ-4-イル、3,4-ジヒドロキシブタ-4-イル、1,2-ジヒドロキシブタ-2-イル、1,2-ジ
ヒドロキシブタ-3-イル、2,3-ジヒドロキシブタ-3-イル、1,2-ジヒドロキシ-2-メチルプ
ロパ-3-イル、2,3-ジヒドロキシ-2-メチルプロパ-3-イル；
C1-C6-ヒドロキシアルキルは以下のとおりである：上記のC1-C4-ヒドロキシアルキル、お
よびまた、例えば1-ヒドロキシペンタ-5-イル、2-ヒドロキシペンタ-5-イル、3-ヒドロキ
シペンタ-5-イル、4-ヒドロキシペンタ-5-イル、5-ヒドロキシペンタ-5-イル、1-ヒドロ
キシペンタ-4-イル、2-ヒドロキシペンタ-4-イル、3-ヒドロキシペンタ-4-イル、4-ヒド
ロキシペンタ-4-イル、1-ヒドロキシペンタ-3-イル、2-ヒドロキシペンタ-3-イル、3-ヒ
ドロキシペンタ-3-イル、1-ヒドロキシ-2-メチルブタ-3-イル、2-ヒドロキシ-2-メチルブ
タ-3-イル、3-ヒドロキシ-2-メチルブタ-3-イル、1-ヒドロキシ-2-メチルブタ-4-イル、2
-ヒドロキシ-2-メチルブタ-4-イル、3-ヒドロキシ-2-メチルブタ-4-イル、4-ヒドロキシ-
2-メチルブタ-4-イル、1-ヒドロキシ-3-メチルブタ-4-イル、2-ヒドロキシ-3-メチルブタ
-4-イル、3-ヒドロキシ-3-メチルブタ-4-イル、4-ヒドロキシ-3-メチルブタ-4-イル、1-
ヒドロキシヘキサ-6-イル、2-ヒドロキシヘキサ-6-イル、3-ヒドロキシヘキサ-6-イル、4
-ヒドロキシヘキサ-6-イル、5-ヒドロキシヘキサ-6-イル、6-ヒドロキシヘキサ-6-イル、
1-ヒドロキシ-2-メチルペンタ-5-イル、2-ヒドロキシ-2-メチルペンタ-5-イル、3-ヒドロ
キシ-2-メチルペンタ-5-イル、4-ヒドロキシ-2-メチルペンタ-5-イル、5-ヒドロキシ-2-
メチルペンタ-5-イル、1-ヒドロキシ-3-メチルペンタ-5-イル、2-ヒドロキシ-3-メチルペ
ンタ-5-イル、3-ヒドロキシ-3-メチルペンタ-5-イル、4-ヒドロキシ-3-メチルペンタ-5-
イル、5-ヒドロキシ-3-メチルペンタ-5-イル、1-ヒドロキシ-4-メチルペンタ-5-イル、2-
ヒドロキシ-4-メチルペンタ-5-イル、3-ヒドロキシ-4-メチルペンタ-5-イル、4-ヒドロキ
シ-4-メチルペンタ-5-イル、5-ヒドロキシ-4-メチルペンタ-5-イル、1-ヒドロキシ-5-メ
チルペンタ-5-イル、2-ヒドロキシ-5-メチルペンタ-5-イル、3-ヒドロキシ-5-メチルペン
タ-5-イル、4-ヒドロキシ-5-メチルペンタ-5-イル、5-ヒドロキシ-5-メチルペンタ-5-イ
ル、1-ヒドロキシ-2,3-ジメチルブタ-4-イル、2-ヒドロキシ-2,3-ジメチルブタ-4-イル、
3-ヒドロキシ-2,3-ジメチルブタ-4-イル、4-ヒドロキシ-2,3-ジメチルブタ-4-イル、1,2-
ジヒドロキシペンタ-5-イル、2,3-ジヒドロキシペンタ-5-イル、3,4-ジヒドロキシペンタ
-5-イル、4,5-ジヒドロキシペンタ-5-イル、1,2-ジヒドロキシペンタ-4-イル、2,3-ジヒ
ドロキシペンタ-4-イル、3,4-ジヒドロキシペンタ-4-イル、4,5-ジヒドロキシペンタ-4-
イル、1,2-ジヒドロキシペンタ-3-イル、2,3-ジヒドロキシペンタ-3-イル、1,2-ジヒドロ
キシ-2-メチルブタ-3-イル、2,3-ジヒドロキシ-2-メチルブタ-3-イル、3,4-ジヒドロキシ
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-2-メチルブタ-3-イル、2-ヒドロキシ-2-ヒドロキシメチルブタ-3-イル、1,2-ジヒドロキ
シ-2-メチルブタ-4-イル、2,3-ジヒドロキシ-2-メチルブタ-4-イル、3,4-ジヒドロキシ-2
-メチルブタ-4-イル、1,2-ジヒドロキシ-3-メチルブタ-4-イル、2,3-ジヒドロキシ-3-メ
チルブタ-4-イル、3,4-ジヒドロキシ-3-メチルブタ-4-イル、3-ヒドロキシ-3-ヒドロキシ
メチルブタ-4-イル、1,2-ジヒドロキシヘキサ-6-イル、2,3-ジヒドロキシヘキサ-6-イル
、3,4-ジヒドロキシヘキサ-6-イル、4,5-ジヒドロキシヘキサ-6-イル、5,6-ジヒドロキシ
ヘキサ-6-イル、1,2-ジヒドロキシ-2-メチルペンタ-5-イル、2,3-ジヒドロキシ-2-メチル
ペンタ-5-イル、3,4-ジヒドロキシ-2-メチルペンタ-5-イル、4,5-ジヒドロキシ-2-メチル
ペンタ-5-イル、2-ヒドロキシ-2-ヒドロキシメチルペンタ-5-イル、1,2-ジヒドロキシ-3-
メチルペンタ-5-イル、2,3-ジヒドロキシ-3-メチルペンタ-5-イル、3,4-ジヒドロキシ-3-
メチルペンタ-5-イル、4,5-ジヒドロキシ-3-メチルペンタ-5-イル、3-ヒドロキシ-3-ヒド
ロキシメチルペンタ-5-イル、1,2-ジヒドロキシ-4-メチルペンタ-5-イル、2,3-ジヒドロ
キシ-4-メチルペンタ-5-イル、3,4-ジヒドロキシ-4-メチルペンタ-5-イル、4,5-ジヒドロ
キシ-4-メチルペンタ-5-イル、4-ヒドロキシ-4-ヒドロキシメチルペンタ-5-イル、1,2-ジ
ヒドロキシ-5-メチルペンタ-5-イル、2,3-ジヒドロキシ-5-メチルペンタ-5-イル、3,4-ジ
ヒドロキシ-5-メチルペンタ-5-イル、4,5-ジヒドロキシ-5-メチルペンタ-5-イル、5-ヒド
ロキシ-5-ヒドロキシメチルペンタ-5-イル、1,2-ジヒドロキシ-2,3-ジメチルブタ-4-イル
、2,3-ジヒドロキシ-2,3-ジメチルブタ-4-イル、3,4-ジヒドロキシ-2,3-ジメチルブタ-4-
イル、2-ヒドロキシ-2-ヒドロキシメチル-3-メチルブタ-4-イル、3-ヒドロキシ-3-ヒドロ
キシメチル-2-メチルブタ-4-イル；
C1-C4-ハロアルキル、およびまたフェニル-C1-C4-ハロアルキル、ヘテロアリール-C1-C4-
ハロアルキルのハロアルキル部分は以下のとおりである：フッ素、塩素、臭素および/ま
たはヨウ素で部分的にもしくは完全に置換されている上記のC1-C4-アルキル基、すなわち
、例えばクロロメチル、ジクロロメチル、トリクロロメチル、フルオロメチル、ジフルオ
ロメチル、トリフルオロメチル、クロロフルオロメチル、ジクロロフルオロメチル、クロ
ロジフルオロメチル、ブロモメチル、ヨードメチル、2-フルオロエチル、2-クロロエチル
、2-ブロモエチル、2-ヨードエチル、2,2-ジフルオロエチル、2,2,2-トリフルオロエチル
、2-クロロ-2-フルオロエチル、2-クロロ-2,2-ジフルオロエチル、2,2-ジクロロ-2-フル
オロエチル、2,2,2-トリクロロエチル、ペンタフルオロエチル、2-フルオロプロピル、3-
フルオロプロピル、2,2-ジフルオロプロピル、2,3-ジフルオロプロピル、2-クロロプロピ
ル、3-クロロプロピル、2,3-ジクロロプロピル、2-ブロモプロピル、3-ブロモプロピル、
3,3,3-トリフルオロプロピル、3,3,3-トリクロロプロピル、2,2,3,3,3-ペンタフルオロプ
ロピル、ヘプタフルオロプロピル、1-(フルオロメチル)-2-フルオロエチル、1-(クロロメ
チル)-2-クロロエチル、1-(ブロモメチル)-2-ブロモエチル、4-フルオロブチル、4-クロ
ロブチル、4-ブロモブチル、ノナフルオロブチル、1,1,2,2-テトラフルオロエチルおよび
1-トリフルオロメチル-1,2,2,2,2-テトラフルオロエチル；
C1-C6-ハロアルキル、およびまたC1-C6-ハロアルキルスルホニルアミノ、C1-C6-ハロアル
キル-C1-C4-チオアルキルのハロアルキル部分は以下のとおりである：上記のC1-C4-ハロ
アルキル、ならびにまた、例えば5-フルオロペンチル、5-クロロペンチル、5-ブロモペン
チル、5-ヨードペンチル、ウンデカフルオロペンチル、6-フルオロヘキシル、6-クロロヘ
キシル、6-ブロモヘキシル、6-ヨードヘキシルおよびトリデカフルオロヘキシル；
C3-C6-ハロアルケニルは以下のとおりである：フッ素、塩素、臭素および/またはヨウ素
で部分的にもしくは完全に置換されている上記のC3-C6-アルケニル基、例えば2-クロロプ
ロパ-2-エン-1-イル、3-クロロプロパ-2-エン-1-イル、2,3-ジクロロプロパ-2-エン-1-イ
ル、3,3-ジクロロプロパ-2-エン-1-イル、2,3,3-トリクロロ-2-エン-1-イル、2,3-ジクロ
ロブタ-2-エン-1-イル、2-ブロモプロパ-2-エン-1-イル、3-ブロモプロパ-2-エン-1-イル
、2,3-ジブロモプロパ-2-エン-1-イル、3,3-ジブロモプロパ-2-エン-1-イル、2,3,3-トリ
ブロモ-2-エン-1-イルまたは2,3-ジブロモブタ-2-エン-1-イル；
C2-C6-ハロアルケニル、およびまたC2-C6-ハロアルケニルオキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6
-ハロアルケニル-C1-C4-チオアルキル、フェニル-C2-C4-ハロアルケニル、ヘテロアリー
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ル-C2-C4-ハロアルケニルのC2-C6-ハロアルケニル部分は以下のとおりである：フッ素、
塩素、臭素および/またはヨウ素で部分的にもしくは完全に置換されている上記のC2-C6-
アルケニル基、例えば2-クロロビニル、2-クロロアリル、3-クロロアリル、2,3-ジクロロ
アリル、3,3-ジクロロアリル、2,3,3-トリクロロアリル、2,3-ジクロロブタ-2-エニル、2
-ブロモビニル、2-ブロモアリル、3-ブロモアリル、2,3-ジブロモアリル、3,3-ジブロモ
アリル、2,3,3-トリブロモアリルまたは2,3-ジブロモブタ-2-エニル；
C2-C6-シアノアルケニルは以下のとおりである：例えば2-シアノビニル、2-シアノアリル
、3-シアノアリル、2,3-ジシアノアリル、3,3-ジシアノアリル、2,3,3-トリシアノアリル
、2,3-ジシアノブタ-2-エニル；
C2-C6-ヒドロキシアルケニル、およびまたフェニル-C2-C4-ヒドロキシアルケニルのヒド
ロキシル部分は以下のとおりである：例えば2-ヒドロキシビニル、2-ヒドロキシアリル、
3-ヒドロキシアリル、2,3-ジヒドロキシアリル、3,3-ジヒドロキシアリル、2,3,3-トリヒ
ドロキシアリル、2,3-ジヒドロキシブタ-2-エニル；
C3-C6-ハロアルキニルは以下のとおりである：フッ素、塩素、臭素および/またはヨウ素
で部分的にもしくは完全に置換されている上記のC3-C6-アルキニル基、例えば1,1-ジフル
オロプロパ-2-イン-1-イル、3-ヨードプロパ-2-イン-1-イル、4-フルオロブタ-2-イン-1-
イル、4-クロロブタ-2-イン-1-イル、1,1-ジフルオロブタ-2-イン-1-イル、4-ヨードブタ
-3-イン-1-イル、5-フルオロペンタ-3-イン-1-イル、5-ヨードペンタ-4-イン-1-イル、6-
フルオロヘキサ-4-イン-1-イルまたは6-ヨードヘキサ-5-イン-1-イル；
C2-C6-ハロアルキニル、およびまたC2-C6-ハロアルキニルオキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6
-ハロアルキニル-C1-C4-チオアルキル、フェニル-C2-C4-ハロアルキニル、ヘテロアリー
ル-C2-C4-ハロアルキニルのC2-C6-ハロアルキニル部分は以下のとおりである：フッ素、
塩素、臭素および/またはヨウ素で部分的にもしくは完全に置換されている上記のC2-C6-
アルキニル基、例えば1,1-ジフルオロプロパ-2-イン-1-イル、3-ヨードプロパ-2-イン-1-
イル、4-フルオロブタ-2-イン-1-イル、4-クロロブタ-2-イン-1-イル、1,1-ジフルオロブ
タ-2-イン-1-イル、4-ヨードブタ-3-イン-1-イル、5-フルオロペンタ-3-イン-1-イル、5-
ヨードペンタ-4-イン-1-イル、6-フルオロヘキサ-4-イン-1-イルまたは6-ヨードヘキサ-5
-イン-1-イル；
C2-C6-シアノアルキニルは以下のとおりである：例えば1,1-ジシアノプロパ-2-イン-1-イ
ル、3-シアノプロパ-2-イン-1-イル、4-シアノブタ-2-イン-1-イル、1,1-ジシアノブタ-2
-イン-1-イル、4-シアノブタ-3-イン-1-イル、5-シアノペンタ-3-イン-1-イル、5-シアノ
ペンタ-4-イン-1-イル、6-シアノヘキサ-4-イン-1-イルまたは6-シアノヘキサ-5-イン-1-
イル；
C2-C6-ヒドロキシアルキニル、およびまたフェニル-C2-C4-ヒドロキシアルキニルのヒド
ロキシル部分は以下のとおりである：例えば1,1-ジヒドロキシプロパ-2-イン-1-イル、3-
ヒドロキシプロパ-2-イン-1-イル、4-ヒドロキシブタ-2-イン-1-イル、1,1-ジヒドロキシ
ブタ-2-イン-1-イル、4-ヒドロキシブタ-3-イン-1-イル、5-ヒドロキシペンタ-3-イン-1-
イル、5-ヒドロキシペンタ-4-イン-1-イル、6-ヒドロキシヘキサ-4-イン-1-イルまたは6-
ヒドロキシヘキサ-5-イン-1-イル；
C1-C6-アルキルスルフィニル(C1-C6-アルキル-S(=O)-)、およびまたC1-C6-アルキルスル
フィニル-C1-C4-アルキルのC1-C6-アルキルスルフィニル部分は以下のとおりである：例
えばメチルスルフィニル、エチルスルフィニル、プロピルスルフィニル、1-メチルエチル
スルフィニル、ブチルスルフィニル、1-メチルプロピルスルフィニル、2-メチルプロピル
スルフィニル、1,1-ジメチルエチルスルフィニル、ペンチルスルフィニル、1-メチルブチ
ルスルフィニル、2-メチルブチルスルフィニル、3-メチルブチルスルフィニル、2,2-ジメ
チルプロピルスルフィニル、1-エチルプロピルスルフィニル、1,1-ジメチルプロピルスル
フィニル、1,2-ジメチルプロピルスルフィニル、ヘキシルスルフィニル、1-メチルペンチ
ルスルフィニル、2-メチルペンチルスルフィニル、3-メチルペンチルスルフィニル、4-メ
チルペンチルスルフィニル、1,1-ジメチルブチルスルフィニル、1,2-ジメチルブチルスル
フィニル、1,3-ジメチルブチルスルフィニル、2,2-ジメチルブチルスルフィニル、2,3-ジ
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メチルブチルスルフィニル、3,3-ジメチルブチルスルフィニル、1-エチルブチルスルフィ
ニル、2-エチルブチルスルフィニル、1,1,2-トリメチルプロピルスルフィニル、1,2,2-ト
リメチルプロピルスルフィニル、1-エチル-1-メチルプロピルスルフィニルおよび1-エチ
ル-2-メチルプロピルスルフィニル；
C1-C6-ハロアルキルスルフィニル、およびまたC1-C6-ハロアルキルスルフィニル-C1-C4-
アルキルのC1-C6-ハロアルキルスルフィニル部分は以下のとおりである：フッ素、塩素、
臭素および/またはヨウ素で部分的にもしくは完全に置換されている上記のC1-C6-アルキ
ルスルフィニル基、すなわち、例えばフルオロメチルスルフィニル、ジフルオロメチルス
ルフィニル、トリフルオロメチルスルフィニル、クロロジフルオロメチルスルフィニル、
ブロモジフルオロメチルスルフィニル、2-フルオロエチルスルフィニル、2-クロロエチル
スルフィニル、2-ブロモエチルスルフィニル、2-ヨードエチルスルフィニル、2,2-ジフル
オロエチルスルフィニル、2,2,2-トリフルオロエチルスルフィニル、2,2,2-トリクロロエ
チルスルフィニル、2-クロロ-2-フルオロエチルスルフィニル、2-クロロ-2,2-ジフルオロ
エチルスルフィニル、2,2-ジクロロ-2-フルオロエチルスルフィニル、ペンタフルオロエ
チルスルフィニル、2-フルオロプロピルスルフィニル、3-フルオロプロピルスルフィニル
、2-クロロプロピルスルフィニル、3-クロロプロピルスルフィニル、2-ブロモプロピルス
ルフィニル、3-ブロモプロピルスルフィニル、2,2-ジフルオロプロピルスルフィニル、2,
3-ジフルオロプロピルスルフィニル、2,3-ジクロロプロピルスルフィニル、3,3,3-トリフ
ルオロプロピルスルフィニル、3,3,3-トリクロロプロピルスルフィニル、2,2,3,3,3-ペン
タフルオロプロピルスルフィニル、ヘプタフルオロプロピルスルフィニル、1-(フルオロ
メチル)-2-フルオロエチルスルフィニル、1-(クロロメチル)-2-クロロエチルスルフィニ
ル、1-(ブロモメチル)-2-ブロモエチルスルフィニル、4-フルオロブチルスルフィニル、4
-クロロブチルスルフィニル、4-ブロモブチルスルフィニル、ノナフルオロブチルスルフ
ィニル、5-フルオロペンチルスルフィニル、5-クロロペンチルスルフィニル、5-ブロモペ
ンチルスルフィニル、5-ヨードペンチルスルフィニル、ウンデカフルオロペンチルスルフ
ィニル、6-フルオロヘキシルスルフィニル、6-クロロヘキシルスルフィニル、6-ブロモヘ
キシルスルフィニル、6-ヨードヘキシルスルフィニルおよびトリデカフルオロヘキシルス
ルフィニル；
C1-C6-アルキルスルホニル(C1-C6-アルキル-S(O)2-)、ならびにまたC1-C6-アルキルスル
ホニルアミノおよびC1-C6-アルキルスルホニル-(C1-C6-アルキルアミノ)-C1-C4-アルキル
のC1-C6-アルキルスルホニル部分は以下のとおりである：例えばメチルスルホニル、エチ
ルスルホニル、プロピルスルホニル、1-メチルエチルスルホニル、ブチルスルホニル、1-
メチルプロピルスルホニル、2-メチルプロピルスルホニル、1,1-ジメチルエチルスルホニ
ル、ペンチルスルホニル、1-メチルブチルスルホニル、2-メチルブチルスルホニル、3-メ
チルブチルスルホニル、1,1-ジメチルプロピルスルホニル、1,2-ジメチルプロピルスルホ
ニル、2,2-ジメチルプロピルスルホニル、1-エチルプロピルスルホニル、ヘキシルスルホ
ニル、1-メチルペンチルスルホニル、2-メチルペンチルスルホニル、3-メチルペンチルス
ルホニル、4-メチルペンチルスルホニル、1,1-ジメチルブチルスルホニル、1,2-ジメチル
ブチルスルホニル、1,3-ジメチルブチルスルホニル、2,2-ジメチルブチルスルホニル、2,
3-ジメチルブチルスルホニル、3,3-ジメチルブチルスルホニル、1-エチルブチルスルホニ
ル、2-エチルブチルスルホニル、1,1,2-トリメチルプロピルスルホニル、1,2,2-トリメチ
ルプロピルスルホニル、1-エチル-1-メチルプロピルスルホニルおよび1-エチル-2-メチル
プロピルスルホニル；
C1-C6-ハロアルキルスルホニル、およびまたC1-C6-ハロアルキルスルホニルアミノのC1-C

6-ハロアルキルスルホニル部分は以下のとおりである：フッ素、塩素、臭素および/また
はヨウ素で部分的にもしくは完全に置換されている上記のC1-C6-アルキルスルホニル基、
すなわち、例えばフルオロメチルスルホニル、ジフルオロメチルスルホニル、トリフルオ
ロメチルスルホニル、クロロジフルオロメチルスルホニル、ブロモジフルオロメチルスル
ホニル、2-フルオロエチルスルホニル、2-クロロエチルスルホニル、2-ブロモエチルスル
ホニル、2-ヨードエチルスルホニル、2,2-ジフルオロエチルスルホニル、2,2,2-トリフル
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オロエチルスルホニル、2-クロロ-2-フルオロエチルスルホニル、2-クロロ-2,2-ジフルオ
ロエチルスルホニル、2,2-ジクロロ-2-フルオロエチルスルホニル、2,2,2-トリクロロエ
チルスルホニル、ペンタフルオロエチルスルホニル、2-フルオロプロピルスルホニル、3-
フルオロプロピルスルホニル、2-クロロプロピルスルホニル、3-クロロプロピルスルホニ
ル、2-ブロモプロピルスルホニル、3-ブロモプロピルスルホニル、2,2-ジフルオロプロピ
ルスルホニル、2,3-ジフルオロプロピルスルホニル、2,3-ジクロロプロピルスルホニル、
3,3,3-トリフルオロプロピルスルホニル、3,3,3-トリクロロプロピルスルホニル、2,2,3,
3,3-ペンタフルオロプロピルスルホニル, ヘプタフルオロプロピルスルホニル、1-(フル
オロメチル)-2-フルオロエチルスルホニル、1-(クロロメチル)-2-クロロエチルスルホニ
ル、1-(ブロモメチル)-2-ブロモエチルスルホニル、4-フルオロブチルスルホニル、4-ク
ロロブチルスルホニル、4-ブロモブチルスルホニル、ノナフルオロブチルスルホニル、5-
フルオロペンチルスルホニル、5-クロロペンチルスルホニル、5-ブロモペンチルスルホニ
ル、5-ヨードペンチルスルホニル、6-フルオロヘキシルスルホニル、6-ブロモヘキシルス
ルホニル、6-ヨードヘキシルスルホニルおよびトリデカフルオロヘキシルスルホニル；
C1-C4-アルコキシは以下のとおりである：例えばメトキシ、エトキシ、プロポキシ、1-メ
チルエトキシ、ブトキシ、1-メチルプロポキシ、2-メチルプロポキシおよび1,1-ジメチル
エトキシ；
C1-C6-アルコキシならびにまたC1-C6-アルコキシ-C1-C6-アルキル、ヒドロキシカルボニ
ル-C1-C6-アルコキシ、C1-C6-アルコキシカルボニル-C1-C6-アルコキシ、N-(C1-C6-アル
コキシ)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルケニル)-N-(C1-C6-アルコ
キシ)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルキニル)-N-(C1-C6-アルコキシ)アミノカルボニル
およびC1-C6-アルコキシイミノ-C1-C6-アルキルのアルコキシ部分は以下のとおりである
：上記のC1-C4-アルコキシ、ならびにまた、例えばペントキシ、1-メチルブトキシ、2-メ
チルブトキシ、3-メトキシルブトキシ、1,1-ジメチルプロポキシ、1,2-ジメチルプロポキ
シ、2,2-ジメチルプロポキシ、1-エチルプロポキシ、ヘキソキシ、1-メチルペントキシ、
2-メチルペントキシ、3-メチルペントキシ、4-メチルペントキシ、1,1-ジメチルブトキシ
、1,2-ジメチルブトキシ、1,3-ジメチルブトキシ、2,2-ジメチルブトキシ、2,3-ジメチル
ブトキシ、3,3-ジメチルブトキシ、1-エチルブトキシ、2-エチルブトキシ、1,1,2-トリメ
チルプロポキシ、1,2,2-トリメチルプロポキシ、1-エチル-1-メチルプロポキシおよび1-
エチル-2-メチルプロポキシ；
C1-C4-ハロアルコキシは以下のとおりである：フッ素、塩素、臭素および/またはヨウ素
で部分的にもしくは完全に置換されている上記のC1-C4-アルコキシ基、すなわち、例えば
フルオロメトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、クロロジフルオロメト
キシ、ブロモジフルオロメトキシ、2-フルオロエトキシ、2-クロロエトキシ、2-ブロモメ
トキシ、2-ヨードエトキシ、2,2-ジフルオロエトキシ、2,2,2-トリフルオロエトキシ、2-
クロロ-2-フルオロエトキシ、2-クロロ-2,2-ジフルオロエトキシ、2,2-ジクロロ-2-フル
オロエトキシ、2,2,2-トリクロロエトキシ、ペンタフルオロエトキシ、2-フルオロプロポ
キシ、3-フルオロプロポキシ、2-クロロプロポキシ、3-クロロプロポキシ、2-ブロモプロ
ポキシ、3-ブロモプロポキシ、2,2-ジフルオロプロポキシ、2,3-ジフルオロプロポキシ、
2,3-ジクロロプロポキシ、3,3,3-トリフルオロプロポキシ、3,3,3-トリクロロプロポキシ
、2,2,3,3,3-ペンタフルオロプロポキシ、ヘプタフルオロプロポキシ、1-(フルオロメチ
ル)-2-フルオロエトキシ、1-(クロロメチル)-2-クロロエトキシ、1-(ブロモメチル)-2-ブ
ロモエトキシ、4-フルオロブトキシ、4-クロロブトキシ、4-ブロモブトキシおよびノナフ
ルオロブトキシ；
C1-C6-ハロアルコキシ、ならびにまたC1-C6-ハロアルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-ハ
ロアルコキシカルボニル-C1-C4-アルキルのC1-C6-ハロアルコキシ部分は以下のとおりで
ある：上記のC1-C4-ハロアルコキシ、ならびにまた、例えば5-フルオロペントキシ、5-ク
ロロペントキシ、5-ブロモペントキシ、5-ヨードペントキシ、ウンデカフルオロペントキ
シ、6-フルオロヘキソキシ、6-クロロヘキソキシ、6-ブロモヘキソキシ、6-ヨードヘキソ
キシおよびトリデカフルオロヘキソキシ；
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C1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキル、およびまたC1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルコキシ-C1-
C4-アルキルのC1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキル部分は以下のとおりである：上記のC1-C

6-アルコキシで置換されているC1-C4-アルキル、すなわち、例えばメトキシメチル、エト
キシメチル、プロポキシメチル、(1-メチルエトキシ)メチル、ブトキシメチル、(1-メチ
ルプロポキシ)メチル、(2-メチルプロポキシ)メチル、(1,1-ジメチルエトキシ)メチル、2
-(メトキシ)エチル、2-(エトキシ)エチル、2-(プロポキシ)エチル、2-(1-メチルエトキシ
)エチル、2-(ブトキシ)エチル、2-(1-メチルプロポキシ)エチル、2-(2-メチルプロポキシ
)エチル、2-(1,1-ジメチルエトキシ)エチル、2-(メトキシ)プロピル、2-(エトキシ)プロ
ピル、2-(プロポキシ)プロピル、2-(1-メチルエトキシ)プロピル、2-(ブトキシ)プロピル
、2-(1-メチルプロポキシ)プロピル、2-(2-メチルプロポキシ)プロピル、2-(1,1-ジメチ
ルエトキシ)プロピル、3-(メトキシ)プロピル、3-(エトキシ)プロピル、3-(プロポキシ)
プロピル、3-(1-メチルエトキシ)プロピル、3-(ブトキシ)プロピル、3-(1-メチルプロポ
キシ)プロピル、3-(2-メチルプロポキシ)プロピル、3-(1,1-ジメチルエトキシ)プロピル
、2-(メトキシ)ブチル、2-(エトキシ)ブチル、2-(プロポキシ)ブチル、2-(1-メチルエト
キシ)ブチル、2-(ブトキシ)ブチル、2-(1-メチルプロポキシ)ブチル、2-(2-メチルプロポ
キシ)ブチル、2-(1,1-ジメチルエトキシ)ブチル、3-(メトキシ)ブチル、3-(エトキシ)ブ
チル、3-(プロポキシ)ブチル、3-(1-メチルエトキシ)ブチル、3-(ブトキシ)ブチル、3-(1
-メチルプロポキシ)ブチル、3-(2-メチルプロポキシ)ブチル、3-(1,1-ジメチルエトキシ)
ブチル、4-(メトキシ)ブチル、4-(エトキシ)ブチル、4-(プロポキシ)ブチル、4-(1-メチ
ルエトキシ)ブチル、4-(ブトキシ)ブチル、4-(1-メチルプロポキシ)ブチル、4-(2-メチル
プロポキシ)ブチルおよび4-(1,1-ジメチルエトキシ)ブチル；
C1-C4-アルコキシカルボニルは以下のとおりである：例えばメトキシカルボニル、エトキ
シカルボニル、プロポキシカルボニル、1-メチルエトキシカルボニル、ブトキシカルボニ
ル、1-メチルプロポキシカルボニル、2-メチルプロポキシカルボニルまたは1,1-ジメチル
エトキシカルボニル；
C1-C6-アルコキシカルボニル、ならびにまたC1-C6-アルコキシカルボニル-C1-C6-アルコ
キシおよびC1-C6-アルコキシカルボニルアミノ-C1-C4-アルキルのアルコキシカルボニル
部分は以下のとおりである：上記のC1-C4-アルコキシカルボニル，およびまた、例えばペ
ントキシカルボニル、1-メチルブトキシカルボニル、2-メチルブトキシカルボニル、3-メ
チルブトキシカルボニル、2,2-ジメチルプロポキシカルボニル、1-エチルプロポキシカル
ボニル、ヘキソキシカルボニル、1,1-ジメチルプロポキシカルボニル、1,2-ジメチルプロ
ポキシカルボニル、1-メチルペントキシカルボニル、2-メチルペントキシカルボニル、3-
メチルペントキシカルボニル、4-メチルペントキシカルボニル、1,1-ジメチルブトキシカ
ルボニル、1,2-ジメチルブトキシカルボニル、1,3-ジメチルブトキシカルボニル、2,2-ジ
メチルブトキシカルボニル、2,3-ジメチルブトキシカルボニル、3,3-ジメチルブトキシカ
ルボニル、1-エチルブトキシカルボニル、2-エチルブトキシカルボニル、1,1,2-トリメチ
ルプロポキシカルボニル、1,2,2-トリメチルプロポキシカルボニル、1-エチル-1-メチル
プロポキシカルボニルまたは1-エチル-2-メチルプロポキシカルボニル；
C1-C4-アルキルチオ、およびまたC1-C6-ハロアルキル-C1-C4-チオアルキル、C2-C6-ハロ
アルケニル-C1-C4-チオアルキル、C2-C6-ハロアルキニル-C1-C4-チオアルキルのC1-C4-ア
ルキルチオ部分は以下のとおりである：例えばメチルチオ、エチルチオ、プロピルチオ、
1-メチルエチルチオ、ブチルチオ、1-メチルプロピルチオ、2-メチルプロピルチオおよび
1,1-ジメチルエチルチオ；
C1-C6-アルキルチオ、およびまたC1-C6-アルキルチオ-C1-C4-アルキルのC1-C6-アルキル
チオ部分は以下のとおりである：上記のC1-C4-アルキルチオ、ならびにまた、例えばペン
チルチオ、1-メチルブチルチオ、2-メチルブチルチオ、3-メチルブチルチオ、2,2-ジメチ
ルプロピルチオ、1-エチルプロピルチオ、ヘキシルチオ、1,1-ジメチルプロピルチオ、1,
2-ジメチルプロピルチオ、1-メチルペンチルチオ、2-メチルペンチルチオ、3-メチルペン
チルチオ、4-メチルペンチルチオ、1,1-ジメチルブチルチオ、1,2-ジメチルブチルチオ、
1,3-ジメチルブチルチオ、2,2-ジメチルブチルチオ、2,3-ジメチルブチルチオ、3,3-ジメ
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チルブチルチオ、1-エチルブチルチオ、2-エチルブチルチオ、1,1,2-トリメチルプロピル
チオ、1,2,2-トリメチルプロピルチオ、1-エチル-1-メチルプロピルチオおよび1-エチル-
2-メチルプロピルチオ；
C1-C6-アルキルアミノ、ならびにまたC1-C6-アルキルアミノ-C1-C4-アルキル、C1-C6-ア
ルキルカルボニル-(C1-C6-アルキルアミノ)-C1-C4-アルキル、(C1-C6-アルキルアミノ)カ
ルボニルアミノおよび[(C1-C6-アルキル)アミノ]シアノイミノのC1-C6-アルキルアミノ基
は以下のとおりである：例えばメチルアミノ、エチルアミノ、プロピルアミノ、1-メチル
エチルアミノ、ブチルアミノ、1-メチルプロピルアミノ、2-メチルプロピルアミノ、1,1-
ジメチルエチルアミノ、ペンチルアミノ、1-メチルブチルアミノ、2-メチルブチルアミノ
、3-メチルブチルアミノ、2,2-ジメチルプロピルアミノ、1-エチルプロピルアミノ、ヘキ
シルアミノ、1,1-ジメチルプロピルアミノ、1,2-ジメチルプロピルアミノ、1-メチルペン
チルアミノ、2-メチルペンチルアミノ、3-メチルペンチルアミノ、4-メチルペンチルアミ
ノ、1,1-ジメチルブチルアミノ、1,2-ジメチルブチルアミノ、1,3-ジメチルブチルアミノ
、2,2-ジメチルブチルアミノ、2,3-ジメチルブチルアミノ、3,3-ジメチルブチルアミノ、
1-エチルブチルアミノ、2-エチルブチルアミノ、1,1,2-トリメチルプロピルアミノ、1,2,
2-トリメチルプロピルアミノ、1-エチル-1-メチルプロピルアミノまたは1-エチル-2-メチ
ルプロピルアミノ；
ジ(C1-C4-アルキル)アミノは以下のとおりである：例えばN,N-ジメチルアミノ、N,N-ジエ
チルアミノ、N,N-ジプロピルアミノ、N,N-ジ-(1-メチルエチル)アミノ、N,N-ジブチルア
ミノ、N,N-ジ-(1-メチルプロピル)アミノ、N,N-ジ-(2-メチルプロピル)アミノ、N,N-ジ-(
1,1-ジメチルエチル)アミノ、N-エチル-N-メチルアミノ、N-メチル-N-プロピルアミノ、N
-メチル-N-(1-メチルエチル)アミノ、N-ブチル-N-メチルアミノ、N-メチル-N-(1-メチル
プロピル)アミノ、N-メチル-N-(2-メチルプロピル)アミノ、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-
メチルアミノ、N-エチル-N-プロピルアミノ、N-エチル-N-(1-メチルエチル)アミノ、N-ブ
チル-N-エチルアミノ、N-エチル-N-(1-メチルプロピル)アミノ、N-エチル-N-(2-メチルプ
ロピル)アミノ、N-エチル-N-(1,1-ジメチルエチル)アミノ、N-(1-メチルエチル)-N-プロ
ピルアミノ、N-ブチル-N-プロピルアミノ、N-(1-メチルプロピル)-N-プロピルアミノ、N-
(2-メチルプロピル)-N-プロピルアミノ、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-プロピルアミノ、N-
ブチル-N-(1-メチルエチル)アミノ、N-(1-メチルエチル)-N-(1-メチルプロピル)アミノ、
N-(1-メチルエチル)-N-(2-メチルプロピル)アミノ、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-(1-メチ
ルエチル)アミノ、N-ブチル-N-(1-メチルプロピル)アミノ、N-ブチル-N-(2-メチルプロピ
ル)アミノ、N-ブチル-N-(1,1-ジメチルエチル)アミノ、N-(1-メチルプロピル)-N-(2-メチ
ルプロピル)アミノ、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-(1-メチルプロピル)アミノおよびN-(1,1
-ジメチルエチル)-N-(2-メチルプロピル)アミノ；
ジ(C1-C6-アルキル)アミノ、ならびにまたジ(C1-C6-アルキル)アミノ-C1-C4-アルキル、
ジ(C1-C6-アルキル)アミノシアノイミノおよび[ジ(C1-C6-アルキルアミノ)カルボニルオ
キシ]-C1-C4-アルキルのジアルキルアミノ基は以下のとおりである：上記のジ(C1-C4-ア
ルキル)アミノ、ならびにまた、例えばN,N-ジペンチルアミノ、N,N-ジヘキシルアミノ、N
-メチル-N-ペンチルアミノ、N-エチル-N-ペンチルアミノ、N-メチル-N-ヘキシルアミノお
よびN-エチル-N-ヘキシルアミノ；
(C1-C4-アルキルアミノ)カルボニルは以下のとおりである：例えばメチルアミノカルボニ
ル、エチルアミノカルボニル、プロピルアミノカルボニル、1-メチルエチルアミノカルボ
ニル、ブチルアミノカルボニル、1-メチルプロピルアミノカルボニル、2-メチルプロピル
アミノカルボニルまたは1,1-ジメチルエチルアミノカルボニル；
ジ(C1-C4-アルキル)アミノカルボニルは以下のとおりである：例えばN,N-ジメチルアミノ
カルボニル、N,N-ジエチルアミノカルボニル、N,N-ジ-(1-メチルエチル)アミノカルボニ
ル、N,N-ジプロピルアミノカルボニル、N,N-ジブチルアミノカルボニル、N,N-ジ-(1-メチ
ルプロピル)アミノカルボニル、N,N-ジ-(2-メチルプロピル)アミノカルボニル、N,N-ジ-(
1,1-ジメチルエチル)アミノカルボニル、N-エチル-N-メチルアミノカルボニル、N-メチル
-N-プロピルアミノカルボニル、N-メチル-N-(1-メチルエチル)アミノカルボニル、N-ブチ
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ル-N-メチルアミノカルボニル、N-メチル-N-(1-メチルプロピル)アミノカルボニル、N-メ
チル-N-(2-メチルプロピル)アミノカルボニル、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-メチルアミノ
カルボニル、N-エチル-N-プロピルアミノカルボニル、N-エチル-N-(1-メチルエチル)アミ
ノカルボニル、N-ブチル-N-エチルアミノカルボニル、N-エチル-N-(1-メチルプロピル)ア
ミノカルボニル、N-エチル-N-(2-メチルプロピル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(1,1-
ジメチルエチル)アミノカルボニル、N-(1-メチルエチル)-N-プロピルアミノカルボニル、
N-ブチル-N-プロピルアミノカルボニル、N-(1-メチルプロピル)-N-プロピルアミノカルボ
ニル、N-(2-メチルプロピル)-N-プロピルアミノカルボニル、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-
プロピルアミノカルボニル、N-ブチル-N-(1-メチルエチル)アミノカルボニル、N-(1-メチ
ルエチル)-N-(1-メチルプロピル)アミノカルボニル、N-(1-メチルエチル)-N-(2-メチルプ
ロピル)アミノカルボニル、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-(1-メチルエチル)アミノカルボニ
ル、N-ブチル-N-(1-メチルプロピル)アミノカルボニル、N-ブチル-N-(2-メチルプロピル)
アミノカルボニル、N-ブチル-N-(1,1-ジメチルエチル)アミノカルボニル、N-(1-メチルプ
ロピル)-N-(2-メチルプロピル)アミノカルボニル、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-(1-メチル
プロピル)アミノカルボニルまたはN-(1,1-ジメチルエチル)-N-(2-メチルプロピル)アミノ
カルボニル；
(C1-C6-アルキルアミノ)カルボニル、ならびにまた(C1-C6-アルキルアミノ)カルボニルア
ミノ、および[(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルアミノ]C1-C4-アルキルの(C1-C6-アル
キルアミノ)カルボニル部分は以下のとおりである：上記の(C1-C4-アルキルアミノ)カル
ボニル、およびまた、例えばペンチルアミノカルボニル、1-メチルブチルアミノカルボニ
ル、2-メチルブチルアミノカルボニル、3-メチルブチルアミノカルボニル、2,2-ジメチル
プロピルアミノカルボニル、1-エチルプロピルアミノカルボニル、ヘキシルアミノカルボ
ニル、1,1-ジメチルプロピルアミノカルボニル、1,2-ジメチルプロピルアミノカルボニル
、1-メチルペンチルアミノカルボニル、2-メチルペンチルアミノカルボニル、3-メチルペ
ンチルアミノカルボニル、4-メチルペンチルアミノカルボニル、1,1-ジメチルブチルアミ
ノカルボニル、1,2-ジメチルブチルアミノカルボニル、1,3-ジメチルブチルアミノカルボ
ニル、2,2-ジメチルブチルアミノカルボニル、2,3-ジメチルブチルアミノカルボニル、3,
3-ジメチルブチルアミノカルボニル、1-エチルブチルアミノカルボニル、2-エチルブチル
アミノカルボニル、1,1,2-トリメチルプロピルアミノカルボニル、1,2,2-トリメチルプロ
ピルアミノカルボニル、1-エチル-1-メチルプロピルアミノカルボニルまたは1-エチル-2-
メチルプロピルアミノカルボニル；
ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、ならびにまたジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニ
ルアミノ、および[ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニルアミノ]C1-C4-アルキルのジ(C1-
C6-アルキル)アミノカルボニル部分は以下のとおりである：上記のジ(C1-C4-アルキル)ア
ミノカルボニル、およびまた、例えば、N-メチル-N-ペンチルアミノカルボニル、N-メチ
ル-N-(1-メチルブチル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(2-メチルブチル)アミノカルボニ
ル、N-メチル-N-(3-メチルブチル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(2,2-ジメチルプロピ
ル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(1-エチルプロピル)アミノカルボニル、N-メチル-N-
ヘキシルアミノカルボニル、N-メチル-N-(1,1-ジメチルプロピル)アミノカルボニル、N-
メチル-N-(1,2-ジメチルプロピル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(1-メチルペンチル)ア
ミノカルボニル、N-メチル-N-(2-メチルペンチル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(3-メ
チルペンチル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(4-メチルペンチル)アミノカルボニル、N-
メチル-N-(1,1-ジメチルブチル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(1,2-ジメチルブチル)ア
ミノカルボニル、N-メチル-N-(1,3-ジメチルブチル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(2,2
-ジメチルブチル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(2,3-ジメチルブチル)アミノカルボニ
ル、N-メチル-N-(3,3-ジメチルブチル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(1-エチルブチル)
アミノカルボニル、N-メチル-N-(2-エチルブチル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(1,1,2
-トリメチルプロピル)アミノカルボニル、N-メチル-N-(1,2,2-トリメチルプロピル)アミ
ノカルボニル、N-メチル-N-(1-エチル-1-メチルプロピル)アミノカルボニル、N-メチル-N
-(1-エチル-2-メチルプロピル)アミノカルボニル、N-エチル-N-ペンチルアミノカルボニ
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ル、N-エチル-N-(1-メチルブチル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(2-メチルブチル)アミ
ノカルボニル、N-エチル-N-(3-メチルブチル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(2,2-ジメ
チルプロピル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(1-エチルプロピル)アミノカルボニル、N-
エチル-N-ヘキシルアミノカルボニル、N-エチル-N-(1,1-ジメチルプロピル)アミノカルボ
ニル、N-エチル-N-(1,2-ジメチルプロピル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(1-メチルペ
ンチル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(2-メチルペンチル)アミノカルボニル、N-エチル
-N-(3-メチルペンチル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(4-メチルペンチル)アミノカルボ
ニル、N-エチル-N-(1,1-ジメチルブチル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(1,2-ジメチル
ブチル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(1,3-ジメチルブチル)アミノカルボニル、N-エチ
ル-N-(2,2-ジメチルブチル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(2,3-ジメチルブチル)アミノ
カルボニル、N-エチル-N-(3,3-ジメチルブチル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(1-エチ
ルブチル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(2-エチルブチル)アミノカルボニル、N-エチル
-N-(1,1,2-トリメチルプロピル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(1,2,2-トリメチルプロ
ピル)アミノカルボニル、N-エチル-N-(1-エチル-1-メチルプロピル)アミノカルボニル、N
-エチル-N-(1-エチル-2-メチルプロピル)アミノカルボニル、N-プロピル-N-ペンチルアミ
ノカルボニル、N-ブチル-N-ペンチルアミノカルボニル、N,N-ジペンチルアミノカルボニ
ル、N-プロピル-N-ヘキシルアミノカルボニル、N-ブチル-N-ヘキシルアミノカルボニル、
N-ペンチル-N-ヘキシルアミノカルボニルまたはN,N-ジヘキシルアミノカルボニル；
ジ(C1-C6-アルキル)アミノチオカルボニルは以下のとおりである：例えばN,N-ジメチルア
ミノチオカルボニル、N,N-ジエチルアミノチオカルボニル、N,N-ジ-(1-メチルエチル)ア
ミノチオカルボニル、N,N-ジプロピルアミノチオカルボニル、N,N-ジブチルアミノチオカ
ルボニル、N,N-ジ-(1-メチルプロピル)アミノチオカルボニル、N,N-ジ-(2-メチルプロピ
ル)アミノチオカルボニル、N,N-ジ-(1,1-ジメチルエチル)アミノチオカルボニル、N-エチ
ル-N-メチルアミノチオカルボニル、N-メチル-N-プロピルアミノチオカルボニル、N-メチ
ル-N-(1-メチルエチル)アミノチオカルボニル、N-ブチル-N-メチルアミノチオカルボニル
、N-メチル-N-(1-メチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(2-メチルプロピ
ル)アミノチオカルボニル、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-メチルアミノチオカルボニル、N-
エチル-N-プロピルアミノチオカルボニル、N-エチル-N-(1-メチルエチル)アミノチオカル
ボニル、N-ブチル-N-エチルアミノチオカルボニル、N-エチル-N-(1-メチルプロピル)アミ
ノチオカルボニル、N-エチル-N-(2-メチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-
(1,1-ジメチルエチル)アミノチオカルボニル、N-(1-メチルエチル)-N-プロピルアミノチ
オカルボニル、N-ブチル-N-プロピルアミノチオカルボニル、N-(1-メチルプロピル)-N-プ
ロピルアミノチオカルボニル、N-(2-メチルプロピル)-N-プロピルアミノチオカルボニル
、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-プロピルアミノチオカルボニル、N-ブチル-N-(1-メチルエ
チル)アミノチオカルボニル、N-(1-メチルエチル)-N-(1-メチルプロピル)アミノチオカル
ボニル、N-(1-メチルエチル)-N-(2-メチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-(1,1-ジメ
チルエチル)-N-(1-メチルエチル)アミノチオカルボニル、N-ブチル-N-(1-メチルプロピル
)アミノチオカルボニル、N-ブチル-N-(2-メチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-ブチ
ル-N-(1,1-ジメチルエチル)アミノチオカルボニル、N-(1-メチルプロピル)-N-(2-メチル
プロピル)アミノチオカルボニル、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-(1-メチルプロピル)アミノ
チオカルボニル、N-(1,1-ジメチルエチル)-N-(2-メチルプロピル)アミノチオカルボニル
、N-メチル-N-ペンチルアミノチオカルボニル、N-メチル-N-(1-メチルブチル)アミノチオ
カルボニル、N-メチル-N-(2-メチルブチル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(3-メチ
ルブチル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(2,2-ジメチルプロピル)アミノチオカルボ
ニル、N-メチル-N-(1-エチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-ヘキシルアミ
ノチオカルボニル、N-メチル-N-(1,1-ジメチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-メチ
ル-N-(1,2-ジメチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(1-メチルペンチル)ア
ミノチオカルボニル、N-メチル-N-(2-メチルペンチル)アミノチオカルボニル、N-メチル-
N-(3-メチルペンチル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(4-メチルペンチル)アミノチ
オカルボニル、N-メチル-N-(1,1-ジメチルブチル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(1
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,2-ジメチルブチル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(1,3-ジメチルブチル)アミノチ
オカルボニル、N-メチル-N-(2,2-ジメチルブチル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(2
,3-ジメチルブチル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(3,3-ジメチルブチル)アミノチ
オカルボニル、N-メチル-N-(1-エチルブチル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(2-エ
チルブチル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-エチル-N-(1,1,2-トリメチルプロピル)
アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(1,2,2-トリメチルプロピル)アミノチオカルボニル
、N-メチル-N-(1-エチル-1-メチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-メチル-N-(1-エチ
ル-2-メチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-ペンチルアミノチオカルボニ
ル、N-エチル-N-(1-メチルブチル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(2-メチルブチル)
アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(3-メチルブチル)アミノチオカルボニル、N-エチル-
N-(2,2-ジメチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(1-エチルプロピル)アミ
ノチオカルボニル、N-エチル-N-ヘキシルアミノチオカルボニル、N-エチル-N-(1,1-ジメ
チルプロピル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(1,2-ジメチルプロピル)アミノチオカ
ルボニル、N-エチル-N-(1-メチルペンチル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(2-メチ
ルペンチル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(3-メチルペンチル)アミノチオカルボニ
ル、N-エチル-N-(4-メチルペンチル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(1,1-ジメチル
ブチル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(1,2-ジメチルブチル)アミノチオカルボニル
、N-エチル-N-(1,3-ジメチルブチル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(2,2-ジメチル
ブチル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(2,3-ジメチルブチル)アミノチオカルボニル
、N-エチル-N-(3,3-ジメチルブチル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(1-エチルブチ
ル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(2-エチルブチル)アミノチオカルボニル、N-エチ
ル-N-(1,1,2-トリメチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(1,2,2-トリメチ
ルプロピル)アミノチオカルボニル、N-エチル-N-(1-エチル-1-メチルプロピル)アミノチ
オカルボニル、N-エチル-N-(1-エチル-2-メチルプロピル)アミノチオカルボニル、N-プロ
ピル-N-ペンチルアミノチオカルボニル、N-ブチル-N-ペンチルアミノチオカルボニル、N,
N-ジペンチルアミノチオカルボニル、N-プロピル-N-ヘキシルアミノチオカルボニル、N-
ブチル-N-ヘキシルアミノチオカルボニル、N-ペンチル-N-ヘキシルアミノチオカルボニル
またはN,N-ジヘキシルアミノチオカルボニル；
3～6員のヘテロシクリルは以下のとおりである：炭素原子に加えて、1～4個の窒素原子、
または1～3個の窒素原子および1個の酸素もしくは硫黄原子、または1～3個の酸素原子も
しくは1～3個の硫黄原子を含有していてよく、且つ炭素原子または窒素原子を介して結合
していてもよい上記の3～6個の環員を有する単環式飽和または部分不飽和炭化水素、
例えば2-オキシラニル、2-オキセタニル、3-オキセタニル、2-アジリジニル、3-チエタニ
ル、1-アゼチジニル、2-アゼチジニル、
例えば2-テトラヒドロフラニル、3-テトラヒドロフラニル、2-テトラヒドロチエニル、3-
テトラヒドロチエニル、2-ピロリジニル、3-ピロリジニル、3-イソオキサゾリジニル、4-
イソオキサゾリジニル、5-イソオキサゾリジニル、3-イソチアゾリジニル、4-イソチアゾ
リジニル、5-イソチアゾリジニル、3-ピラゾリジニル、4-ピラゾリジニル、5-ピラゾリジ
ニル、2-オキサゾリジニル、4-オキサゾリジニル、5-オキサゾリジニル、2-チアゾリジニ
ル、4-チアゾリジニル、5-チアゾリジニル、2-イミダゾリジニル、4-イミダゾリジニル、
1,2,4-オキサジアゾリジン-3-イル、1,2,4-オキサジアゾリジン-5-イル、1,2,4-チアジア
ゾリジン-3-イル、1,2,4-チアジアゾリジン-5-イル、1,2,4-トリアゾリジン-3-イル、1,3
,4-オキサジアゾリジン-2-イル、1,3,4-チアジアゾリジン-2-イル、1,3,4-トリアゾリジ
ン-2-イル、1,2,3,4-テトラゾリジン-5-イル；
例えば1-ピロリジニル、2-イソチアゾリジニル、2-イソチアゾリジニル、1-ピラゾリジニ
ル、3-オキサゾリジニル、3-チアゾリジニル、1-イミダゾリジニル、1,2,4-トリアゾリジ
ン-1-イル、1,2,4-オキサジアゾリジン-2-イル、1,2,4-オキサジアゾリジン-4-イル、1,2
,4-チアジアゾリジン-2-イル、1,2,4-チアジアゾリジン-4-イル、1,2,3,4-テトラゾリジ
ン-1-イル、
例えば2,3-ジヒドロフラ-2-イル、2,3-ジヒドロフラ-3-イル、2,4-ジヒドロフラ-2-イル
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、2,4-ジヒドロフラ-3-イル、2,3-ジヒドロチエン-2-イル、2,3-ジヒドロチエン-3-イル
、2,4-ジヒドロチエン-2-イル、2,4-ジヒドロチエン-3-イル、4,5-ジヒドロピロール-2-
イル、4,5-ジヒドロピロール-3-イル、2,5-ジヒドロピロール-2-イル、2,5-ジヒドロピロ
ール-3-イル、4,5-ジヒドロイソオキサゾール-3-イル、2,5-ジヒドロイソオキサゾール-3
-イル、2,3-ジヒドロイソオキサゾール-3-イル、4,5-ジヒドロイソオキサゾール-4-イル
、2,5-ジヒドロイソオキサゾール-4-イル、2,3-ジヒドロイソオキサゾール-4-イル、4,5-
ジヒドロイソオキサゾール-5-イル、2,5-ジヒドロイソオキサゾール-5-イル、2,3-ジヒド
ロイソオキサゾール-5-イル、4,5-ジヒドロイソチアゾール-3-イル、2,5-ジヒドロイソチ
アゾール-3-イル、2,3-ジヒドロイソチアゾール-3-イル、4,5-ジヒドロイソチアゾール-4
-イル、2,5-ジヒドロイソチアゾール-4-イル、2,3-ジヒドロイソチアゾール-4-イル、4,5
-ジヒドロイソチアゾール-5-イル、2,5-ジヒドロイソチアゾール-5-イル、2,3-ジヒドロ
イソチアゾール-5-イル、2,3-ジヒドロピラゾール-2-イル、2,3-ジヒドロピラゾール-3-
イル、2,3-ジヒドロピラゾール-4-イル、2,3-ジヒドロピラゾール-5-イル、3,4-ジヒドロ
ピラゾール-3-イル、3,4-ジヒドロピラゾール-4-イル、3,4-ジヒドロピラゾール-5-イル
、4,5-ジヒドロピラゾール-3-イル、4,5-ジヒドロピラゾール-4-イル、4,5-ジヒドロピラ
ゾール-5-イル、2,3-ジヒドロイミダゾール-2-イル、2,3-ジヒドロイミダゾール-3-イル
、2,3-ジヒドロイミダゾール-4-イル、2,3-ジヒドロイミダゾール-5-イル、4,5-ジヒドロ
イミダゾール-2-イル、4,5-ジヒドロイミダゾール-4-イル、4,5-ジヒドロイミダゾール-5
-イル、2,5-ジヒドロイミダゾール-2-イル、2,5-ジヒドロイミダゾール-4-イル、2,5-ジ
ヒドロイミダゾール-5-イル、2,3-ジヒドロオキサゾール-3-イル、2,3-ジヒドロオキサゾ
ール-4-イル、2,3-ジヒドロオキサゾール-5-イル、3,4-ジヒドロオキサゾール-3-イル、3
,4-ジヒドロオキサゾール-4-イル、3,4-ジヒドロオキサゾール-5-イル、2,3-ジヒドロチ
アゾール-3-イル、2,3-ジヒドロチアゾール-4-イル、2,3-ジヒドロチアゾール-5-イル、3
,4-ジヒドロチアゾール-3-イル、3,4-ジヒドロチアゾール-4-イル、3,4-ジヒドロチアゾ
ール-5-イル、3,4-ジヒドロチアゾール-2-イル、3,4-ジヒドロチアゾール-3-イル、3,4-
ジヒドロチアゾール-4-イル、
例えば4,5-ジヒドロピロール-1-イル、2,5-ジヒドロピロール-1-イル、4,5-ジヒドロイソ
オキサゾール-2-イル、2,3-ジヒドロイソオキサゾール-1-イル、4,5-ジヒドロイソチアゾ
ール1-イル、2,3-ジヒドロイソチアゾール1-イル、2,3-ジヒドロピラゾール-1-イル、4,5
-ジヒドロピラゾール-1-イル、3,4-ジヒドロピラゾール-1-イル、2,3-ジヒドロイミダゾ
ール-1-イル、4,5-ジヒドロイミダゾール-1-イル、2,5-ジヒドロイミダゾール-1-イル、2
,3-ジヒドロオキサゾール-2-イル、3,4-ジヒドロオキサゾール-2-イル、2,3-ジヒドロチ
アゾール-2-イル、3,4-ジヒドロチアゾール-2-イル；
例えば2-ピペリジニル、3-ピペリジニル、4-ピペリジニル、1,3-ジオキサン-2-イル、1,3
-ジオキサン-4-イル、1,3-ジオキサン-5-イル、1,4-ジオキサン-2-イル、1,3-ジチアン-2
-イル、1,4-ジチアン-3-イル、1,3-ジチアン-4-イル、1,4-ジチアン-2-イル、2-テトラヒ
ドロピラニル、3-テトラヒドロピラニル、4-テトラヒドロピラニル、2-テトラヒドロチオ
ピラニル、3-テトラヒドロチオピラニル、4-テトラヒドロチオピラニル、3-ヘキサヒドロ
ピリダジニル、4-ヘキサヒドロピリダジニル、2-ヘキサヒドロピリミジニル、4-ヘキサヒ
ドロピリミジニル、5-ヘキサヒドロピリミジニル、2-ピペラジニル、1,3,5-ヘキサヒドロ
トリアジン-2-イル、1,2,4-ヘキサヒドロトリアジン-3-イル、テトラヒドロ-1,3-オキサ
ジン-2-イル、テトラヒドロ-1,3-オキサジン-6-イル、2-モルホリニル、3-モルホリニル
、1,3,5-トリオキサン-2-イル；
例えば1-ピペリジニル、1-ヘキサヒドロピリダジニル、1-ヘキサヒドロピリミジニル、1-
ピペラジニル、1,3,5-ヘキサヒドロトリアジン-1-イル、1,2,4-ヘキサヒドロトリアジン-
1-イル、テトラヒドロ-1,3-オキサジン-1-イル、1-モルホリニル；
例えば2H-ピラン-2-イル、2H-ピラン-3-イル、2H-ピラン-4-イル、2H-ピラン-5-イル、2H
-ピラン-6-イル、3,6-ジヒドロ-2H-ピラン-2-イル、3,6-ジヒドロ-2H-ピラン-3-イル、3,
6-ジヒドロ-2H-ピラン-4-イル、3,6-ジヒドロ-2H-ピラン-5-イル、3,6-ジヒドロ-2H-ピラ
ン-6-イル、3,4-ジヒドロ-2H-ピラン-3-イル、3,4-ジヒドロ-2H-ピラン-4-イル、3,4-ジ
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ヒドロ-2H-ピラン-6-イル、2H-チオピラン-2-イル、2H-チオピラン-3-イル、2H-チオピラ
ン-4-イル、2H-チオピラン-5-イル、2H-チオピラン-6-イル、5,6-ジヒドロ-4H-1,3-オキ
サジン-2-イル；
アリールおよびアリール-(C1-C4-アルキル)のアリール部分は以下のとおりである：6～14
個の環員を有する単環～三環の芳香族炭素環、例えば、フェニル、ナフチルおよびアント
ラセニル；
ヘテロアリール、ならびにまたヘテロアリール-C1-C4-アルキル、ヘテロアリール-C1-C4-
アルキル、ヘテロアリール-C2-C4-アルケニル、ヘテロアリール-C2-C4-アルキニル、ヘテ
ロアリール-C1-C4-ハロアルキル、ヘテロアリール-C2-C4-ハロアルケニル、ヘテロアリー
ル-C2-C4-ハロアルキニル、ヘテロアリール-C1-C4-ヒドロキシアルキル、ヘテロアリール
-C2-C4-ヒドロキシアルケニル、ヘテロアリール-C2-C4-ヒドロキシアルキニル、ヘテロア
リールカルボニル-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールカルボニルオキシ-C1-C4-アルキル、
ヘテロアリールオキシカルボニル-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールオキシ-C1-C4-アルキ
ル、ヘテロアリールチオ-C1-C4-アルキル、ヘテロアリールスルフィニル-C1-C4-アルキル
、ヘテロアリールスルホニル-C1-C4-アルキルにおけるヘテロアリール基は以下のとおり
である：
炭素原子に加えて、1～4個の窒素原子、または1～3個の窒素原子および酸素もしくは硫黄
原子、または1個の酸素原子もしくは1個の硫黄原子を含有する、5～10個の環員を有する
単環または二環の芳香族ヘテロアリール、例えば
フリル(例えば2-フリル、3-フリル)、チエニル(例えば2-チエニル、3-チエニル)、ピロリ
ル(例えばピロール-2-イル、ピロール-3-イル)、ピラゾリル(例えばピラゾール-3-イル、
ピラゾール-4-イル)、イソオキサゾリル(例えばイソオキサゾール-3-イル、イソオキサゾ
ール-4-イル、イソオキサゾール-5-イル)、イソチアゾリル(例えばイソチアゾール-3-イ
ル、イソチアゾール-4-イル、イソチアゾール-5-イル)、イミダゾリル(例えばイミダゾー
ル-2-イル、イミダゾール-4-イル)、オキサゾリル(例えばオキサゾール-2-イル、オキサ
ゾール-4-イル、オキサゾール-5-イル)、チアゾリル(例えばチアゾール-2-イル、チアゾ
ール-4-イル、チアゾール-5-イル)、オキサジアゾリル(例えば1,2,3-オキサジアゾール-4
-イル、1,2,3-オキサジアゾール-5-イル、1,2,4-オキサジアゾール-3-イル、1,2,4-オキ
サジアゾール-5-イル、1,3,4-オキサジアゾール-2-イル)、チアジアゾリル(例えば1,2,3-
チアジアゾール-4-イル、1,2,3-チアジアゾール-5-イル、1,2,4-チアジアゾール-3-イル
、1,2,4-チアジアゾール-5-イル、1,3,4-チアジアゾリル-2-イル)、トリアゾリル(例えば
1,2,3-トリアゾール-4-イル、1,2,4-トリアゾール-3-イル)、テトラゾール-5-イル、ピリ
ジル(例えばピリジン-2-イル、ピリジン-3-イル、ピリジン-4-イル)、ピラジニル(例えば
ピリダジン-3-イル、ピリダジン-4-イル)、ピリミジニル(例えばピリミジン-2-イル、ピ
リミジン-4-イル、ピリミジン-5-イル)、ピラジン-2-イル、トリアジニル(例えば1,3,5-
トリアジン-2-イル、1,2,4-トリアジン-3-イル、1,2,4-トリアジン-5-イル、1,2,4-トリ
アジン-6-イル)、テトラジニル(例えば1,2,4,5-テトラジン-3-イル)などの単環；および
また上記の単環のベンゾ縮合誘導体などの二環、例えばキノリニル、イソキノリニル、イ
ンドリル、ベンゾチエニル、ベンゾフラニル、ベンゾオキサゾリル、ベンゾチアゾリル、
ベンゾイソチアゾリル、ベンゾイミダゾリル、ベンゾピラゾリル、ベンゾチアジアゾリル
、ベンゾトリアゾリル；
1～4個の窒素原子を有する、または1～3個の窒素原子および1個の酸素もしくは硫黄原子
を有する、または1個の酸素もしくは硫黄原子を有する5または6員のヘテロアリールは以
下のとおりである：
例えば、炭素原子を介して結合されており、且つ炭素原子に加えて、環員として1～4個の
窒素原子、または1～3個の窒素原子および1個の酸素もしくは硫黄原子を含有していてよ
い、あるいは1個の酸素または硫黄原子を有する芳香族5員ヘテロ環、例えば2-フリル、3-
フリル、2-チエニル、3-チエニル、2-ピロリル、3-ピロリル、3-イソオキサゾリル、4-イ
ソオキサゾリル、5-イソオキサゾリル、3-イソチアゾリル、4-イソチアゾリル、5-イソチ
アゾリル、3-ピラゾリル、4-ピラゾリル、5-ピラゾリル、2-オキサゾリル、4-オキサゾリ
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ル、5-オキサゾリル、2-チアゾリル、4-チアゾリル、5-チアゾリル、2-イミダゾリル、4-
イミダゾリル、1,2,4-オキサジアゾール-3-イル、1,2,4-オキサジアゾール-5-イル、1,2,
4-チアジアゾール-3-イル、1,2,4-チアジアゾール-5-イル、1,2,4-トリアゾール-3-イル
、1,3,4-オキサジアゾール-2-イル、1,3,4-チアジアゾール-2-イルおよび1,3,4-トリアゾ
ール-2-イル；
例えば、炭素原子を介して結合されており、且つ炭素原子に加えて、環員として1～4個、
好ましくは1～3個の窒素原子を含んでいてよい芳香族6員ヘテロ環、例えば2-ピリジニル
、3-ピリジニル、4-ピリジニル、3-ピリダジニル、4-ピリダジニル、2-ピリミジニル、4-
ピリミジニル、5-ピリミジニル、2-ピラジニル、1,3,5-トリアジン-2-イルおよび1,2,4-
トリアジン-3-イル。
【００４９】
　本発明は、植物の健康を改善する方法であって、植物、植物の一部、植物が生長してい
るかもしくは生長することが予想される場所および/または植物が生長する繁殖体を、少
なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有用な塩を含む本発明による組成物で処
理することを含んでなる、上記方法に関する。本発明の方法によれば、植物、植物が生長
しているかもしくは生長することが予想される場所、および/または植物が生長する繁殖
体を混合物で処理することもできる。
【００５０】
　本発明の用語において、「混合物」とは、少なくとも2種の活性成分の組み合わせを意
味する。本発明の場合、混合物は、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業上有
用な塩と、少なくとも1種の別の化合物(B)またはその農業上有用な塩とを含む。
【００５１】
　本発明の用語において、「組成物」とは、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその
農業上有用な塩を含有する物理的混合物および/または少なくとも1種の化合物(A)と少な
くとも1種の化合物(B)との混合物に限定されるものではなく、その使用が時間的且つ場所
的に関連している、成分(A)および/または(B)のあらゆる調製形態を指す。本発明の1つの
実施形態において、「組成物」とは、少なくとも1種の化合物(A)と少なくとも1種の化合
物(B)との物理的混合物を指す。本発明の別の実施形態において、「組成物」とは、別々
に製剤化されるが、同じ植物、繁殖体または場所に、時間的に関連して、すなわち同時に
または後で施用される(後の施用は2種の化合物の組み合わせの作用を可能とする時間間隔
を有する)、化合物(A)および(B)を指す。化合物(A)と化合物(B)とが別々に製剤化される
組成物の1つの例は2成分キットである。従って、本発明の用語において「組成物」は、液
体担体または固体担体ならびに場合により少なくとも1種の界面活性化合物および/または
少なくとも1種の慣用の補助剤を含有する第1の化合物と、液体担体または固体担体ならび
に場合により少なくとも1種の界面活性化合物および/または少なくとも1種の慣用の補助
剤を含有する第2の化合物とを含む2成分キットをも指し得る。好適な液体担体および固体
担体、界面活性化合物および補助剤は以下に記載される。
【００５２】
　上記の式I、式I.a、式I.bおよび式I.cの化合物(A)ならびに下記の化合物(B)は、それら
の農業上有用な塩の形態で用いることもできる。
【００５３】
　化合物(A)および(B)、それらの好ましい使用および使用方法の好ましい実施形態に関す
る以下に述べた所見は、それぞれ単独であるか、または好ましくは互いの組み合わせであ
ると理解されたい。
【００５４】
　特定の実施形態において、式Iのヘテロアロイル置換アラニンの可変部は以下の意味を
有し、これらは、単独でまた互いに組み合わせて式Iの化合物の特定の実施形態である。
【００５５】
　好ましいのは、可変部が以下に定義されるとおりである式Iのヘテロアロイル置換アラ
ニン化合物(A)またはその農業上有用な塩である：
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Qは、1～4個の窒素原子を有し、または1～3個の窒素原子および1個の酸素もしくは硫黄原
子を有し、または1個の酸素もしくは硫黄原子を有する5または6員のヘテロアリールであ
り、この場合、該ヘテロアリールはC1-C6-アルキルまたはC1-C6-ハロアルキルからなる群
から選択される1～3個の基を有していてよく；
R1、R2は、水素またはヒドロキシルであり；
R3は、C1-C6-アルキルまたはC1-C4-シアノアルキルであり；
R5は、水素、C1-C6-アルキル、C2-C6-アルケニル、C2-C6-アルキニル、C1-C6-ハロアルキ
ル、C3-C6-シクロアルキル、3～6員のヘテロシクリル
(この場合、上記のシクロアルキル、シクロアルケニルまたは3～6員のヘテロシクリル基
は、C1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキル、ヒドロキシル、C1-C6-アルコキシ、C1-C6-ハ
ロアルコキシ、ジ(C1-C6-アルキル)アミノからなる群から選択される1～3個の基を有して
いてよい)、
C1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-アルケニルオキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-ア
ルキニルオキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-ハロアルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルコ
キシ-C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C1-C6-アルキルチオ-C1-C4-アルキル、C1-C6-
アルキルスルホニル-C1-C4-アルキル、
フェニル、フェニル-C1-C4-アルキル、フェニル-C1-C4-ヒドロキシアルキル、フェニルオ
キシ-C1-C4-アルキル、ヘテロアリール
(この場合、上記のフェニルおよびヘテロアリール基は、部分的にまたは完全にハロゲン
化されていてよく、および/またはシアノ、ニトロ、C1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキ
ル、ヒドロキシル、C1-C6-ヒドロキシアルキル、C1-C6-アルコキシまたはC1-C6-ハロアル
コキシからなる群から選択される1～3個の基を有していてよい）
であり、あるいは
R4およびR5は、一緒になって、1～4個の窒素原子、1個の窒素原子および1個の酸素もしく
は硫黄原子、1個の酸素原子、または2個の酸素原子を含有していてよく、および/またはC

1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキル、C1-C6-アルコキシ、C1-C6-ハロアルコキシおよびC

1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキルからなる群から選択される1～3個の基を有していてよい
3～10員環を形成し；
R6は、水素またはOR7もしくはNR8であり、
R7は、水素、C1-C6-アルキル、C3-C6-アルケニル、ホルミル、C1-C6-アルキルカルボニル
、C3-C6-シクロアルキルカルボニル、C2-C6-アルケニルカルボニル、C2-C6-アルキニルカ
ルボニル、C1-C6-アルコキシカルボニル、C3-C6-アルケニルオキシカルボニル、C3-C6-ア
ルキニルオキシカルボニル、アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノカルボニル、C3-C

6-アルケニルアミノカルボニル、C3-C6-アルキニルアミノカルボニル、ジ(C1-C6-アルキ
ル)アミノカルボニル、N-(C3-C6-アルケニル)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-
(C3-C6-アルキニル)-N-(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C1-C6-アルコキシ)-N-(C

1-C6-アルキル)アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノチオカルボニル、ジ(C1-C6-ア
ルキル)アミノチオカルボニル
(この場合、上記のアルキル、シクロアルキルおよびアルコキシ基は、1～3個の以下の基
：C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、フェノキシカルボニル、N-(C1-C6-アルキル)
-N-(フェニル)アミノカルボニル、フェニルカルボニルを有していてよい)
であり；
R8は、水素、C1-C6-アルキル、ホルミル、C1-C6-アルキルカルボニル、アミノカルボニル
、C1-C6-アルキルアミノカルボニル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、フェニル、
フェニルカルボニル
(この場合、フェニル基は部分的にもしくは完全にハロゲン化されていてよく、および/ま
たは1～3個の以下の基：ニトロ、シアノ、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-
アルコキシまたはC1-C4-ハロアルコキシを有していてよい)
であり；
R9は、水素またはC1-C6-アルキルである。
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　特に好ましいのは、可変部が以下に定義されるとおりである式Iのヘテロアロイル置換
アラニン化合物(A)：
(Qは、1～4個の窒素原子を有し、または1～3個の窒素原子および1個の酸素もしくは硫黄
原子を有し、または1個の酸素もしくは硫黄原子を有する5員のヘテロアリールであり、こ
の場合、該ヘテロアリールはC1-C6-アルキルまたはC1-C6-ハロアルキルからなる群から選
択される1～3個の基を有していてよく；
R1、R2は水素であり；
R3は、C1-C6-アルキルであり；
R5は、C1-C6-アルキル、C2-C6-アルケニル、C2-C6-アルキニル、C1-C6-ハロアルキル、C3
-C6-シクロアルキル、3～6員のヘテロシクリル
(この場合、上記のシクロアルキル、シクロアルケニルまたは3～6員のヘテロシクリル基
は、C1-C6-アルキル、C1-C6-アルコキシ、C1-C6-アルコキシ-C1-C4-アルキル、C2-C6-ア
ルケニルオキシ-C1-C4-アルキル、フェニル、ヘテロアリールからなる群から選択される1
～3個の基を有していてよく、
ここで上記のフェニルおよびヘテロアリール基は、部分的にもしくは完全にハロゲン化さ
れていてよく、および/またはC1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキルからなる群から選択
される1～3個の基を有していてよい）であり、
あるいは
R4およびR5は、一緒になって、炭素環であってもよく、または1～4個の窒素原子を含有し
、または1個の窒素原子および1個の酸素もしくは硫黄原子を含有し、または1個の酸素原
子を含有し、または2個の酸素原子を含有する、および/またはC1-C6-アルキル、C1-C6-ア
ルコキシからなる群から選択される1～3個の基を有していてよい4～6員環を形成し；
R6は、水素またはOR7もしくはNR8R9であり；
R7は、水素、ホルミル、C1-C6-アルキルカルボニル、アミノカルボニル、C1-C6-アルキル
アミノカルボニル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、N-(C1-C6-アルキル)-N-(フェ
ニル)アミノカルボニルであり；
R8は、ホルミル、C1-C6-アルキルカルボニル、アミノカルボニル、C1-C6-アルキルアミノ
カルボニル、ジ(C1-C6-アルキル)アミノカルボニル、フェニルカルボニル
(この場合、フェニル基は部分的にもしくは完全にハロゲン化されていてよい)である)
またはその農業上有用な塩である。
【００５７】
　式Iの化合物(A)に関する好ましい例は、以下に定義される式I.a、I.bおよびI.cの化合
物にも当てはまる。
【００５８】
　特に好ましいのは、以下の表1～21にまとめられる式I.a、I.bおよびI.cの化合物であり
、この場合、置換基R4およびR5の定義は、以下の表YにおけるY-1～Y-37から選択される。
【００５９】
　置換基の表に挙げられる基はさらに、それらが記載されている組み合わせとは独立に、
当該置換基の特に好ましい実施形態である。
【００６０】
　1つの実施形態において、Qが1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-イルで
ある式Iに対応する、式I.a：
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【化２】

【００６１】
で表される化合物が好ましい。
【００６２】
　表1：R6がHであり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も表Yの1つ
の行に対応する、式I.aの化合物。
【００６３】
　表2：R6がOHであり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も表Yの1
つの行に対応する、式I.aの化合物。
【００６４】
　表3：R6がOCOCH3であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も表Y
の1つの行に対応する、式I.aの化合物。
【００６５】
　表4：R6がOCON(CH3)2であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合
も表Yの1つの行に対応する、式I.aの化合物。
【００６６】
　表5：R6がOCONHCH3であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も
表Yの1つの行に対応する、式I.aの化合物。
【００６７】
　表6：R6がNHCON(CH3)2であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合
も表Yの1つの行に対応する、式I.aの化合物。
【００６８】
　表7：R6がNHCO(o-F-C6H4)であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの
場合も表Yの1つの行に対応する、式I.aの化合物。
【００６９】
　1つの実施形態において、Q = 5-フルオロ-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾ
ール-4-イルである式Iに対応する、式I.b：
【化３】

【００７０】
で表される化合物が好ましい。
【００７１】
　表8：R6がHであり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も表Yの1つ
の行に対応する、式I.bの化合物。
【００７２】
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　表9：R6がOHであり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も表Yの1
つの行に対応する、式I.bの化合物。
【００７３】
　表10：R6がOCOCH3であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も表
Yの1つの行に対応する、式I.bの化合物。
【００７４】
　表11：R6がOCON(CH3)2であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合
も表Yの1つの行に対応する、式I.bの化合物。
【００７５】
　表12：R6がOCONHCH3であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も
表Yの1つの行に対応する、式I.bの化合物。
【００７６】
　表13：R6がNHCON(CH3)2であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場
合も表Yの1つの行に対応する、式I.bの化合物。
【００７７】
　表14：R6がNHCO(o-F-C6H4)であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの
場合も表Yの1つの行に対応する、式I.bの化合物。
【００７８】
　1つの実施形態において、Q = 5-メチル-2-トリフルオロメチル-フラン-3-イルである式
Iに対応する、式I.c：
【化４】

【００７９】
で表される化合物が好ましい。
【００８０】
　表15：R6がHであり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も表Yの1
つの行に対応する、式I.cの化合物。
【００８１】
　表16：R6がOHであり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も表Yの1
つの行に対応する、式I.cの化合物。
【００８２】
　表17：R6がOCOCH3であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も表
Yの1つの行に対応する、式I.cの化合物。
【００８３】
　表18：R6がOCON(CH3)2であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合
も表Yの1つの行に対応する、式I.cの化合物。
【００８４】
　表19：R6がOCONHCH3であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場合も
表Yの1つの行に対応する、式I.cの化合物。
【００８５】
　表20：R6がNHCON(CH3)2であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの場
合も表Yの1つの行に対応する、式I.cの化合物。
【００８６】
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　表21：R6がNHCO(o-F-C6H4)であり、それぞれの化合物のR4およびR5の意味が、いずれの
場合も表Yの1つの行に対応する、式I.cの化合物。
【表１】

【００８７】
　本発明による方法の特に好ましい実施形態は、以下からなるヘテロアロイル置換アラニ
ン類の群から選択される1種の式Iの化合物(A)の施用を包含する：
5-メチル-2-トリフルオロメチル-フラン-3-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-フェニ
ル-エチル)-アミド；
2-メチル-5-トリフルオロメチル-オキサゾール-4-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-
フェニル-エチル)-アミド； 
1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-
フェニル-エチル)-アミド；
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2-トリフルオロメチル-チオフェン-3-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-フェニル-エ
チル)-アミド； 
メチル-カルバミン酸1-メチル-2-メチルカルバモイル-2-[(5-メチル-2-トリフルオロメチ
ル-フラン-3-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル； 
メチル-カルバミン酸1-メチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル； 
メチル-カルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピ
ラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピラン-4-イル)-エチルエステル； 
ジメチル-カルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-
ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピラン-4-イル)-エチルエステル；
メチル-カルバミン酸1,1-ジメチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロ
メチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル；
メチル-カルバミン酸1,1-ジメチル2-メチルカルバモイル-2-[(5-メチル-2-トリフルオロ
メチル-フラン-3-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル。
【００８８】
　本発明による方法の別の特に好ましい実施形態は、以下からなるヘテロアロイル置換ア
ラニン類の群から選択される1種の式Iの化合物(A)の施用を包含する：
ジメチル-カルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-
ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピラン-4-イル)-エチルエステル (
化合物1)；
5-メチル-2-トリフルオロメチル-フラン-3-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-フェニ
ル-エチル)-アミド (化合物2)； 
1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-
フェニル-エチル)-アミド (化合物3)； 
メチル-カルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピ
ラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル (化合物4)；
メチル-カルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピ
ラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピラン-4-イル)-エチルエステル (化
合物5)； 
メチル-カルバミン酸1,1-ジメチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロ
メチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル (化合物6)；
1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸(2-ヒドロキシ-3-メトキシ
-2-メトキシメチル-1-メチルカルバモイル-プロピル)-アミド (化合物7)；
メチル-カルバミン酸1,1-bis-メトキシメチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-ト
リフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル (化合物8)；
メチル-カルバミン酸(E)-1-メチル-1-{メチルカルバモイル-[(1-メチル-3-トリフルオロ
メチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-メチル}-ブタ-2-エニルエステル (化合物
9)；
2-メチル-5-トリフルオロメチル-オキサゾール-4-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-
フェニル-エチル)-アミド； 
2-トリフルオロメチル-チオフェン-3-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-フェニル-エ
チル)-アミド； 
メチル-カルバミン酸1-メチル-2-メチルカルバモイル-2-[(5-メチル-2-トリフルオロメチ
ル-フラン-3-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル； 
メチル-カルバミン酸1-メチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル；および
メチル-カルバミン酸1,1-ジメチル-2-メチルカルバモイル-2-[(5-メチル-2-トリフルオロ
メチル-フラン-3-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル。
【００８９】
　本発明による1つの実施形態において、化合物(A)は単独で施用される。
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【００９０】
　本発明による方法において、通常は1種の式Iの化合物(A)の施用で十分であるが、２種
以上の式Iの化合物(A)を使用することが有利であり得る。
【００９１】
　また本発明の1つの実施形態において、少なくとも1種の式Iの化合物(A)と以下に挙げら
れる少なくとも1種の活性化合物(B)との混合物を、植物および/または植物が生長してい
るかもしくは生長しようとしている場所および/または植物繁殖体に施用することも有利
であり得る。化合物(A)もしくはそれらを含む組成物を、さらなる化合物(A)および/また
は少なくとも1種のさらなる化合物(B)と混合すると、多くの場合、獲得される植物健康効
果の増大がもたらされる。
【００９２】
　従って化合物(群)(B)は、式Iで表される別の活性化合物(A)のための、本発明による相
乗剤として使用することができる。少なくとも1種の化合物(A)を、少なくとも1種の化合
物(B)と同時に、すなわち一緒にもしくは別々に施用する場合、植物の健康は相乗的に増
加し得る。
【００９３】
　混合物を調製する場合、純粋な活性化合物(A)を使用することが好ましいが、必要であ
れば、植物の健康を改善するため、活性化合物(A)をさらなる活性化合物(B)と混合しても
よい。
【００９４】
　本発明による化合物(A)と併用し得る活性化合物(B)の以下のリストは、可能性のある組
み合わせを示すことを意図するものであり、これらを限定するものではない。本発明によ
る化合物(B)は、それらが記載される群とは独立に、以下から選択される：
　B.1)　ストロビルリン類
アゾキシストロビン、ジモキシストロビン、エネストロブリン、フルオキサストロビン、
クレソキシムメチル、メトミノストロビン(methominostrobin)、オリサストロビン、ピコ
キシストロビン、ピラクロストロビン、ピリベンカルブ、トリフロキシストロビン、2-(2
-(6-(3-クロロ-2-メチルフェノキシ)-5-フルオロ-ピリミジン-4-イルオキシ)-フェニル)-
2-メトキシイミノ-N-メチル-アセトアミド、3-メトキシ-2-(2-(N-(4-メトキシ-フェニル)
-シクロプロパン-カルボキシミドイルスルファニルメチル)-フェニル)-アクリル酸メチル
エステル、メチル(2-クロロ-5-[1-(3-メチルベンゾイルオキシイミノ)エチル]ベンゾイル
)カーバメートおよび2-(2-(3-(2,6-ジクロロフェニル)-1-メチル-アリリデンアミノオキ
シメチル)-フェニル)-2-メトキシイミノ-N-メチルアセトアミド；
　B.2)　カルボキサミド類
　B.2.1)　カルボキシアニリド類：ベナラキシル、ベナラキシル-M、ベノダニル、ビキサ
フェン、ボスカリド、カルボキシン、フェンフラム、フェンヘキサミド、フルトラニル、
フラメトピル、イソピラザム、イソチアニル、キララキシル、メプロニル、メタラキシル
、メタラキシル-M(メフェノキサム)、オフラース、オキサジキシル、オキシカルボキシン
、ペンチオピラド、テクロフタラム、チフルズアミド、チアジニル、2-アミノ-4-メチル-
チアゾール-5-カルボキシアニリド、2-クロロ-N-(1,1,3-トリメチル-インダン-4-イル)-
ニコチンアミド、N-(2',4'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',4'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフル
オロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-ジフルオロビフェニ
ル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-
ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキ
サミド、N-(3',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピ
ラゾール-4-カルボキサミド、
N-(3'-フルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カ
ルボキサミド、
N-(3'-クロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カル
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ボキサミド、
N-(2'-フルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カ
ルボキサミド、
N-(2'-クロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カル
ボキサミド、
N-(3',5'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-
カルボキサミド、
N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾ
ール-4-カルボキサミド、
N-(2',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾ
ール-4-カルボキサミド、
N-[2-(1,1,2,3,3,3-ヘキサフルオロプロポキシ)-フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-メチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(1,1,2,2-テトラフルオロエトキシ)-フェニ
ル]-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(4'-トリフルオ
ロメチルチオビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カル
ボキサミド、
N-(2-(1,3-ジメチル-ブチル)-フェニル)-1,3-ジメチル-5-フルオロ-1H-ピラゾール-4-カ
ルボキサミド、N-(2-(1,3,3-トリメチル-ブチル)-フェニル)-1,3-ジメチル-5-フルオロ-1
H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(4'-クロロ-3',5'-ジフルオロ-ビフェニル-2-イル)-
3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(4'-クロロ-3',5'-
ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カル
ボキサミド、N-(3',4'-ジクロロ-5'-フルオロ-ビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロメチ
ル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',5'-ジフルオロ-4'-メチル-ビフェ
ニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',5
'-ジフルオロ-4'-メチル-ビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラ
ゾール-4-カルボキサミド、N-(2-ビシクロプロピル-2-イル-フェニル)-3-ジフルオロメチ
ル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(cis-2-ビシクロプロピル-2-イル-フ
ェニル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(trans-2-
ビシクロプロピル-2-イル-フェニル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カ
ルボキサミド、N-[1,2,3,4-テトラヒドロ-9-(1-メチルエチル)-1,4-メタノナフタレン5-
イル]-3-(ジフルオロメチル)-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド；
　B.2.2)　カルボン酸モルホリド類：ジメトモルフ、フルモルフ；
　B.2.3)　安息香酸アミド類：フルメトベル、フルオピコリド、フルオピラム、ゾキサミ
ド、N-(3-エチル-3,5,5-トリメチル-シクロヘキシル)-3-ホルミルアミノ-2-ヒドロキシ-
ベンズアミド；
　B.2.4)　他のカルボキサミド類：カルプロパミド、ジシクロメット、マンジプロパミド
、オキシテトラサイクリン、シルチオファムおよびN-(6-メトキシピリジン-3-イル)シク
ロプロパンカルボン酸アミド；
　B.3)　アゾール類
　B.3.1)　トリアゾール類：アザコナゾール、ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプ
ロコナゾール、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール-M、エポキシコナ
ゾール、フェンブコナゾール、フルキンコナゾール, フルシラゾール, フルトリアホール
、ヘキサコナゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、メトコナゾール、ミクロブ
タニル、オキスポコナゾール、パクロブトラゾール、ペンコナゾール、プロピコナゾール
、プロチオコナゾール、シメコナゾール、テブコナゾール、テトラコナゾール、トリアジ
メホン、トリアジメノール、トリチコナゾール、ウニコナゾール、1-(4-クロロフェニル)
-2-([1,2,4]トリアゾール-1-イル)-シクロヘプタノール；
　B.3.2)　イミダゾール類：シアゾファミド、イマザリル、ペフラゾエート、プロクロラ
ズ、トリフルミゾール；
　B.3.3)　ベンズイミダゾール類：ベノミル、カルベンダジム、フベリダゾール、チアベ
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ンダゾール；
　B.3.4)　その他：エタボキサム、エトリジアゾール、ヒメキサゾールおよび2-(4-クロ
ロ-フェニル)-N-[4-(3,4-ジメトキシ-フェニル)-イソオキサゾール-5-イル]-2-プロパ-2-
イニルオキシ-アセトアミド；
　B.4)　ヘテロ環化合物類
　B.4.1)　ピリジン類：フルアジナム、ピリフェノックス、3-[5-(4-クロロ-フェニル)-2
,3-ジメチルイソオキサゾリジン-3-イル]-ピリジン、3-[5-(4-メチル-フェニル)-2,3-ジ
メチル-イソオキサゾリジン-3-イル]-ピリジン、2,3,5,6-テトラ-クロロ-4-メタンスルホ
ニル-ピリジン、3,4,5-トリクロロピリジン-2,6-ジ-カルボニトリル、N-(1-(5-ブロモ-3-
クロロ-ピリジン-2-イル)-エチル)-2,4-ジクロロニコチンアミド、N-[(5-ブロモ-3-クロ
ロ-ピリジン-2-イル)-メチル]-2,4-ジクロロ-ニコチンアミド；
　B.4.2)　ピリミジン類：ブピリメート、シプロジニル、ジフルメトリム、フェナリモー
ル、フェリムゾン、メパニピリム、ニトラピリン、ヌアリモール、ピリメタニル；
　B.4.3)　ピペラジン類：トリホリン；
　B.4.4)　モルホリン類：アルジモルフ、ドデモルフ、ドデモルフアセテート、フェンプ
ロピモルフ、トリデモルフ；
　B.4.5)　ピペリジン類：フェンプロピジン；
　B.4.6)　ジカルボキシイミド類：フルオロイミド、イプロジオン、プロシミドン、ビン
クロゾリン；
　B.4.7)　非芳香族5員ヘテロ環：ファモキサドン、フェンアミドン、フルチアニル、オ
クチリノン、プロベナゾール、5-アミノ-2-イソプロピル-3-オキソ-4-オルト-トリル-2,3
-ジヒドロ-ピラゾール-1-カルボチオ酸S-アリルエステル；
　B.4.8)　その他：アシベンゾラル-S-メチル、アミスルブロム、アニラジン、ブラスト
サイジン-S、カプタホール、カプタン、チノメチオナート、ダゾメット、デバカルブ、ジ
クロメジン、ジフェンゾコート、ジフェンゾコートメチルサルフェート、フェノキサニル
、フォルペット、オキソリン酸、ピペラリン、プロキナジド、ピロキロン、キノキシフェ
ン、トリアゾキシド、トリシクラゾール、2-ブトキシ-6-ヨード-3-プロピルクロメン-4-
オン、5-クロロ-1-(4,6-ジメトキシ-ピリミジン-2-イル)-2-メチル-1H-ベンズイミダゾー
ル、5-クロロ-7-(4-メチル-ピペリジン-1-イル)-6-(2,4,6-トリフルオロフェニル)-[1,2,
4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン、6-(3,4-ジクロロ-フェニル)-5-メチル-[1,2,4]トリア
ゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-(4-tert-ブチルフェニル)-5-メチル-[1,2,4]ト
リアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-メチル-6-(3,5,5-トリメチル-ヘキシル)-[
1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-メチル-6-オクチル-[1,2,4]トリ
アゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-メチル-5-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-
a]ピリミジン-7-イルアミン、6-エチル-5-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジ
ン-7-イルアミン、5-エチル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルア
ミン、5-エチル-6-(3,5,5-トリメチル-ヘキシル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-
7-イルアミン、6-オクチル-5-プロピル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルア
ミン、5-メトキシ-メチル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミ
ン、6-オクチル-5-トリフルオロメチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルア
ミン、および5-トリフルオロメチル-6-(3,5,5-トリメチル-ヘキシル)-[1,2,4]トリアゾロ
[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン；
　B.5)　カーバメート類
　B.5.1)　チオカーバメート類およびジチオカーバメート類：ファーバム、マンゼブ、マ
ンネブ、メタム、メタスルホカルブ、メチラム、プロピネブ、チラム、ジネブ、ジラム；
　B.5.2)　カーバメート類：ベンチアバリカルブ、ジエトフェンカルブ、フルベンチアバ
リカルブ、イプロバリカルブ、プロパモカルブ、プロパモカルブ塩酸塩、バリフェナルお
よびN-(1-(1-(4-シアノ-フェニル)エタンスルホニル)-ブタ-2-イル)カルバミン酸-(4-フ
ルオロフェニル)エステル；
　B.6)　他の活性物質



(39) JP 2012-506891 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

　B.6.1)　グアニジン類：グアニジン、ドジン、ドジン遊離塩基、グアザチン、グアザチ
ン酢酸塩、イミノクタジン、イミノクタジントリアセテート、イミノクタジントリス(ア
ルベシレート)；
　B.6.2)　抗生物質：カスガマイシン、カスガマイシン塩酸塩水和物、ストレプトマイシ
ン、ポリオキシン、バリダマイシンA；
　B.6.3)　ニトロフェニル誘導体類：ビナパクリル、ジノブトン、ジノカップ、ニトロタ
ールイソプロピル、テクナゼン；
　有機金属化合物類：フェンチン塩、例えばフェンチンアセテート、フェンチンクロリド
、またはフェンチンヒドロキシド；
　B.6.4)　硫黄含有ヘテロシクリル化合物類：ジチアノン、イソプロチオラン；
　B.6.5)　有機リン化合物類：エジフェンホス、ホセチル、ホセチルアルミニウム、イプ
ロベンホス、亜リン酸およびその塩、ピラゾホス、トルクロホスメチル；
　B.6.6)　有機塩素化合物類：クロロタロニル、ジクロフルアニド、ジクロロフェン、フ
ルスルファミド、ヘキサクロロベンゼン、ペンシクロン、ペンタクロロフェノールおよび
その塩、フタリド、キントゼン、チオファナートメチル、トリルフルアニド、N-(4-クロ
ロ-2-ニトロ-フェニル)-N-エチル-4-メチルベンゼンスルホンアミド；
　B.6.7)　無機活性物質：ボルドー混合物、酢酸銅、水酸化銅、オキシ塩化銅、塩基性硫
酸銅、硫黄；
　B.6.8)　その他：ビフェニル、ブロノポール、シフルフェナミド、シモキサニル、ジフ
ェニルアミン、メトラフェノン、ミルジオマイシン、オキシン銅、プロヘキサジオンカル
シウム、スピロキサミン、トリルフルアニド、N-(シクロプロピルメトキシイミノ(6-ジフ
ルオロメトキシ-2,3-ジフルオロ-フェニル)-メチル)-2-フェニルアセトアミド、N'-(4-(4
-クロロ-3-トリフルオロメチル-フェノキシ)-2,5-ジメチル-フェニル)-N-エチル-N-メチ
ルホルムアミジン、N'-(4-(4-フルオロ-3-トリフルオロメチル-フェノキシ)-2,5-ジメチ
ル-フェニル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン、N'-(2-メチル-5-トリフルオロメチル-
4-(3-トリメチルシラニル-プロポキシ)-フェニル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン、N
'-(5-ジフルオロメチル-2-メチル-4-(3-トリメチルシラニル-プロポキシ)-フェニル)-N-
エチル-N-メチルホルムアミジン、
2-{1-[2-(5-メチル-3-トリフルオロメチル-ピラゾール-1-イル)-アセチル]-ピペリジン-4
-イル}-チアゾール4-カルボン酸メチル-(1,2,3,4-テトラヒドロ-ナフタレン-1-イル)-ア
ミド、2-{1-[2-(5-メチル-3-トリフルオロメチル-ピラゾール-1-イル)-アセチル]-ピペリ
ジン-4-イル}-チアゾール4-カルボン酸メチル(R)-1,2,3,4-テトラヒドロ-ナフタレン1-イ
ル-アミド、酢酸6-tert-ブチル-8-フルオロ-2,3-ジメチルキノリン-4-イルエステル、お
よびメトキシ酢酸6-tert-ブチル-8-フルオロ-2,3-ジメチルキノリン-4-イルエステル。
【００９５】
　B.7)　生長調節剤
アブシジン酸、アミドクロール、アンシミドール、6-ベンゾイルアミノプリン、ブラシノ
ライド、ブトラリン、クロルメコート(クロルメコートクロリド)、コリンクロリド、シク
ラニリド、ダミノジド、ジケグラック、ジメチピン、2,6-ジメチルプリジン、エテホン、
フルメトラリン、フルルプリミドール、フルチアセット、ホルクロルフェニュロン、ジベ
レリン酸、イナベンフィド、インドール-3-酢酸、マレイン酸ヒドラジド、メフルイジド
、メピコート(メピコートクロリド)、ナフタレン酢酸、N-6-ベンジルアデニン、パクロブ
トラゾール、プロヘキサジオン(プロヘキサジオンカルシウム)、プロヒドロジャスモン、
チジアズロン、トリアペンテノール、トリブチルホスホロトリチオエート、2,3,5-トリ-
ヨード安息香酸、トリネキサパックエチルおよびウニコナゾール；
　B.8)　除草剤
　B.8.1)　アセトアミド類：アセトクロール、アラクロール、ブタクロール、ジメタクロ
ール、ジメテナミド、フルフェナセット、メフェナセット、メトラクロール、メタザクロ
ール、ナプロパミド、ナプロアニリド、ペトキサミド、プレチラクロール、プロパクロー
ル、テニルクロール；
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　B.8.2)　アミノ酸誘導体類：ビラナホス、グリホサート、グルホシネート、スルホサー
ト；
　B.8.3)　アリールオキシフェノキシプロピオネート類：クロジナホップ、シハロホップ
ブチル、フェノキサプロップ、フルアジホップ、ハロキシホップ、メタミホップ、プロパ
キザホップ、キザロホップ、キザロホップ-P-テフリル；
　B.8.4)　ビピリジル類：ジコート、パラコート；
　B.8.5)　(チオ)カーバメート類：アシュラム、ブチレート、カルベタミド、デスメジフ
ァム、ジメピペレート、エプタム(EPTC)、エスプロカルブ、モリネート、オルベンカルブ
、フェンメジファム、プロスルホカルブ、ピリブチカルブ、チオベンカルブ、トリアレー
ト；
　B.8.6)　シクロヘキサンジオン類：ブトロキシジム、クレトジム、シクロキシジム、プ
ロホキシジム、セトキシジム、テプラロキシジム、トラルコキシジム；
　B.8.7)　ジニトロアニリン類：ベンフルラリン、エタルフルラリン、オリザリン、ペン
ジメタリン、プロジアミン、トリフルラリン；
　B.8.8)　ジフェニルエーテル類：アシフルオルフェン、アクロニフェン、ビフェノック
ス、ジクロホップ、エトキシフェン、ホメサフェン、ラクトフェン、オキシフルオルフェ
ン；
　B.8.9)　ヒドロキシベンゾニトリル類：ブロモキシニル、ジクロベニル、アイオキシニ
ル；
　B.8.9)　イミダゾリノン類：イマザメタベンズ、イマザモックス、イマザピック、イマ
ザピル、イマザキン、イマゼタピル；
　B.8.10)　フェノキシ酢酸類：クロメプロップ、2,4-ジクロロフェノキシ酢酸(2,4-D)、
2,4-DB、ジクロルプロップ、MCPA、MCPA-チオエチル、MCPB、メコプロップ；
　B.8.11)　ピラジン類：クロリダゾン、フルフェンピルエチル、フルチアセット、ノル
フルラゾン、ピリデート；
　B.8.12)　ピリジン類：アミノピラリド、クロピラリド、ジフルフェニカン、ジチオピ
ル、フルリドン、フルロキシピル、ピクロラム、ピコリナフェン、チアゾピル；
　B.8.13)　スルホニル尿素類：アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロン
、クロリムロンエチル、クロルスルフロン、シノスルフロン、シクロスルファムロン、エ
トキシスルフロン、フラザスルフロン、フルセトスルフロン、フルピルスルフロン、ホラ
ムスルフロン、ハロスルフロン、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、メソスルフロン
、メトスルフロンメチル、ニコスルフロン、オキサスルフロン、プリミスルフロン、プロ
スルフロン、ピラゾスルフロン、リムスルフロン、スルホメツロン、スルホスルフロン、
チフェンスルフロン、トリアスルフロン、トリベヌロン、トルフロキシスルフロン、トリ
フルスルフロン、トリトスルフロン、1-((2-クロロ-6-プロピル-イミダゾ[1,2-b]ピリダ
ジン-3-イル)スルホニル)-3-(4,6-ジメトキシ-ピリミジン-2-イル)尿素；
　B.8.14)　トリアジン類：アメトリン、アトラジン、シアナジン、ジメタメトリン、エ
チオジン、ヘキサジノン、メタミトロン、メトリブジン、プロメトリン、シマジン、テル
ブチラジン、テルブトリン、トリアジフラム；
　B.8.15)　尿素類：クロロトルロン、ダイムロン、ジウロン、フルオメツロン、イソプ
ロツロン、リニュロン、メタベンズチアズロン、テブチウロン；
　B.8.16)　他のアセト乳酸合成酵素阻害剤類：ビスピリバックナトリウム、クロランス
ラムメチル、ジクロスラム、フロラスラム、フルカルバゾン、フルメツラム、メトスラム
、オルトスルファムロン、ペノキススラム、プロポキシカルバゾン、ピリバムベンズ-プ
ロピル、ピリベンゾキシム、ピリフタリド、ピリミノバックメチル、ピリミスルファン、
ピリチオバック、ピロキサスルホン、ピロキシスラム；
　B.8.17)　その他：アミカルバゾン、アミノトリアゾール、アニロホス、ベフルブタミ
ド、ベナゾリン、ベンカルバゾン、ベンフレセート、ベンゾフェナップ、ベンタゾン、ベ
ンゾビシクロン、ブロマシル、ブロモブチド、ブタフェナシル、ブタミホス、カフェンス
トロール、カルフェントラゾン、シニドンエチル、クロルタール、シンメチリン、クロマ
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ゾン、クミルロン、シプロスルファミド、ジカンバ、シフェンゾクアット、ジフルフェン
ゾピル、ドレクスレラモノセラス、エンドタール、エトフメセート、エトベンザニド、フ
ェントラザミド、フルミクロラックペンチル、フルミオキサジン、フルポキサム、フルロ
クロリドン、フルルタモン、インダノファン、イソキサベン、イソキサフルトール、レナ
シル、プロパニル、プロピザミド、キンクロラック、キンメラック、メソトリオン、メチ
ルアルソン酸、ナプタラム、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オキサジクロメホン、
ペントキサゾン、ピノキサデン、ピラクロニル、ピラフルフェンエチル、ピラスルホトー
ル、ピラゾキシフェン、ピラゾリネート、キノクラミン、サフルフェナシル、スルコトリ
オン、スルフェントラゾン、テルバシル、テフリルトリオン、テムボトリオン、チエンカ
ルバゾン、トプラメゾン、4-ヒドロキシ-3-[2-(2-メトキシエトキシメチル)-6-トリフル
オロメチル-ピリジン-3-カルボニル]-ビシクロ[3.2.1]オクタ-3-エン-2-オン、(3-[2-ク
ロロ-4-フルオロ-5-(3-メチル-2,6-ジオキソ-4-トリフルオロメチル-3,6-ジヒドロ-2H-ピ
リミジン-1-イル)-フェノキシ]-ピリジン-2-イルオキシ)-酢酸エチルエステル、6-アミノ
-5-クロロ-2-シクロプロピル-ピリミジン4-カルボン酸メチルエステル、6-クロロ-3-(2-
シクロプロピル-6-メチル-フェノキシ)-ピリダジン-4-オール、4-アミノ-3-クロロ-6-(4-
クロロ-フェニル)-5-フルオロ-ピリジン-2-カルボン酸、4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ
-2-フルオロ-3-メトキシ-フェニル)-ピリジン-2-カルボン酸メチルエステル、および4-ア
ミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-3-ジメチルアミノ-2-フルオロ-フェニル)-ピリジン-2-カル
ボン酸メチルエステル。
【００９６】
　B.9)　殺虫剤
　B.9.1)　有機(チオ)リン酸エステル類：アセフェート、アザメチオホス、アジンホス-
メチル、クロルピリホス、クロルピリホス-メチル、クロルフェンビンホス、ダイアジノ
ン、ジクロルボス、ジクロトホス、ジメトエート、ジスルホトン、エチオン、フェニトロ
チオン、フェンチオン、イソキサチオン、マラチオン、メタミドホス、メチダチオン、メ
チルパラチオン、メビンホス、モノクロトホス、オキシデメトン-メチル、パラオキソン
、パラチオン、フェントエート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン、ホレート、ホ
キシム、ピリミホス-メチル、プロフェノホス、プロチオホス、スルプロホス、テトラク
ロルビンホス、テルブホス、トリアゾホス、トリクロルホン；
　B.9.2)　カーバメート類：アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカ
ルブ、カルバリル、カルボフラン、カルボスルファン、フェノキシカルブ、フラチオカル
ブ、メチオカルブ、メソミル、オキサミル、ピリミカルブ、プロポキスル、チオジカルブ
、トリアザメート；
　B.9.3)　ピレスロイド類：アレトリン、ビフェントリン、シフルトリン、シハロトリン
、シフェノトリン、シペルメトリン、アルファ-シペルメトリン、ベータ-シペルメトリン
、ゼータ-シペルメトリン、デルタメトリン、エスフェンバレレート、エトフェンプロッ
クス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、イミプロトリン、ラムダ-シハロトリン
、ペルメトリン、プラレトリン、ピレトリンIおよびII、レスメトリン、シラフルオフェ
ン、タウ-フルバリナート、テフルトリン、テトラメトリン、トラロメトリン、トランス
フルトリン、プロフルトリン、ジメフルトリン；
　B.9.4)　昆虫成長調節剤：a) キチン合成阻害剤：ベンゾイル尿素類：クロルフルアズ
ロン、シロマジン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フルフェノクスロン、ヘキ
サフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、テフルベンズロン、トリフルムロン；ブプロ
フェジン、ジオフェノラン、ヘキシチアゾクス、エトキサゾール、クロフェンテジン；b)
 エクジソンアンタゴニスト類：ハロフェノジド、メトキシフェノジド、テブフェノジド
、アザジラクチン；c) 幼若ホルモン様物質：ピリプロキシフェン、メトプレン、フェノ
キシカルブ；d) 脂質生合成阻害剤：スピロジクロフェン、スピロメシフェン、スピロテ
トラマト；
　B.9.5)　ニコチン受容体アゴニスト／アンタゴニスト化合物：クロチアニジン、ジノテ
フラン、イミダクロプリド、チアメトキサム、ニテンピラム、アセタミプリド、チアクロ
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プリド、1-(2-クロロ-チアゾール-5-イルメチル)-2-ニトリミノ-3,5-ジメチル-[1,3,5]ト
リアジナン；
　B.9.6)　GABAアンタゴニスト化合物：エンドスルファン、エチプロール、フィプロニル
、バニリプロール、ピラフルプロール、ピリプロール、5-アミノ-1-(2,6-ジクロロ-4-メ
チルフェニル)-4-スルフィナモイル-1H-ピラゾール-3-カルボチオ酸アミド；
　B.9.7)　大環状ラクトン系殺虫剤：アバメクチン、エマメクチン、ミルベメクチン、レ
ピメクチン、スピノサド、スピネトラム；
　B.9.8)　ミトコンドリア電子伝達阻害剤(METI)I 殺ダニ剤：フェナザキン、ピリダベン
、テブフェンピラド、トルフェンピラド、フルフェネリム；
　B.9.9)　METI IIおよびIII化合物：アセキノシル、フルアシプリム、ヒドラメチルノン
；
　B.9.10)　脱共役剤：クロルフェナピル；
　B.9.11)　酸化的リン酸化阻害剤：シヘキサチン、ジアフェンチウロン、酸化フェンブ
タスズ、プロパルギット；
　B.9.12)　脱皮撹乱剤化合物：シロマジン；
　B.9.13)　混合機能オキシダーゼ阻害剤：ピペロニルブトキシド；
　B.9.14)　ナトリウムチャネル遮断薬：インドキサカルブ、メタフルミゾン；
　B.9.15)　他の殺虫剤：ベンクロチアズ、ビフェナゼート、カルタップ、フロニカミド
、ピリダリル、ピメトロジン、硫黄、チオシクラム、フルベンジアミド、クロラントラニ
リプロール、シアジピル(HGW86)、シエノピラフェン、フルピラゾホス、シフルメトフェ
ン、アミドフルメト、イミシアホス、ビストリフルロン、およびピリフルキナゾン。
【００９７】
　B.10)　エチレン調節剤
　B.10.1)　S-アデノシル-L-メチオニンの、1-アミノシクロプロパン-1-カルボン酸(ACC)
への変換を阻害するエチレン生合成阻害剤、例えばビニルグリシン誘導体類、ヒドロキシ
ルアミン類、オキシムエーテル誘導体類；
　B.10.2)　ACCのエチレンへの変換を遮断するエチレン生合成の阻害剤であって、Co++ま
たはNi++イオン、ラジカル消去フェノール性物質(例えば没食子酸n-プロピル)、ポリアミ
ン類(例えばプトレシン、スペルミン、スペルミジン)、構造的ACC類似体(例えばα-アミ
ノイソ酪酸、L-アミノシクロプロペン-1-カルボン酸、合成類似体であるアシベンゾラル-
S-メチルを含むサリチル酸)、およびまたP-450依存性モノオキシゲナーゼの阻害剤として
のトリアゾリル化合物から選択されるもの；
　B.10.3)　エチレン作用の阻害剤であって、以下からなる群から選択されるもの：エチ
レンの構造類似体(例えばシクロプロペンおよびその誘導体(すなわち米国特許第5518988
号、第6194350号)、具体的には1-メチルシクロプロペン(1-MCP))、または2,5-ノルボルナ
ジエン、および3-アミノ-1,2,4-トリアゾールもしくはAg+イオン。
【００９８】
　本発明による方法の好ましい実施形態は、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその
農業上有用な塩と、以下からなる群から選択される少なくとも1種の農業上活性な化合物(
B)またはその農業上有用な塩とを含む混合物の施用を包含する：
N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾ
ール-4-カルボキサミド、アゾキシストロビン、ジモキシストロビン、フルオキサストロ
ビン、クレソキシムメチル、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビ
ン、トリフロキシストロビン、ビキサフェン、ボスカリド、イソピラザム、イソチアニル
、メタラキシル、メタラキシル-M(メフェノキサム)、ペンチオピラド、ジメトモルフ、ゾ
キサミド、マンジプロパミド、シルチオファム、シプロコナゾール、ジフェノコナゾール
、エポキシコナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、メト
コナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、テブコナゾール、トリチコナゾー
ル、プロクロラズ、シプロジニル、ピリメタニル、フルジオキソニル、フェンプロピモル
フ、フェンプロピジン、イプロジオン、ファモキサドン、プロベナゾール、プロキナジド
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、キノキシフェン、アシベンゾラル-S-メチル、メチラム、チラム、グアザチン、ジチア
ノン、ホセチルアルミニウム、クロロタロニル、フタリド、チオファナートメチル、シモ
キサニル、メトラフェノン、スピロキサミン、クロルメコート(クロルメコートクロリド)
、シクラニリド、エテホン、メピコート(メピコートクロリド)、N-6-ベンジルアデニン、
プロヘキサジオン(プロヘキサジオンカルシウム)、トリネキサパックエチル、1-ナフタレ
ンアセトアミド、ジメタクロル、ジメテナミド、フルフェナセット、メフェナセット、メ
タザクロル、グリホサート、グルホシネート、フェノキサプロップ、フルアジホップ、プ
ロパキザホップ、キザロホップ-P-テフリル、デスメジファム、フェンメジファム、プロ
スルホカルブ、クレトジム、シクロキシジム、セトキシジム、テプラロキシジム、トラル
コキシジム、ペンジメタリン、アシフルオルフェン、ビフェノックス、ブロモキシニル、
アイオキシニル、イマザメタベンズ、イマザモックス、イマザピック、イマザピル、イマ
ザキン、イマゼタピル、2,4-D、ジクロルプロップ、MCPA、メコプロップ、クロリダゾン
、クロピラリド、ジフルフェニカン、フルロキシピル、ピクロラム、ピコリナフェン、ア
ミドスルフロン、フルピルスルフロン、ホラムスルフロン、ヨードスルフロン、メトスル
フロン-メチル、ニコスルフロン、プロスルフロン、リムスルフロン、スルホスルフロン
、チフェンスルフロン、トリアスルフロン、トリベヌロン、トリトスルフロン、アトラジ
ン、メタミトロン、メトリブジン、シマジン、テルブチラジン、クロルトルロン、イソプ
ロツロン、フロラスラム、ベンタゾン、クロマゾン、ジカンバ、ジフルフェンゾピル、エ
トフメセート、イソキサフルトール、プロピザミド、キンクロラック、キンメラック、メ
ソトリオン、スルコトリオン、トプレマゾン、トリクロピル、ピリデート、チエンカルバ
ゾン、テフリルトリオン、ジメトエート、メチオカルブ、ピリミカルブ、ビフェントリン
、シフルトリン、シハロトリン、ラムダ-シハロトリン、シペルメトリン、アルファ-シペ
ルメトリン、ベータ-シペルメトリン、ゼータ-シペルメトリン、デルタメトリン、エスフ
ェンバレレート、テフルトリン、クロチアニジン、イミダクロプリド、チアメトキサム、
アセタミプリド、チアクロプリド、エチプロール、フィプロニル、メタフルミゾン、フロ
ニカミド、ピメトロジン、クロラントラニリプロール、ビニルグリシンの誘導体類、ヒド
ロキシルアミン類、オキシムエーテル誘導体類、没食子酸n-プロピル、ポリアミン類(プ
トレシン、スペルミン、スペルミジンなど)、合成類似体であるアシベンゾラル-S-メチル
を含むサリチル酸、ならびにまたトリアゾリル化合物類、シクロプロペンおよびその誘導
体類、1-メチルシクロプロペン(1-MCP)、2,5-ノルボルナジエン、および3-アミノ-1,2,4-
トリアゾールまたはAg+イオン。
【００９９】
　本発明による特に好ましい化合物(B)は、以下からなる群から選択されるものである：
N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾ
ール-4-カルボキサミド、アゾキシストロビン、ジモキシストロビン、フルオキサストロ
ビン、クレソキシムメチル、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビ
ン、トリフロキシストロビン、ビキサフェン、ボスカリド、イソピラザム、ペンチオピラ
ド、ジメトモルフ；シプロコナゾール、ジフェノコナゾール、エポキシコナゾール、メト
コナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、テブコナゾール；メトラフェノン
；クロルメコート(クロルメコートクロリド)、シクラニリド、エテホン、メピコート(メ
ピコートクロリド)、トリネキサパックエチル；メタザクロル；グリホサート、グルホシ
ネート；シクロヘキサンジオン類：シクロキシジム、テプラロキシジム；イミダゾリノン
類：イマザメタベンズ、イマザモックス、イマザピック、イマザピル、イマザキン、イマ
ゼタピル、2,4-D、ジクロルプロップ、MCPA、メコプロップ；ジカンバ、ジフルフェンゾ
ピル；クロチアニジン、イミダクロプリド、チアメトキサム、フィプロニル、合成類似体
であるアシベンゾラル-S-メチルを含むサリチル酸、プロヘキサジオン-Caまたはトリネキ
サパックエチル、エチレンの構造類似体(例えばシクロプロペンおよびその誘導体類、具
体的には1-メチルシクロプロペン(1-MCP))。
【０１００】
　本発明による最も好ましい化合物(B)は、以下からなる群から選択されるものである：
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N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾ
ール-4-カルボキサミド、アゾキシストロビン、クレソキシムメチル、オリサストロビン
、ピラクロストロビン、ビキサフェン、ボスカリド、イソピラザム、ペンチオピラド、ジ
メトモルフ、エポキシコナゾール、メトコナゾール、プロチオコナゾール、テブコナゾー
ル、クロルメコート(クロルメコートクロリド)、エテホン、メピコート(メピコートクロ
リド)、プロヘキサジオン(プロヘキサジオンカルシウム)、トリネキサパックエチル、グ
リホサート；ジカンバ、ジフルフェンゾピル、クロチアニジン、イミダクロプリド、チア
メトキサム、フィプロニル、シクロプロペンおよびその誘導体類(例えば1-メチルシクロ
プロペン(1-MCP)。
【０１０１】
　化合物(B)として言及される活性物質ならびにその製造法は、先行技術文献から公知で
あり(http：//www.alanwood.net/pesticides/ならびにTomlin, The Pesticide Manual, 
第14版, BCPC Publications 2006を参照のこと)、市販されている。IUPAC命名法によって
記載されている化合物も公知である(Can. J. Plant Sci. 48(6), 587-94, 1968；EP-A 14
1 317；EP-A 152 031；EP-A 226 917；EP-A 243 970；EP-A 256 503；EP-A 428 941；EP-
A 532 022；EP-A 1 028 125；EP-A 1 035 122；EP-A 1 201 648；EP-A 1 122 244、JP 20
02316902；DE 19650197；DE 10021412；DE 102005009458；US 3,296,272；US 3,325,503
；WO 98/46608；WO 99/14187；WO 99/24413；WO 99/27783；WO 00/29404；WO 00/46148；
WO 00/65913；WO 01/54501；WO 01/56358；WO 02/22583；WO 02/40431；WO 03/10149；WO
 03/11853；WO 03/14103；WO 03/16286；WO 03/53145；WO 03/61388；WO 03/66609；WO 0
3/74491；WO 04/49804；WO 04/83193；WO 05/120234；WO 05/123689；WO 05/123690；WO 
05/63721；WO 05/87772；WO 05/87773；WO 06/15866；WO 06/87325；WO 06/87343；WO 07
/82098；WO 07/90624を参照のこと)。
【０１０２】
　本発明により使用される組成物は、二成分組成物または三成分もしくはさらに多成分の
組成物であってよい。
【０１０３】
　本発明の用語において、「二成分組成物」とは、1種の式Iの化合物(A)と、第2の式Iの
化合物(A)または1種の化合物(B)とを含むものと理解される。
【０１０４】
　本発明の用語において、「三成分組成物」とは、1、2もしくは3種の式Iの化合物(A)、
または2種の式Iの化合物(A)および1種の化合物(B)もしくは1種の式Iの化合物(A)および2
種の化合物(B)を含有するものを含むと理解される。
【０１０５】
　1つの実施形態において、本発明により使用される組成物は、以下からなる群から選択
される1種の式Iの化合物(A)：ジメチルカルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル
-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピラン
-4-イル)-エチルエステル (化合物1)、5-メチル-2-トリフルオロメチル-フラン-3-カルボ
ン酸(1-メチルカルバモイル-2-フェニル-エチル)-アミド (化合物2)、1-メチル-3-トリフ
ルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-フェニル-エチル)-
アミド (化合物3)、メチル-カルバミン酸-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフ
ルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル (化合物4)、メチ
ル-カルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾ
ール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピラン-4-イル)-エチルエステル (化合物
5)、メチル-カルバミン酸1,1-ジメチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフル
オロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル (化合物6)、1-メチ
ル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸(2-ヒドロキシ-3-メトキシ-2-メ
トキシメチル-1-メチルカルバモイル-プロピル)-アミド (化合物7)、メチル-カルバミン
酸1,1-bis-メトキシメチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-
1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル (化合物8)、メチル-カルバミン
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酸(E)-1-メチル-1-{メチルカルバモイル-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾー
ル-4-カルボニル)-アミノ]-メチル}-ブタ-2-エニルエステル (化合物9)、2-メチル-5-ト
リフルオロメチル-オキサゾール-4-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-フェニル-エチ
ル)-アミド、2-トリフルオロメチル-チオフェン-3-カルボン酸(1-メチルカルバモイル-2-
フェニル-エチル)-アミド、メチル-カルバミン酸1-メチル-2-メチルカルバモイル-2-[(5-
メチル-2-トリフルオロメチル-フラン-3-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル、メチル-
カルバミン酸1-メチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-
ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル；およびメチル-カルバミン酸1,1-ジ
メチル2-メチルカルバモイル-2-[(5-メチル-2-トリフルオロメチル-フラン-3-カルボニル
)-アミノ]-エチルエステル、ならびに以下から選択される1種の化合物(B)：N-(3',4',5'-
トリフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カル
ボキサミド、アゾキシストロビン、クレソキシムメチル、オリサストロビン、ピラクロス
トロビン、ビキサフェン、ボスカリド、イソピラザム、ペンチオピラド、ジメトモルフ、
エポキシコナゾール、メトコナゾール、プロチオコナゾール、テブコナゾール、クロルメ
コート(クロルメコートクロリド)、エテホン、メピコート(メピコートクロリド)、プロヘ
キサジオン(プロヘキサジオンカルシウム)、トリネキサパックエチル、グリホサート、ジ
カンバ、ジフルフェンゾピル、クロチアニジン、イミダクロプリド、チアメトキサム、フ
ィプロニル、ならびにシクロプロペンおよびその誘導体類(例えば1-メチルシクロプロペ
ン(1-MCP))を含む。
【０１０６】
　1つの実施形態において、本発明による方法は、少なくとも1種の式Iの化合物(A)または
その農業上有用な塩と、N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフ
ルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、アゾキシストロビン、クレソキシムメ
チル、オリサストロビン、ピラクロストロビン、ビキサフェン、ボスカリド、イソピラザ
ム、ペンチオピラド、ジメトモルフ、エポキシコナゾール、メトコナゾール、プロチオコ
ナゾール、テブコナゾール、クロルメコート(クロルメコートクロリド)、エテホン、メピ
コート(メピコートクロリド)、プロヘキサジオン(プロヘキサジオンカルシウム)、トリネ
キサパックエチル、グリホサート；ジカンバ、ジフルフェンゾピル、クロチアニジン、イ
ミダクロプリド、チアメトキサム、フィプロニルならびにシクロプロペンおよびその誘導
体類(例えば1-メチルシクロプロペン(1-MCP))から選択される少なくとも1種の化合物(B)
またはその農業上有用な塩とを含む混合物を施用することを含んでなる。
【０１０７】
　1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(B)は、植
物の健康に有効な量、好ましくは1：1000～1000：1の重量比で施用される。
【０１０８】
　別の実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(B)は、植
物の健康に有効な量、好ましくは1：100～100：1の重量比で施用される。
【０１０９】
　別の実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(B)は、植
物の健康に有効な量、好ましくは1：50～50：1の重量比で施用される。
【０１１０】
　別の実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(B)は、植
物の健康に有効な量、好ましくは1：10～10：1の重量比で施用される。
【０１１１】
　本組成物は、植物、植物の一部、植物の繁殖体または植物が実際に生長しているかもし
くは生長しようとしている場所に施用される場合、植物の健康を改善するために使用され
る。
【０１１２】
　このように、本発明は、植物の健康を改善する方法であって、植物、該植物の一部、植
物が生長しているかもしくは生長することが予想される場所、および/または植物が生長
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する繁殖体を、本発明により使用される組成物で処理することを含んでなる、上記方法に
関する。この本発明の方法によれば、植物、植物が生長しているかもしくは生長すること
が予想される場所、および/または植物が生長する繁殖体は、好ましくは同時に(一緒にも
しくは別々に)または後で、化合物(A)および(B)で処理される。後の施用は2種の化合物の
組み合わせの作用を可能とする時間間隔で行われる。好ましくは、化合物(A)および(B)の
後の施用のための時間間隔は数秒～3ヶ月間にわたり、好ましくは数秒～1ヶ月間、より好
ましくは数秒～2週間、さらにより好ましくは数秒～3日間、また特に数秒～24時間にわた
る。
【０１１３】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、種子処理(BBCH主要成長段階
(principal growth stage)00)として植物繁殖体に施用される。
【０１１４】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、BBCH主生長期6(開花)に施用
される。
【０１１５】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、BBCH主要成長段階7(果実の
発育)に施用される。
【０１１６】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、植物および/またはその繁殖
体に少なくとも2回施用される。
【０１１７】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、BBCH主要成長段階00(種子処
理)およびBBCH主要成長段階2(側枝の形成/分蘖)に施用される。
【０１１８】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、BBCH主要成長段階00(種子処
理)およびBBCH主要成長段階6(開花)に施用される。
【０１１９】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、BBCH主要成長段階00(種子処
理)およびBBCH主要成長段階7(果実の発育)に施用される。
【０１２０】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、BBCH主要成長段階2(側枝の
形成/分蘖)ならびにBBCH主要成長段階3(茎の伸長)に施用される。
【０１２１】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、BBCH主要成長段階2(側枝の
形成/分蘖)ならびにBBCH主要成長段階4(収穫可能な植物の栄養部分の発育)に施用される
。
【０１２２】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、BBCH主要成長段階00(種子処
理)、BBCH主要成長段階2(側枝の形成/分蘖)ならびにBBCH主要成長段階4(収穫可能な植物
の栄養部分の発育)に施用される。
【０１２３】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)は、BBCH主要成長段階00(種子処
理)、BBCH主要成長段階6(開花)ならびにBBCH主要成長段階7(果実の発育)に施用される。
【０１２４】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、種子処理(BBCH主要成長段階00)として植物繁殖体に施用される。
【０１２５】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、BBCH主要成長段階6(開花)に施用される。
【０１２６】
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　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、BBCH主要成長段階7(果実の発育)に施用される。
【０１２７】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、植物および/またはその繁殖体に少なくとも2回施用される。
【０１２８】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、BBCH主要成長段階00(種子処理)およびBBCH主要成長段階2(側枝の形成/分蘖)に施用
される。
【０１２９】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、BBCH主要成長段階00(種子処理)およびBBCH主要成長段階6(開花)に施用される。
【０１３０】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、BBCH主要成長段階00(種子処理)およびBBCH主要成長段階7(果実の発育)に施用され
る。
【０１３１】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、BBCH主要成長段階2(側枝の形成/分蘖)ならびにBBCH主要成長段階3(茎の伸長)に施
用される。
【０１３２】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、BBCH主要成長段階2(側枝の形成/分蘖)ならびにBBCH主要成長段階4(収穫可能な植物
の栄養部分の発育)に施用される。
【０１３３】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、BBCH主要成長段階00(種子処理)、BBCH主要成長段階2(側枝の形成/分蘖)ならびにBB
CH主要成長段階4(収穫可能な植物の栄養部分の発育)に施用される。
【０１３４】
　本発明の1つの実施形態において、式Iの化合物(群)(A)およびさらなる活性化合物(群)(
B)は、BBCH主要成長段階00(種子処理)、BBCH主要成長段階6(開花)ならびにBBCH主要成長
段階7(果実の発育)に施用される。
【０１３５】
　「BBCH主要成長段階」という用語は、全ての単子葉植物種および双子葉植物種の生物季
節学的に類似の生長期の統一コードのシステムである拡張BBCHスケールを指し、このスケ
ールでは、植物の発育サイクル全体が明らかに認識可能なまた区別可能な持続的発育相に
細分化されている。略語BBCHは、"Biologische Bundesanstalt, Bundessortenamt and CH
emical industry"に由来する。
【０１３６】
　「後期発育期」という用語は、植物が少なくともBBCH主要成長段階2(側枝の形成/分蘖)
に達していることを意味する。
【０１３７】
　「有効量且つ非植物毒性量」という用語は、特定の化合物が、所望の効果を得ることを
可能とするが、処理植物または処理繁殖体もしくは処理土壌から生長する植物に植物毒性
症状を全く生じさせない量で使用されることを意味する。
【０１３８】
　用語「植物の健康に有効な量」は、本明細書中で以下に定義される植物の健康効果(例
えば収穫量の増加)を得るのに十分な、式Iの化合物(A)または式Iの化合物(A)と化合物(B)
との混合物の量を表す。量、施用方法および好適な使用比率に関するより例示的な情報を
以下に示す。当業者は、かかる量が、広範囲に異なる可能性があり、様々な因子(例えば
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処理栽培植物または材料および気候条件)に依存するという事実を熟知している。
【０１３９】
　「相乗的」という用語は、本発明による混合物の施用が、式Iの化合物(A)と化合物(B)
の同時(すなわち一緒のもしくは別々の)施用または式Iの化合物(A)と化合物(B)の連続施
用の、(数学的観点から)純粋に相加的な植物の健康の増進効果を上回ることを意味する。
【０１４０】
　本発明の用語において、「農業上有用な塩」とは特に、本発明による化合物の作用に全
く悪影響を及ぼさないカチオンおよびアニオンであり、例えば、a)好適なカチオンは、特
にアルカリ金属(好ましくはリチウム、ナトリウムおよびカリウム)、アルカリ土類金属(
好ましくはカルシウム、マグネシウムおよびバリウム)、遷移金属(好ましくはマンガン、
銅、亜鉛および鉄)、およびまた、1～4個の水素原子がC1-C4-アルキル、C1-C4-ヒドロキ
シアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルキル、ヒドロキシ-C1-C4-
アルコキシ-C1-C4-アルキル、フェニルまたはベンゾイルで置換されているアンモニウム(
NH4

+)および置換アンモニウムのイオンである。置換アンモニウムイオンの例には、メチ
ルアンモニウム、イソプロピルアンモニウム、ジメチルアンモニウム、ジイソプロピルア
ンモニウム、トリメチルアンモニウム、テトラメチルアンモニウム、テトラエチルアンモ
ニウム、テトラブチルアンモニウム、2-ヒドロキシエチルアンモニウム、2-(2-ヒドロキ
シエトキシ)エチルアンモニウム、ビス(2-ヒドロキシエチル)アンモニウム、ベンゾイル
トリメチルアンモニウムおよびベンゾイルトリエチルアンモニウム、さらにホスホニウム
イオン、スルホニウムイオン(好ましくはトリ(C1-C4-アルキル)スルホニウム)、およびス
ルホキソニウムイオン(好ましくはトリ(C1-C4-アルキル)スルホキソニウム)が包含され、
また、b)有用な酸付加塩の好適なアニオンは、主に、クロリド、ブロミド、フルオリド、
硫酸水素塩、硫酸塩、リン酸二水素塩、リン酸水素塩、リン酸塩、硝酸塩、炭酸水素塩、
炭酸塩、ヘキサフルオロケイ酸塩、ヘキサフルオロリン酸塩、安息香酸塩、およびC1-C4-
アルカン酸のアニオン(好ましくはギ酸塩、酢酸塩、プロピオン酸塩および酪酸塩)である
。
【０１４１】
　「発芽」という用語は、観察可能な、胚からの根の生長発達として定義される。
【０１４２】
　「出芽」という用語は、発根媒体の表面上の(典型的には土壌表面上の)、観察可能な生
長として定義される。
【０１４３】
　「植物繁殖体」という用語は、全種類の植物繁殖材料として理解されたい。この用語は
、種子、穀粒、果実、塊茎、根茎、胞子、挿し木、分枝、分裂組織、単一のおよび複数の
植物細胞および完全植物体を得ることができる任意の他の植物組織を包含する。1つの特
定の繁殖体は種子である。
【０１４４】
　「植物繁殖材料(plant propagation material)」という用語は、植物の繁殖力のある部
分全て、例えば、種子および生長力のある植物材料(挿し木および塊茎(例えばジャガイモ
)など)であって、植物の繁殖に使用することができるものを表すものと理解されたい。こ
の用語は、種子、根、果実、塊茎、鱗茎、根茎、苗条、芽および他の植物部分を包含し、
また発芽後もしくは土壌から出芽した後に移植される幼苗および幼植物体も包含する。
【０１４５】
　「栽培植物」という用語は、育種、突然変異誘発または遺伝子操作によって改変されて
いる植物を包含し、限定するものではないが、市販のまたは開発中の農業バイオテクノロ
ジー製品を含むものと理解されたい。
【０１４６】
　「遺伝子組換え植物」という用語は、組換えDNA技術の使用により、自然環境下におい
ては交雑育種、突然変異誘発または自然組換えによっては容易に取得することが出来ない
ように遺伝物質が改変されている植物として理解されたい。典型的には、植物の特定の特
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性を改善するため、1種または複数の遺伝子を遺伝子組換え植物の遺伝物質へ組み込んで
いる。こうした遺伝子改変には、これらに限定するものではないが、1種または複数のタ
ンパク質(オリゴペプチドまたはポリペプチド)の標的化翻訳後修飾、例えばグリコシル化
、あるいはプレニル化、アセチル化またはファルネシル化部分もしくはPEG部分などのポ
リマー付加による修飾も含まれる。育種、突然変異誘発または遺伝子操作によって改変さ
れている植物は、例えば、従来の育種法または遺伝子操作法を行った結果として、特定の
種類の除草剤、例えばヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ(HPPD)阻害剤；ア
セト乳酸合成酵素(ALS)阻害剤、例えばスルホニル尿素(例えば、米国特許第6,222,100号
、WO 01/82685、WO 00/26390、WO 97/41218、WO 98/02526、WO 98/02527、WO 04/106529
、WO 05/20673、WO 03/14357、WO 03/13225、WO 03/14356、WO 04/16073を参照)、または
イミダゾリノン(例えば、米国特許第6,222,100号、WO 01/82685、WO 00/26390、WO 97/41
218、WO 98/02526、WO 98/02527、WO 04/106529、WO 05/20673、WO 03/14357、WO 03/132
25、WO 03/14356、WO 04/16073を参照)；エノールピルビルシキメート-3-ホスフェート合
成酵素(EPSPS)阻害剤、例えばグリホサート(例えばWO 92/00377を参照)；グルタミン合成
酵素(GS)阻害剤、例えばグルホシネート(例えば、EP-A-0242236、EP-A-242246を参照)ま
たはオキシニル除草剤(例えば、米国特許第5,559,024号を参照)の施用に対して耐性とな
っている。いくつかの栽培植物は、従来の育種法(突然変異誘発法)によって除草剤耐性と
なっている。例えば、イミダゾリノン系(例えばイマザモックス)に耐性のあるClearfield
(登録商標)セイヨウアブラナ(キャノーラ(Canola)、BASF SE、Germany)がある。遺伝子操
作法は、ダイズ、ワタ、トウモロコシ、ビートおよびアブラナなどの栽培植物を、グリホ
セートやグルホシネート系などの除草剤に対して耐性にするために使用されており、これ
らの栽培植物の一部は、RoundupReady(登録商標)（グリホサート耐性、Monsanto、U.S.A.
）およびLibertyLink(登録商標)（グルホシネート耐性、Bayer CropScience、Germany）
という商品名で市販されている。
【０１４７】
　さらに「植物」は、組換えDNA技術を使用することにより、次に挙げるような1種または
複数の殺虫タンパク質を合成することができる植物を包含する：とりわけ、バチルス属細
菌(特にバチルス・チューリンゲンシス(Bacillus thuringiensis)由来として知られてい
るもの、例えばδ-エンドトキシン類、例えばCryIA(b)、CryIA(c)、CryIF、CryIF(a2)、C
ryIIA(b)、CryIIIA、CryIIIB(b1)またはCry9c；植物性殺虫タンパク質(VIP)、例えばVIP1
、VIP2、VIP3またはVIP3A；フォトラブダス属の種(Photorhabdus spp.)またはゼノラブダ
ス属の種(Xenorhabdus spp.)などの線虫にコロニーをつくる細菌の殺虫タンパク質；動物
によって産生される毒素、例えばサソリ毒、クモ毒、スズメバチ毒、または他の昆虫に特
異的な神経毒；真菌によって産生される毒素、例えばストレプトマイセス(Streptomycete
s)毒、植物レクチン、例えばエンドウレクチンもしくはオオムギレクチン；アグルチニン
；プロティナーゼ阻害剤、例えばトリプシン阻害剤、セリンプロテアーゼ阻害剤、パタチ
ン(patatin)、シスタチンまたはパパイン阻害剤；リボソーム不活化タンパク質(RIP)、例
えばリシン、トウモロコシ-RIP、アブリン、ルフィン(luffin)、サポリンまたはブリオジ
ン(bryodin)；ステロイド代謝酵素、例えば3-ヒドロキシステロイドオキシダーゼ、エク
ジステロイド-IDP-グリコシル-トランスフェラーゼ、コレステロールオキシダーゼ、エク
ジソン阻害剤またはHMG-CoA-レダクターゼ；イオンチャネル遮断薬、例えばナトリウムチ
ャネルまたはカルシウムチャネル遮断薬；幼若ホルモンエステラーゼ；利尿ホルモンレセ
プター(ヘリコキニン(helicokinin)レセプター)；スチルベンシンターゼ、ビベンジルシ
ンターゼ、キチナーゼまたはグルカナーゼ。本発明においては、これらの殺虫タンパク質
または毒素は、前毒素、ハイブリッドタンパク質、切断型タンパク質または他の改変型タ
ンパク質としても明らかに理解されよう。ハイブリッドタンパク質は、タンパク質ドメイ
ンの新たな組合せとして特徴付けられる(例えば、WO 02/015701を参照)。かかる毒素
、またはかかる毒素を合成することができる遺伝子組換え植物のさらなる事例は、例えば
、EP-A 374 753、WO 93/007278、WO 95/34656、EP-A 427 529、EP-A 451 878、WO 03/018
810およびWO 03/052073に開示されている。一般に、かかる遺伝子組換え植物の作製法は
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当業者に公知であり、例えば上記の刊行物中に記載されている。遺伝子組換え植物に含ま
れるこれらの殺虫タンパク質は、これらのタンパク質を生成する植物に、節足動物類の全
ての分類群、特に甲虫類(鞘翅目)、双翅昆虫類(双翅目)および蛾類(鱗翅目)ならびに線虫
類(線虫綱)の有害生物に対する耐性を付与する。1種または複数の殺虫タンパク質を合成
することができる遺伝子組換え植物は上記の刊行物に記載され、その一部は市販されてお
り、例えば以下のものが挙げられる：YieldGard(登録商標)(Cry1Ab毒素を生成するトウモ
ロコシ品種)、YieldGard(登録商標)Plus(Cry1Ab毒素およびCry3Bb1毒素を生成するトウモ
ロコシ品種)、Starlink(登録商標)(Cry9c毒素を生成するトウモロコシ品種)、Herculex(
登録商標)RW(Cry34Ab1、Cry35Ab1および酵素ホスフィノトリシン-N-アセチルトランスフ
ェラーゼ[PAT]を生成するトウモロコシ品種)；NuCOTN(登録商標)33B(Cry1Ac毒素を生成す
るワタ品種)、Bollgard(登録商標)(Cry1Ac毒素を生成するワタ品種)、Bollgard(登録商標
)II(Cry1Ac毒素およびCry2Ab2毒素を生成するワタ品種)；VIPCOT(登録商標)(VIP毒素を生
成するワタ品種)；NewLeaf(登録商標)(Cry3A毒素を生成するジャガイモ品種)；Syngenta 
Seeds SAS(France)から市販されているBt-Xtra(登録商標)、NatureGard(登録商標)、Knoc
kOut(登録商標)、BiteGard(登録商標)、Protecta(登録商標)、Bt11(例えばAgrisure(登録
商標)CB)ならびにBt176(Cry1Ab毒素およびPAT酵素を生成するトウモロコシ品種)、Syngen
ta Seeds SAS(France)から市販されているMIR604(改変型Cry3A毒素を生成するトウモロコ
シ品種、WO 03/018810を参照)、Monsanto Europe S.A.(Belgium)から市販されているMON 
863(Cry3Bb1毒素を生成するトウモロコシ品種)、Monsanto Europe S.A.(Belgium)から市
販されているIPC 531(改変型Cry1Ac毒素を生成するワタ品種)およびPioneer Overseas Co
rporation(Belgium)から市販されている1507(Cry1F毒素およびPAT酵素を生成するトウモ
ロコシ品種)。
【０１４８】
　さらに「植物」は、組換えDNA技術を使用することにより、細菌病原体、ウイルス病原
体または真菌病原体に対する植物の抵抗性または耐性を高める1種または複数のタンパク
質を合成することができる植物も包含する。かかるタンパク質の例は、いわゆる「病原性
関連タンパク質」(PRタンパク質、例えばEP-A 0 392 225を参照)、植物病害抵抗性遺伝子
(例えば、メキシコ野生ジャガイモ(ソラヌム・ブルボカスタヌム：Solanum bulbocastanu
m)に由来する、フィトフトラ・インフェスタンス(Phytophthora infestans)に対して作用
する抵抗性遺伝子を発現するジャガイモ品種)、またはT4-リゾチーム(例えば、これらの
タンパク質を合成することができるジャガイモ品種であって、火傷病菌（エルウィニア・
アミロボーラ：Erwinia amylvora）などの細菌に対する抵抗性が高められたもの)である
。一般に、かかる遺伝子組換え植物の作製法は当業者に公知であり、例えば上記の刊行物
中に記載されている。
【０１４９】
　さらに「植物」は、組換えDNA技術の使用により、生産性(例えばバイオマス生産、穀粒
収穫量、デンプン含量、油含量もしくはタンパク質含量)、乾燥、塩分または他の生長を
抑制する環境要因に対する耐性、あるいはこれらの植物の有害生物および真菌病原体、細
菌病原体またはウイルス病原体に対する耐性を高める、1種または複数のタンパク質を合
成することができる植物も包含する。
【０１５０】
　さらに「植物」は、組換えDNA技術の使用により、特にヒトまたは動物の栄養を改善す
るための、改変量の含有物または新たな含有物を含有する植物（例えば、健康を促進する
長鎖ω-3脂肪酸または不飽和ω-9脂肪酸を生産する油料作物、例えば、Nexera(登録商標)
のナタネ(DOW Agro Sciences, Canada))も包含する。
【０１５１】
　さらに「植物」は、組換えDNA技術の使用により、特に原料生産を改善するための、改
変量の含有物または新たな含有物を含有する植物（例えば増加量のアミロペクチンを生産
するジャガイモ(例えば、Amflora(登録商標)のジャガイモ(BASF SE, Germany))も包含す
る。
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【０１５２】
　「場所」という用語は、植物が生長しているかもしくは生長しようとしている任意の種
類の環境、土壌、区域または材料、ならびに植物および/またはその繁殖体の生長および
発育に影響を及ぼす環境条件(例えば温度、水の利用性、放射線)として理解されたい。
【０１５３】
　「植物の健康(plant health)」という用語は、収穫量(例えば、バイオマスの増加およ
び/または植物の有益な成分の含有量の増加)、植物体の活力(例えば、植物の生長の改善
および/または葉の濃緑色化(「緑色化効果」)、品質(例えば、特定の成分の含有量または
組成の改善)ならびに非生物的および/または生物的ストレスに対する耐性などの幾つかの
側面を、単独でまたは互いに組み合わせて決定される植物および/またはその生産物の状
態として定義される。
【０１５４】
　植物の健康状態の上記の指標は、相互依存的であることもあり、また相互に起因するこ
ともある。
【０１５５】
　植物の状態の1つの指標は、その収穫量である。「収穫量」とは、植物によって生産さ
れる経済的価値のある任意の植物生産物、例えば穀粒、厳密な意味における果実、野菜、
堅果、穀粒、種子、木材(例えば林業植物の場合)またさらに花(例えば、園芸植物、観賞
植物の場合)として理解されたい。その上、植物生産物は、収穫後にさらに利用および/ま
たは加工することができる。
【０１５６】
　本発明によれば、植物の「収穫量の増加」、特に農作物、林業植物、および/または観
賞植物の収穫量の増加は、各植物の生産物の収穫量が、同じ条件下で生産されたが本発明
の組成物を施用されていない植物の同じ生産物の収穫量を超える測定可能な量で増加する
ことを意味する。収穫量の増加は、とりわけ、植物の以下の特性の改善によって特徴付け
られる：
・　植物重量の増加、
・　植物丈の増大、
・　バイオマスの増加(例えば、より高い生重量および/または乾燥重量)
・　高い穀粒収穫量
・　より多い分蘖枝
・　より大きな葉
・　苗条の生長の増加
・　タンパク質含量の増加
・　油含量の増加
・　デンプン含量の増加、
・　色素含量の増加。
【０１５７】
　本発明の1つの実施形態によれば、収穫量は少なくとも5％増加する。
【０１５８】
　本発明の別の実施形態によれば、収穫量は少なくとも10％増加する。
【０１５９】
　本発明の別の実施形態によれば、収穫量は少なくとも15％増加する。
【０１６０】
　本発明の別の実施形態によれば、収穫量は少なくとも30％増加する。
【０１６１】
　本発明の別の実施形態によれば、収穫量は少なくとも40％増加する。
【０１６２】
　植物の状態の別の指標は、「植物体の活力」である。植物体の活力は、一般的な外観な
どの幾つかの側面において示される。植物体の活力の改善は、とりわけ、以下の植物の特
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性の改善によって特徴付けられる：
・　植物の生命力の改善、
・　植物の生長の改善、
・　植物の発育の改善、
・　外観の改善、
・　植物立性の改善(植物挫折/倒伏の減少)、
・　出芽の改善、
・　根生長の増強および/またはより発達した根系、
・　根粒形成(特に根粒菌の根粒形成)の増強、
・　より大きな葉身、
・　より大きなサイズ、
・　植物重量の増加、
・　植物丈の増大、
・　分蘖枝数の増加、
・　苗条生長の増加、
・　根生長の増加(広範囲の根系)、
・　貧弱土壌または好ましくない気候で生長した場合の収穫量の増加
・　光合成活性の増強、
・　色素含量の増強(例えばクロロフィル含量)
・　早期開花、
・　早期結実、
・　早期発芽および発芽の改善、
・　早期穀粒成熟、
・　自己防衛機構の改善
・　生物学的および非生物学的ストレス要因(例えば真菌、細菌、ウイルス、昆虫、熱ス
トレス、低温ストレス、乾燥ストレス、UVストレスおよび/または塩分ストレス)に対する
植物のストレス耐性および抵抗性の改善
・　生産性の低い分蘖枝の減少、
・　根出葉枯死の減少、
・　必要とされる投入物(肥料または水など)の少量化、
・　葉の濃緑化、
・　短縮された生育期間での完全成熟
・　必要肥料の少量化、
・　必要種子の少量化、
・　早期収穫、
・　より速く均一な熟成
・　より長い保存期間、
・　より長い円錐花序、
・　老化の遅延、
・　より強くおよび/または生産性の高い分蘖枝、
・　成分の優れた抽出性
・　種子の品質の改善(種子生産用に次のシーズンに播種するため)
・　植物によるエチレン生産の減少および/またはエチレン受容の阻害。
【０１６３】
　本発明による「植物体の活力の改善」は特に、上記の植物特性のいずれか1つ、または
幾つか、または全ての改善が、本組成物または活性成分の殺有害生物作用とは無関係に改
善されることを意味する。
【０１６４】
　植物の状態の別の指標は、植物および/または各植物の生産物の「品質」である。本発
明によれば、「品質の強化」とは、特定の作物特性(例えば特定の成分の含有量または組
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成)が、同じ条件下で生産されたが本発明の組成物を施用されていない同じ植物の同じ因
子を超える、測定可能なまたは顕著な量で増加または改善することを意味する。各植物の
生産物の品質は、幾つかの面で明らかになる。品質の強化は、とりわけ、以下の植物また
はその生産物の特性の改善によって特徴付けられる：
・　栄養含量の増加
・　タンパク質含量の増加
・　脂肪酸の含量の増加
・　代謝産物含量の増加
・　カロテノイド含量の増加
・　糖含量の増加
・　必須アミノ酸の量の増加
・　栄養組成の改善
・　タンパク質組成の改善
・　脂肪酸の組成の改善
・　代謝物組成の改善
・　カロテノイド組成の改善
・　糖組成の改善
・　アミノ酸組成の改善
・　最適な果実色の改善
・　葉色の改善
・　高い保存性
・　収穫生産物の高い加工性。
【０１６５】
　植物の状態の別の指標は、その植物の、生物学的および/または非生物学的ストレス要
因に対する耐性または抵抗性である。特に長期間にわたる生物学的および非生物学的スト
レスは、植物に悪影響を及ぼす可能性がある。生物学的ストレスは生物によって引き起こ
されるが、非生物学的ストレスは、例えば極端な環境によって引き起こされる。本発明に
よれば、「生物学的および/または非生物学的ストレス要因に対する耐性または抵抗性の
強化」は、(1.)生物学的および/または非生物学的ストレスによって引き起こされる特定
の負の要因が、同条件に曝されたが本発明の組成物で処理されていない植物と比較して測
定可能なまたは顕著な量で減少し、また(2.)この負の影響が、ストレス要因に対する本組
成物の直接的な作用によって(例えば微生物または有害生物を直接破壊する殺菌または殺
虫作用によって)減少するわけではなく、むしろ植物自身の上記ストレス要因に対する防
御反応の刺激によって減少することを意味する。
【０１６６】
　病原体および有害生物などの生物学的ストレスによって引き起こされる負の要因は広く
知られており、斑葉～植物体の完全な破壊に及ぶ。生物学的ストレスは、以下のような生
物によって引き起こされる可能性がある：
・　有害生物(例えば昆虫、蛛形類、線虫)、
・　競合植物(例えば雑草)、
・　細菌などの微生物、
・　植物病原性真菌、
・　ウイルス
　非生物学的ストレスによって引き起こされる負の要因もよく知られており、しばしば植
物体の活力の低下(上記参照)として観察することが可能であり、ほんの数例を挙げるだけ
でも、例えば斑葉、「葉焼け(burned leaves)」、生長の低下、花の減少、バイオマスの
減少、作物収穫量の減少、作物の栄養価の低下、作物成熟の遅れがある。非生物学的スト
レスは、例えば、以下の要因によって引き起こされる可能性がある：
・　極端な温度(例えば熱または低温(熱ストレス/低温ストレス))、
・　温度の激しい変化
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・　特定の季節の異常な温度、
・　乾燥(乾燥ストレス)、
・　極度の湿気、
・　高塩分(塩ストレス)、
・　放射線(例えばオゾン層の減少に起因するUV線の増加による)、
・　オゾン濃度の増加(オゾンストレス)
・　有機物汚染(例えば殺有害生物剤の植物毒性量による)
・　無機物汚染(例えば重金属汚染物質による)。
【０１６７】
　生物学的および/または非生物学的ストレス要因の結果として、ストレスを受けた植物
、その作物および果実の量および品質は低下する。品質に関する限り、生殖発生は、通常
、作物に対する影響による深刻な影響を受け、このことは果実または種子にとって重大で
ある。タンパク質の合成、蓄積および保存は温度によって最も影響を受け；生長はほぼ全
種類のストレスによって遅れ；多糖合成は(構造的にまた保存のいずれも)低下または改変
され：これらの影響は、バイオマス(収穫量)の減少および生産物の栄養価の変化をもたら
す。
【０１６８】
　特に処理種子から得られる有利な特性は、例えば、発芽の改善および畑の確立、より優
れた活力および/または最終的に植物の健康の増進(例えば収穫量の増加)をもたらすより
均質な畑の確立である。
【０１６９】
　植物の健康状態の上記の指標は、相互依存的であることもあり、また相互に起因するこ
ともある。例えば、生物学的および/または非生物学的ストレスに対する抵抗性の増加は
、より優れた植物体の活力(例えばより優れ且つより大きな作物)をもたらし、このため収
穫量の増加をもたらし得る。逆に、より発達した根系は、生物学的および/または非生物
学的ストレスに対する抵抗性の増加をもたらし得る。しかし、これらの相互依存性および
相互作用は全て知られているわけではなく、また完全に理解されているわけでもないため
、異なる指標は別々に説明される。
【０１７０】
　「植物」という用語は、作物および農作物などの経済的に重要な、および/または人間
が栽培した植物として理解されたい。このように、植物は、好ましくは農作物、林業植物
および園芸植物(観賞植物を含む)から選択される。
【０１７１】
　本発明による1つの実施形態において、植物は、それぞれ天然のまたは遺伝子改変形態
の、農作物、林業植物および園芸植物から選択される。
【０１７２】
　本発明の1つの実施形態において、本発明の組成物を用いた処理によって植物の健康が
改善されるのは、農作物である。
【０１７３】
　「農作物」という用語は、その一部または全部が商業規模で収穫または栽培される、ま
たは飼料、食料、繊維(例えば、ワタ、麻)、可燃物(例えば木材、バイオエタノール、バ
イオディーゼル、バイオマス)もしくは他の化合物の重要な供給源としての役割を果たす
植物として理解されたい。農作物は、園芸植物(すなわち特定の果実および野菜などの、(
畑ではなく)庭で栽培される植物)でもある。農作物の例としては、ダイズ、コーン(トウ
モロコシ)、コムギ、ライコムギ、オオムギ、オートムギ、アブラナ属種(Brassica speci
es)、ライムギ、セイヨウアブラナ(例えばキャノーラ/ナタネ)、アワ(ゾルガム)、イネ、
ヒマワリ、ワタ、テンサイ、仁果類、核果類、柑橘類、バナナ、イチゴ、ブルーベリー、
アーモンド、ブドウ、マンゴー、パパイヤ、ラッカセイ、ジャガイモ、トマト、コショウ
、ウリ科植物、キュウリ、メロン、スイカ、ニンニク、タマネギ、ニンジン、キャベツ、
マメ、エンドウマメ、レンズマメ、アルファルファ(ルーサン)、シャジクソウ、クローバ
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ー、亜麻、エレファントグラス(ミスカンサス)、牧草、レタス、サトウキビ、チャ、タバ
コおよびコーヒーがある。
【０１７４】
　本発明の別の実施形態において、本発明の組成物を用いた処理によって植物の健康が改
善されるのは、林業植物である。
【０１７５】
　「林業植物」という用語は、木、より具体的には森林再生または産業用植林において使
用される木として理解されたい。産業用植林は、一般に、林産物(例えば木材、パルプ、
紙、ゴムノキ、クリスマスツリー、または園芸目的の若木)の商業生産に役立つ。林業植
物の例には、針葉樹(マツ(特にピナス(Pinus)属種)、モミおよびトウヒなど)、ユーカリ
、熱帯木(チーク、ゴムノキ、アブラヤシなど)、ヤナギ(Salix)(特にサリックス(Salix)
属種)、ポプラ(ハコヤナギ)(特にポプラス(Populus)属種)、ブナノキ(特にファガス(Fagu
s)属種)、カバノキ、アブラヤシ、およびオークがある。
【０１７６】
　本発明の別の実施形態において、本発明の組成物を用いた処理によって植物の健康が改
善されるのは、園芸植物である。
【０１７７】
　「園芸植物」という用語は、園芸(例えば観賞植物、野菜および/または果実の栽培)に
おいて一般的に使用される植物として理解されたい。観賞植物の例としては、膨大な数の
観賞植物の中からほんの数種を挙げるだけでも、芝生、ゼラニウム、テンジクアオイ、ツ
クバネアサガオ、ベゴニア、およびフクシアがある。野菜の例としては、膨大な数の野菜
の中からほんの数種を挙げるだけでも、ジャガイモ、トマト、コショウ、ウリ科植物、キ
ュウリ、メロン、スイカ、ニンニク、タマネギ、ニンジン、キャベツ、マメ、エンドウマ
メおよびレタス、より好ましくはトマト、タマネギ、エンドウマメおよびレタスがある。
果実の例としては、膨大な数の果実の中からほんの数種を挙げるだけでも、リンゴ、セイ
ヨウナシ、サクランボ、イチゴ、柑橘類、モモ、アンズ、ブルーベリーがある。
【０１７８】
　本発明による1つの実施形態において、植物は、アルファルファ、一年草、竹、オオム
ギ、カカオ、キャノーラ、トウゴマ、ココナツ、コーヒー、ワタ、ナス、ユーカリ、亜麻
、飼料作物、ブドウ、ジャトロファ、亜麻仁、トウモロコシ、マニホット、マニオク/キ
ャッサバ、ミスカンサス種、オートムギ、アブラヤシ、パニカム種、エンドウマメ、ラッ
カセイ、多年生牧草、マツ、ポプラ/ハコヤナギ、ジャガイモ、アブラナ、イネ、ライム
ギ、ベニバナ、ヤナギ属種、ウラジロサトウカエデ、ダイズ、トウヒ、テンサイ、サトウ
キビ、ヒマワリ、サツマイモ、チャ、タバコ、トマト、ライコムギ、ソラマメ属種、ブド
ウ類およびコムギから選択される。
【０１７９】
　本発明による別の実施形態において、植物は、リンゴ、セイヨウナシ、モモ、イチゴ、
ジャガイモ、トマト、ウリ科植物、ブドウおよびアブラナ(Brassica)種から選択される。
【０１８０】
　本発明による別の実施形態において、植物は、オオムギ、キャノーラ、ワタ、ジャトロ
ファ、トウモロコシ、ミスカンサス種、ジャガイモ、アブラナ、イネ、ダイズ、テンサイ
、サトウキビ、ヒマワリ、ブドウ類およびコムギから選択される。
【０１８１】
　本発明による別の実施形態において、植物は、マツ、アブラヤシ、ゴムノキ、ポプラお
よびヤナギ属種から選択される。
【０１８２】
　植物は、非トランスジェニック植物であってもよいし、または少なくとも1つのトラン
スジェニック事象を有する植物であってもよい。1つの実施形態において、植物は、殺有
害生物剤に対する抵抗性を与えるトランスジェニック事象を有するトランスジェニック植
物である。殺有害生物剤抵抗性を有するトランスジェニック植物の例としては、スルホニ
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ル尿素類(例えばEP-A-0257993、US 5,013,659を参照)、イミダゾリノン類(例えばUS 6,22
2,100、WO 01/82685、WO 00/26390、WO 97/41218、WO 98/02526、WO 98/02527、WO 04/10
6529、WO 05/20673、WO 03/14357、WO 03/13225、WO 03/14356、WO 04/16073を参照)、グ
ルホシネート型(例えばEP-A-0242236、EP-A-242246を参照)もしくはグリホサート型(例え
ばWO 92/00377を参照)からなる群から選択される除草剤に対して抵抗性のトランスジェニ
ック作物、またはシクロヘキサジエノン/アリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤
類(例えばUS 5,162,602、US 5,290,696、US 5,498,544、US 5,428,001、US 6,069,298、U
S 6,268,550、US 6,146,867、US 6,222,099、US 6,414,222を参照)の群から選択される除
草剤に対して抵抗性の植物、または特定の有害生物に対して植物を抵抗性にさせるバチル
ス・スリンギエンシス(Bacillus thuringiensis)毒素(Bt毒素)を生成する能力を有するト
ランスジェニック作物(例えばワタ)(例えばEP-A-0142924、EP-A-0193259を参照)がある。
【０１８３】
　しかし、植物がトランスジェニック植物である場合、当該植物中に存在するトランスジ
ェニック事象は、決して殺有害生物剤抵抗性を与えるトランスジェニック事象に限定され
るものではなく、任意のトランスジェニック事象を包含し得ることを理解されたい。実際
、植物中の「積み重ねられた」トランスジェニック事象の使用も考えられる。
【０１８４】
　式Iの化合物は、生物学的活性が異なり得る様々な結晶変態で存在する可能性がある。
【０１８５】
　植物繁殖材料は、少なくとも1種の式Iの化合物(A)もしくは少なくとも1種の化合物(A)
と少なくとも1種の化合物(B)との混合物自体、または少なくとも1種の化合物(A)を含む組
成物を用いて、栽植もしくは移植と同時にもしくはその前に予防的に処理することができ
る。
【０１８６】
　本発明は、溶媒または固体担体と少なくとも1種の化合物(A)とを含む農薬組成物、およ
び植物の健康を改善するための使用にも関する。
【０１８７】
　化合物(A)およびその塩は、慣用の種類の農薬組成物、例えば液剤、エマルション剤、
懸濁剤、散剤、粉剤、ペースト剤および粒剤に変換することができる。組成物の種類は、
特定の所望する目的によって決まるが、いずれの場合も、本発明による化合物の微細で均
一な分散が確実になされるように選択する。
【０１８８】
　組成物種の例としては、懸濁剤(SC、OD、FS)、ペースト剤、芳香剤、水和剤もしくは散
粉剤(WP、SP、SS、WS、DP、DS)または水溶性もしくは水和性であってよい粒剤(GR、FG、G
G、MG)ならびに植物繁殖材料(例えば種子)の処理用のゲル剤(GF)がある。通常、組成物種
(例えばSC、OD、FS、WG、SG、WP、SP、SS、WS、GF)は希釈して用いられる。DP、DS、GR、
FG、GGおよびMGなどの組成物種は、通常、希釈せずに使用される。上記の組成物は、公知
の方法で調製される(US 3,060,084、EP-A 707 445(液剤について)、Browning：”Agglome
ration”, Chemical Engineering, Dec. 4, 1967, 147-48、Perry’s Chemical Engineer
’s Handbook, 第4版, McGraw-Hill, New York, 1963, S. 8-57およびWO 91/13546、US 4
,172,714、US 4,144,050、US 3,920,442、US 5,180,587、US 5,232,701、US 5,208,030、
GB 2,095,558、US 3,299,566、Klingman：Weed Control as a Science (J. Wiley & Sons
, New York, 1961)、Hanceら：Weed Control Handbook (第8版, Blackwell Scientific, 
Oxford, 1989)ならびにMollet, H.およびGrubemann, A.：Formulation technology (Wile
y VCH Verlag, Weinheim, 2001を参照のこと)。
【０１８９】
　農薬組成物は、農薬組成物で慣用される補助剤も含み得る。補助剤は、特定の施用形態
および活性物質に応じてそれぞれ使用される。好適な補助剤の例としては、溶媒、固体担
体、分散剤または乳化剤(さらなる可溶化剤、保護コロイド、界面活性剤および付着剤な
ど)、有機および無機増粘剤、殺細菌剤、不凍剤、消泡剤、適切であれば着色剤および粘
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着付与剤または結合剤(例えば種子処理製剤用)がある。
【０１９０】
　好適な溶媒は、水、有機溶媒(例えば中～高沸点の鉱油画分(ケロセンまたはディーゼル
オイル、さらにはコールタールオイルなど))、および植物または動物由来の油、脂肪族、
環状および芳香族炭化水素（例えば、トルエン、キシレン、パラフィン、テトラヒドロナ
フタレン、アルキル化ナフタレンもしくはその誘導体、アルコール(メタノール、エタノ
ール、プロパノール、ブタノール、シクロヘキサノール、グリコールなど)、ケトン(シク
ロヘキサノンおよびγ-ブチロラクトンなど)、脂肪酸ジメチルアミド、脂肪酸および脂肪
酸エステルならびに強極性溶媒(例えばN-メチルピロリドンなどのアミン)である。
【０１９１】
　固体担体は、鉱物質土類(mineral earth)（例えば、シリケート、シリカゲル、タルク
、カオリン、石灰石、石灰、チョーク、膠灰粘土、黄土、粘土、ドロマイト、珪藻土、硫
酸カルシウム、硫酸マグネシウム、酸化マグネシウムなど）、粉砕された合成材料、肥料
（例えば、硫酸アンモニウム、リン酸アンモニウム、硝酸アンモニウム、尿素など）、植
物起源の製品（例えば、穀粉、樹皮粉、木粉、堅果殻粉など）、セルロース粉末、および
他の固体担体である。
【０１９２】
　好適な界面活性剤(アジュバント、湿潤剤、粘着付与剤、分散剤または乳化剤)は、芳香
族スルホン酸(リグノスルホン酸(Borresperse(登録商標)種、Borregard, Norway)、フェ
ノールスルホン酸、ナフタレンスルホン酸(Morwet(登録商標)種、Akzo Nobel, U.S.A.)、
ジブチルナフタレンスルホン酸(Nekal(登録商標)種、BASF, Germany)など)、および脂肪
酸のアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩およびアンモニウム塩、アルキルスルホン酸塩
、アルキルアリールスルホン酸塩、アルキル硫酸塩、ラウリルエーテル硫酸塩、脂肪アル
コール硫酸塩、および硫酸化ヘキサ-、ヘプタ-およびオクタデカノエート、硫酸化脂肪ア
ルコールグリコールエーテル、さらにはナフタレンまたはナフタレンスルホン酸とフェノ
ールおよびホルムアルデヒドの縮合物、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル、
エトキシル化イソオクチルフェノール、オクチルフェノール、ノニルフェノール、アルキ
ルフェニルポリグリコールエーテル、トリブチルフェニルポリグリコールエーテル、トリ
ステアリルフェニルポリグリコールエーテル、アルキルアリールポリエーテルアルコール
、アルコールと脂肪アルコール/エチレンオキシドの縮合物、エトキシル化ヒマシ油、ポ
リオキシエチレンアルキルエーテル、エトキシル化ポリオキシプロピレン、ラウリルアル
コールポリグリコールエーテルアセタール、ソルビトールエステル、リグニン亜硫酸廃液
、およびタンパク質、変性タンパク質、多糖(例えばメチルセルロース)、疎水的に改質さ
れたデンプン、ポリビニルアルコール(Mowiol(登録商標)種、Clariant, Switzerland)、
ポリカルボキシレート(Sokolan(登録商標)種、BASF, Germany)、ポリアルコキシレート、
ポリビニルアミン(Lupasol(登録商標)種、BASF, Germany)、ポリビニルピロリドンおよび
そのコポリマーがある。
【０１９３】
　増粘剤(すなわち、組成物に改変された流動性(すなわち静止状態では高粘度、そして攪
拌中は低粘度)を与える化合物)の例としては、多糖ならびに有機および無機粘土、例えば
キサンタンガム(Kelzan(登録商標)、CP Kelco, U.S.A.)、Rhodopol(登録商標)23(Rhodia,
 France)、Veegum(登録商標)(R.T. Vanderbilt, U.S.A.)またはAttaclay(登録商標)(Enge
lhard Corp., NJ, USA)がある。
【０１９４】
　殺細菌剤は、組成物の保存および安定化のために添加することができる。好適な殺細菌
剤の例としては、ジクロロフェンおよびベンジルアルコールヘミホルマル(ICIから市販さ
れているProxel(登録商標)、またはThor Chemieから市販されているActicide(登録商標)R
S、およびRohm & Haasから市販されているKathon(登録商標)MK)ならびにイソチアゾリノ
ン誘導体類(例えばアルキルイソチアゾリノンおよびベンゾイソチアゾリノン(Thor Chemi
eから市販されているActicide(登録商標)MBS))をベースとする殺細菌剤がある。
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【０１９５】
　好適な不凍剤の例としては、エチレングリコール、プロピレングリコール、尿素および
グリセリンがある。消泡剤の例としては、シリコーンエマルション(例えばSilikon(登録
商標)SRE, Wacker, GermanyまたはRhodorsil(登録商標)、Rhodia, Franceなど)、長鎖ア
ルコール、脂肪酸、脂肪酸の塩、フルオロ有機化合物およびその混合物がある。
【０１９６】
　好適な着色剤は、低水溶性の色素および水溶性染料である。挙げられる例および名称は
、ローダミンB、C.I.ピグメントレッド112、C.I.ソルベントレッド1、ピグメントブルー1
5：4、ピグメントブルー15：3、ピグメントブルー15：2、ピグメントブルー15：1、ピグ
メントブルー80、ピグメントイエロー1、ピグメントイエロー13、ピグメントレッド112、
ピグメントレッド48：2、ピグメントレッド48：1、ピグメントレッド57：1、ピグメント
レッド53：1、ピグメントオレンジ43、ピグメントオレンジ34、ピグメントオレンジ5、ピ
グメントグリーン36、ピグメントグリーン7、ピグメントホワイト6、ピグメントブラウン
25、ベーシックバイオレット10、ベーシックバイオレット49、アシッドレッド51、アシッ
ドレッド52、アシッドレッド14、アシッドブルー9、アシッドイエロー23、ベーシックレ
ッド10、ベーシックレッド108である。
【０１９７】
　粘着付与剤または結合剤の例としては、ポリビニルピロリドン、ポリビニルアセテート
、ポリビニルアルコールおよびセルロースエーテル(Tylose(登録商標)、Shin-Etsu, Japa
n)がある。
【０１９８】
　粉剤、広域散布用剤および散剤は、化合物Iと、適切であれば、さらなる活性物質を、
少なくとも1種の固体担体と混合するか、または同時に粉砕することによって製造するこ
とができる。
【０１９９】
　粒剤（例えば、被覆粒剤（coated granule）、含浸粒剤(impregnated granule)および
均質粒剤(homogeneous granule)）は、本活性物質を固体担体に結合させることにより製
造することができる。固体担体の例は、鉱物質土類(mineral earth)（例えば、シリカゲ
ル、シリケート、タルク、カオリン、アタクレー（attaclay）、石灰石、石灰、チョーク
、膠灰粘土、黄土、粘土、ドロマイト、珪藻土、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、酸
化マグネシウムなど）、粉砕された合成材料、肥料（例えば、硫酸アンモニウム、リン酸
アンモニウム、硝酸アンモニウム、尿素など）、植物起源の製品（例えば、穀粉、樹皮粉
、木粉、堅果殻粉など）、セルロース粉末、ならびに他の固体担体である。
【０２００】
　組成物種の例は以下のとおりである：
　1.　水で希釈する組成物種
　i)　液剤(Water-solbule concentrates)（SL、LS）
　10重量部の本発明による化合物Iを90重量部の水または水溶性溶媒に溶解させる。別法
として、湿潤剤または他の補助剤を添加する。本活性物質は水で稀釈すると溶解する。こ
のようにして、10重量％の活性物質含量を有する組成物が得られる。
【０２０１】
　ii)　分散剤(Dispersible concentrates)（DC）
　20重量部の本発明による化合物Iを、70重量部のシクロヘキサノンに10重量部の分散剤
（例えば、ポリビニルピロリドン）を加えて溶解させる。水で希釈すると分散液が得られ
る。活性物質含量は20重量％である。
【０２０２】
　iii)　乳剤（Emulsifiable concentrates）（EC）
　15重量部の本発明による化合物Iを、75重量部のキシレンにドデシルベンゼンスルホン
酸カルシウムとヒマシ油エトキシレート(いずれも5重量部)を加えて溶解させる。水で希
釈すると乳液が得られる。組成物は、15重量％の活性物質含量を有する。
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【０２０３】
　iv)　エマルション剤（Emulsions）（EW、EO、ES）
　25重量部の本発明による化合物Iを、35重量部のキシレンにドデシルベンゼンスルホン
酸カルシウムとヒマシ油エトキシレート(いずれも5重量部)を加えて溶解させる。この混
合物を、乳化装置（Ultraturax）を用いて30重量部の水中に導入し、均質な乳液とする。
水で希釈すると乳液が得られる。組成物は、25重量％の活性物質含量を有する。
【０２０４】
　v)　フロアブル剤（Suspensions)（SC、OD、FS）
　撹拌下にあるボールミル内で、20重量部の本発明による化合物Iに10重量部の分散剤、
湿潤剤および70重量部の水または有機溶媒を添加して粉砕することにより、活性物質の微
細懸濁液が得られる。水で希釈すると活性物質の安定した懸濁液が得られる。組成物中の
活性物質含量は20重量％である。
【０２０５】
　vi)　顆粒水和剤（Water-dispersible granules）および顆粒水溶剤（Water-soluble g
ranules）（WG、SG）
　50重量部の本発明による化合物Iに50重量部の分散剤および湿潤剤を添加して微粉砕し
、専用の装置（例えば、押出機、噴霧塔、流動床など）を用いて顆粒水和剤または顆粒水
溶剤とする。水で希釈すると活性物質の安定な分散液または溶液が得られる。組成物は、
50重量％の活性物質含量を有する。
【０２０６】
　vii)　粉末水和剤（Water-dispersible powders)および粉末水溶剤（Water-soluble po
wders)（WP、SP、SS、WS）
　ローター・ステーターミル(rotor-stator mill)内で、75重量部の本発明による化合物I
に25重量部の分散剤、湿潤剤およびシリカゲルを添加して粉砕する。水で希釈すると活性
物質の安定な分散液または溶液が得られる。組成物の活性物質含量は75重量％である。
【０２０７】
　viii)　ゲル剤（GF)
　撹拌下にあるボールミル内で、20重量部の本発明による化合物Iに10重量部の分散剤、1
重量部のゲル剤、湿潤剤、および70重量部の水または有機溶媒を添加して粉砕することに
より、活性物質の微細懸濁液が得られる。水で希釈すると活性物質の安定した懸濁液が得
られる。これにより、活性物質を20％(w/w)有する組成物が得られる。
【０２０８】
　2.　希釈せずに施用する組成物種
　ix)　散粉剤（Dustable powder)（DP、DS）
　5重量部の本発明による化合物Iを微粉砕し、95重量部の微粉砕カオリンと充分に混合す
る。これにより、5重量％の活性物質含量を有する散粉組成物が得られる。
【０２０９】
　x)　粒剤(Granules)（GR、FG、GG、MG）
　0.5重量部の本発明による化合物Iを微粉砕し、95.5重量部の担体と組合せる。現在の方
法は、押出、噴霧乾燥、または流動床である。これにより、希釈せずに施用する、0.5重
量％の活性物質含量を有する粒剤が得られる。
【０２１０】
　xi)　ULV液剤（UL）
　10重量部の本発明による化合物Iを、90重量部の有機溶媒（例えばキシレン）に溶解さ
せる。これにより、希釈せずに施用する、10重量％の活性物質含量を有する組成物が得ら
れる。
【０２１１】
　一般に、農薬組成物は、活性物質を0.01～95重量％、好ましくは0.1～90重量％、最も
好ましくは0.5～90重量％含む。本活性物質は、純度90％～100％、好ましくは95％～100
％(NMRスペクトルによる)で用いられる。
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【０２１２】
　液剤(LS)、フロアブル剤(FS)、乾燥処理用粉剤(DS)、スラリー処理用粉末水和剤(WS)、
粉末水溶剤(SS)、エマルション剤(ES)、乳剤（EC）およびゲル剤（GF)は、通常、植物繁
殖材料(特に種子)の処理を目的として用いられる。これらの組成物は、植物繁殖材料(特
に種子)に希釈して施用してもよいし、希釈しないで施用してもよい。当該組成物は、2～
10倍希釈後、直ぐに使用可能な製剤において、0.01～60重量％、好ましくは0.1～40重量
％の活性物質濃度を与える。施用は、播種前または播種中に行うことができる。農薬化合
物およびその組成物をそれぞれ植物繁殖材料(とりわけ種子)に施用または処理する方法は
当技術分野で公知であり、繁殖材料の粉衣法(dressing)、コーティング法(coating)、ペ
レッティング法(pelleting)、散粉法(dusting)、浸漬法(soaking)および畝間(in-furrow)
施用法を包含する。
【０２１３】
　好ましい実施形態において、本化合物またはその組成物は、それぞれ、発芽が誘導され
ないような方法、例えば種子粉衣法(seed dressing)、種子ペレッティング法(seed pelle
ting)、種子コーティング法(seed coating)および種子散粉法(seed dusting)によって植
物繁殖材料に施用される。
【０２１４】
　好ましい実施形態において、フロアブル剤型(FS)組成物を種子処理に用いる。典型的に
は、FS組成物は、1～800g/Lの活性物質、1～200g/Lの界面活性剤、0～200g/Lの不凍剤、0
～400g/Lの結合剤、0～200g/Lの着色剤、および1リットル以下の溶媒(好ましくは水)を含
み得る。
【０２１５】
　本発明の活性物質は、そのままで、その組成物の形態で、例えば直接散布可能な液剤、
粉剤、懸濁剤、分散剤、エマルション製剤、油性分散剤、ペースト剤、粉散性製品、広域
散布用物質、または粒剤の形態で、散布(spraying)、噴霧(atomizing)、散粉(dusting)、
広域散布(spreading)、ブラッシング(brushing)、浸漬(immersing)または散水(pouring)
により使用することができる。施用形態は、もっぱらその所望する目的によって決まるが
、いずれの場合も、本発明による活性物質が確実に可能な限り微細に分散されるようなも
のであるべきである。
【０２１６】
　水性の施用形態は、乳剤(emulsion concentrate)、ペースト剤または水和性粉剤（散布
用粉剤、油性分散剤）に水を加えることによって調製することができる。エマルション剤
、ペースト剤、または油性分散剤を調製するには、そのままの、あるいは油または溶媒に
溶解させた本物質を、湿潤剤、粘着付与剤、分散剤または乳化剤を用いて水中で均質化さ
せることができる。あるいは、活性物質、湿潤剤、粘着付与剤、分散剤もしくは乳化剤、
また適切であれば溶媒もしくは油からなる濃縮物を調製することもできるが、かかる濃縮
物は水で希釈するのに適している。
【０２１７】
　直ぐに使用可能な調製品における本活性物質の濃度は、比較的広い範囲で変えることが
できる。一般に、この濃度は、活性物質0.0001～10重量％、好ましくは0.001～1重量％で
ある。本活性物質は、超微量散布（ultra-low-volume process (ULV)）法においても良好
に使用することができ、95重量％超の活性物質を含む組成物を、あるいは添加剤を含まな
い本活性物質そのものを施用することができる。
【０２１８】
　当然、化合物(A)および(B)は、有効量且つ非植物毒性量で用いられる。
【０２１９】
　本発明による活性成分(a.i.)(すなわち製剤補助剤を含まない式Iの化合物(群)(A)また
は化合物(群)(B))の必要とされる施用量は、多様な因子(とりわけ植物姿勢、土壌、植物
の発育段階、施用場所の気候条件および施用方法)によって決まる。一般的に、化合物(A)
または(B)の総施用量は、1ヘクタール当たり活性成分0.001g～4kgである。
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【０２２０】
　本発明による1つの実施形態において、少なくとも1種の式Iの化合物(A)またはその農業
上有用な塩は、植物および/または該植物が生長しているかもしくは生長しようとしてい
る場所に、1ヘクタール当たり活性成分0.001g～4kgの量で施用される。
【０２２１】
　1つの実施形態において、植物の健康を改善するために少なくとも1種の式Iの化合物(A)
またはその農業上有用な塩を用いる場合、施用される量(用量)は、1ヘクタール当たり活
性成分0.01g～2kgである。
【０２２２】
　別の実施形態において、植物の健康を改善するために用いられる場合、施用される量(
用量)は、1ヘクタール当たり活性成分0.1g～400gである。
【０２２３】
　別の実施形態において、植物の健康を改善するために用いられる場合、施用される量(
用量)は、1ヘクタール当たり活性成分0.1g～200gである。
【０２２４】
　別の実施形態において、植物の健康を改善するために用いられる場合、施用される量(
用量)は、1ヘクタール当たり活性成分0.1g～100gである。
【０２２５】
　別の実施形態において、植物の健康を改善するために用いられる場合、施用される量(
用量)は、1ヘクタール当たり活性成分0.1g～50gである。
【０２２６】
　別の実施形態において、植物の健康を改善するために用いられる場合、施用される量(
用量)は、1ヘクタール当たり活性成分0.1g～25gである。
【０２２７】
　別の実施形態において、植物の健康を改善するために用いられる場合、施用される量(
用量)は、1ヘクタール当たり活性成分0.1g～10gである。
【０２２８】
　別の実施形態において、植物の健康を改善するために用いられる場合、施用される量(
用量)は、1ヘクタール当たり活性成分0.1g～5gである。
【０２２９】
　別の実施形態において、植物の健康を改善するために用いられる場合、施用される量(
用量)は、1ヘクタール当たり活性成分0.1g～2.5gである。
【０２３０】
　植物繁殖材料(例えば種子)の処理(例えば種子散粉法、種子コーティング法、または種
子ドレンチング法による処理)において、種子100kg当たり活性成分(群)0.01g～4kgの量が
必要とされる。
【０２３１】
　本発明の別の実施形態において、植物繁殖材料(例えば種子)の処理(例えば種子散粉法
、種子コーティング法、または種子ドレンチング法による処理)では、種子100kg当たり活
性成分(群)0.01g～200gの量が必要とされる。
【０２３２】
　さらに別の実施形態において、植物繁殖材料(例えば種子)の処理(例えば種子散粉法、
種子コーティング法、または種子ドレンチング法による処理)では、種子100kg当たり活性
成分(群)0.1g～100gの量が必要とされる。
【０２３３】
　本活性物質またはそれらを含む組成物には、各種の油、湿潤剤、アジュバント、除草剤
、殺細菌剤、他の殺菌剤および/または殺有害生物剤を加えることが可能であり、適切で
あれば、使用直前に添加することもできる（タンク混合）。これらの製剤は、通常、本発
明による組成物と1：100～100：1の重量比で混合することが可能であり、好ましくは本発
明により用いられる活性化合物(A)および(B)と1：10～10：1の重量比で混合することがで



(62) JP 2012-506891 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

きる。
【０２３４】
　使用し得るアジュバントは、特に、有機修飾ポリシロキサン(例えばBreak Thru S 240(
登録商標))；アルコールアルコキシレート(例えばAtplus 245(登録商標)、Atplus MBA 13
03(登録商標)、Plurafac LF 300(登録商標)およびLutensol ON 30(登録商標))；EO/POブ
ロックコポリマー、例えばPluronic RPE 2035(登録商標)およびGenapol B(登録商標)；ア
ルコールエトキシレート(例えばLutensol XP 80(登録商標)；およびジオクチルスルホコ
ハク酸ナトリウム(例えばLeophen RA(登録商標))である。
【０２３５】
　本発明の方法は、通常、処理対象の植物、植物体の一部、植物が生長しているかもしく
は生長しようとしている場所および/またはその繁殖体を、本発明の組成物またはそれを
含む製剤と接触させることによって行われる。この目的のため、混合物または個々の活性
成分(A)および(B)は、植物、植物の一部、植物が生長しているかもしくは生長しようとし
ている場所および/またはその繁殖体に施用される。
【０２３６】
　1つの好ましい実施形態において、本発明による方法は、種子処理として行われる。
【０２３７】
　繁殖体(特に種子)を処理するため(種子処理)、原理上は、種子を処理または粉衣するた
めの任意の慣用の方法(例えば、限定するものではないが、種子粉衣法、種子コーティン
グ法、種子散粉法、種子浸漬法(seed soaking)、種子フィルムコーティング法(seed film
 coating)、種子多層コーティング法(seed multilayer coating)、種子被覆処理法(seed 
encrusting)、種子ドリッピング法(seed dripping)、および種子ペレッティング法)を用
いることができる。具体的には、処理は、この目的に適した装置(例えば固体または固体/
液体混合パートナーのための混合装置)中で、種子を、そのままのまたは水で前希釈した
後の特定の望ましい量の種子粉衣製剤と、該組成物が種子上に均一に分配されるまで混合
することによって行われる。適切であれば、この処理の後に乾燥操作を行う。
【０２３８】
　繁殖体の処理は、一般的には、季節性植物(特に一年生植物)(すなわち1シーズン後に完
全に収穫され、次のシーズンのために植え直さなければならない植物)にのみ適している
。
【０２３９】
　植物が生長しているかもしくは生長しようとしている場所(特に土壌)を処理するため、
後者は、a)繁殖体を植える/播種する前、b)栽植または播種するときに繁殖体と共に(種子
播種の場合は畝間施用と呼ぶ)、および/またはc)栽植/播種後、あるいは植物の発芽後に
も、好適な量の、そのままのまたは水で前希釈した後の本発明の組成物で処理することが
できる。
【０２４０】
　土壌施用は、例えば、特にプランテーションで栽培する場合、禾穀類、ワタ、ヒマワリ
および木に適した方法である。
【０２４１】
　本発明の方法は、生きている作物の葉面施用、播種または栽植前の土壌施用(全ての土
壌処理および畝施用を含む)、ならびに、特に植物繁殖材料上への粉衣施用に適している
。後者の用語は、全ての種類の種子(果実、塊茎、穀粒)、挿し木、挿し苗などを包含する
。本出願の1つの特定の分野は、全ての種類の種子の処理である。
【０２４２】
　植物またはその(地上)部分を処理する場合、この処理は、好ましくは植物またはその部
分(好ましくはそれらの葉(葉面施用))に散布することによって行われる。この場合、施用
は、例えば1ヘクタール当たり約100～1000リットル(例えば1ヘクタール当たり300～400リ
ットル)の散布液量を用いた慣用の散布技術により、担体として水を使用して行うことが
できる。本発明の組成物を微量(low-volume)および超微量(ultra-low-volume)散布法によ
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【０２４３】
　葉面処理の場合、植物は出芽後に処理される。処理のための最適な時間は特定の植物種
に応じて決まり、適切な試験で簡単に決定することができる。
【０２４４】
　本発明の方法における1つの好ましい実施形態において、植物の繁殖体(特に種子)また
は植物が生長しているかもしくは生長しようとしている土壌は、本発明の組成物で処理さ
れる。土壌を処理する場合、この処理は、好ましくは畝間施用として行われる。種子処理
は、好ましくは上記の方法によって行われる。
【０２４５】
　より好ましくは、本発明の方法において、植物の繁殖体(特に種子)は、本発明の組成物
によって処理される。
【０２４６】
　特定のまたは好ましい実施形態と、他の特定のまたは好ましい実施形態との組み合わせ
は、本発明の範囲内にある。
【実施例】
【０２４７】
　ここで本発明を、以下の非限定的な実施例によってさらに説明する。
【０２４８】
　実施例
　実施例1：根処理後のコムギ植物に対する生長促進効果
　第2葉段階のコムギ植物(トリチクム・アエスチブム(Triticum aestivum）、品種Cubus)
を、300mLの半分に薄めたLinsmaier-Skoog培地(Physiologia Plantarum 18: 100-127, 19
64)を入れた320mLのガラス容器中で栽培した。実験を通して溶液をエアレーションした。
無作為に抽出した容器を、22℃(明期)：20℃(暗期)および相対湿度75％の、16時間：8時
間の明暗周期下の気候室(光量子束密度400μmol m-2 s-1、400-750nm、オスラムパワース
ター(Osram powerstar)HQI-R 250W/NDLランプおよびオスラムクリプトン(Osram krypton)
100Wランプ)中でインキュベートした(1つの容器につき3個の植物が植えられた、9つの同
型の容器を使用)。順応の2日後、ジメチル-カルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メ
チル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピ
ラン-4-イル)-エチルエステル(化合物1)を、ジメチルスルホキシド(DMSO)溶液に溶解させ
た培地(DMSOの最終濃度0.1％)に加えて、植物を処理した。対応する量のDMSO単独の処理
を受けた対照については、当該植物の生長に悪影響は及ぼされなかった。処理の7日後、
生長パラメータとして苗条および根の生重量(FW)を測定し、27個の植物の一部の平均値±
標準誤差(SE)を計算した。2つの別々の実験を行い、それらの結果を表22に示す。
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【表２】

【０２４９】
　表22に示されるとおり、化合物1は、処理植物の苗条および根の生長を刺激することに
より、対照と比較して、収穫量を15％まで再現性良く増加させた。同時に、苗条の分蘖と
不定根の生長が促進された。
【０２５０】
　実施例2：葉面処理後のコムギ植物に対する生長促進効果
　コムギ植物(トリチクム・アエスチブム(Triticum aestivum）、品種Monopol)を、温室
条件下で、1つの植木鉢(直径13cm)につき10個の植物を植えて、土壌で栽培した。第2葉段
階の植物に、製剤化されたジメチル-カルバミン酸2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3
-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピラン-4
-イル)-エチルエステル(化合物1)の水溶液をスプレーした。この化合物を3つの異なる用
量(すなわち1ヘクタール当たり活性成分31.25g/15.63g/7.81g)で施用し、スプレー量は1
ヘクタール当たり750リットルであった。1回の処理につき、それぞれ10個の植物を植えた
、10個の同型の植木鉢を使用した。3週間(21日)後に植物を回収し、生長パラメータを測
定した。記録したパラメータは、生重量、乾燥重量、葉面積(1個の植木鉢につき全て)お
よび分蘖枝の数(1植物当たり)であった。結果の平均値、標準偏差(SD)および対照に対す
るパーセンテージを計算した。結果を表23および24に示す。
【表３】

【０２５１】
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　表23に示されるとおり、化合物1は、苗条の生長を刺激することによって収穫量を増加
させ、このことは、対照に関して26％までの生重量および乾燥重量の増加によって示唆さ
れた。さらにこの結果は用量反応を示し、すなわち、用量を低減する(施用量を低下させ
る)ことにより、生長促進(収穫量増加効果)がより顕著になった。
【表４】

【０２５２】
　表24に示されるとおり、化合物1は葉面積も増加させ、この場合も先と同様に、最低用
量が最高の効果をもたらした。同時に、苗条の分蘖が増加した。
【０２５３】
　実施例3：葉面処理後のコムギ植物に対する生長促進効果
　コムギ植物(トリチクム・アエスチブム(Triticum aestivum）、品種Monopol)を、温室
条件下で、1つの植木鉢(直径13cm)につき10個の植物を植えて、土壌で栽培した。第2葉段
階の植物に、製剤化された化合物の水溶液をスプレーした：
・　化合物2：5-メチル-2-トリフルオロメチル-フラン-3-カルボン酸(1-メチルカルバモ
イル-2-フェニル-エチル)-アミド
・　化合物3：1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸(1-メチルカ
ルバモイル-2-フェニル-エチル)-アミド
・　化合物4：メチル-カルバミン酸-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオ
ロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル
・　化合物5：メチル-カルバミン酸-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3-トリフルオ
ロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-1-(テトラヒドロ-ピラン-4-イル)-エチ
ルエステル
・　化合物6：メチル-カルバミン酸1,1-ジメチル-2-メチルカルバモイル-2-[(1-メチル-3
-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル
・　化合物7：1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸(2-ヒドロキ
シ-3-メトキシ-2-メトキシメチル-1-メチルカルバモイル-プロピル)-アミド
・　化合物8：メチル-カルバミン酸1,1-bis-メトキシメチル-2-メチルカルバモイル-2-[(
1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-エチルエステル
・　化合物9：メチル-カルバミン酸(E)-1-メチル-1-{メチルカルバモイル-[(1-メチル-3-
トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボニル)-アミノ]-メチル}-ブタ-2-エニルエス
テル。
【０２５４】
　これらの化合物を2つの異なる用量(1ヘクタール当たり活性成分15gおよび7.5g)で施用
し、スプレー量は1ヘクタール当たり750リットルであった。1回の処理につき、それぞれ1
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0個の植物を植えた、6つの同型の植木鉢を使用した。18日後に植物を回収し、生長パラメ
ータを測定した。記録したパラメータは、生重量(FW)と乾燥重量(DW)であった。結果の平
均値、標準偏差(SD)および対照に対するパーセンテージを計算した。結果を表25に示す。
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【表５】

【０２５５】
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【０２５６】
　表25に示されるとおり、全ての試験化合物(化合物2～9)は、根の生長を刺激することに
より、植物の健康の指標としての収穫量を顕著に高めた。生重量および乾燥重量の増加は
、未処理の対照植物に関して20～40％の範囲内にあることが見出された。
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